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10
月
27
日
、
中
津
川
市
で
三
市
一
村
議

会 

（
中
津
川
市 

・
郡
上
市 

・
下
呂
市 

・
東

白
川
村
）
委
員
会
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、

議
長
と
共
に
委
員
全
員
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
県
土
木
事
務
所
等
よ
り
各
事
業
の
進
捗

状
況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
関
係
機
関
に

事
業
促
進
と
財
源
確
保
に
係
る
要
望
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
12
日
に
は
第
２
回
濃
飛
横

断
道
・
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

執
行
部
よ
り
濃
飛
横
断
自
動
車
道
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
や
市
に
お
け
る
国
、
県
へ

の
事
業
促
進
に
係
る
要
望
活
動
の
状
況
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
各
委
員
の
意
見
を
ま
と
め
、

下
呂
工
区
の
事
業
化
に
向
け
て
執
行
部
と

の
意
思
統
一
を
図
り
、
単
独
要
望
な
ど
も

視
野
に
入
れ
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYoutubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　令和６年１月14日（日）、金山小学校グラウンドにおいて、金山地域４公民館主催による新春恒例のイベ
ント 「手づくり凧あげ大会」が開催されました。
　快晴となったものの、全く風が無く、凧を上げるには難しい状況の中、参加した子どもたちは自分で
作った凧を少しでも高く上げようと、グラウンド中を駆け回っていました。
　参加者には、ボランティアによる豚汁がふるまわれ、心も体も暖かくしてくれる大会でした。

【第42回 新春！手づくり凧あげ大会】

　３月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。
なお一般質問などの内容は新聞折込でお知らせします。

３月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

インターネットライブ配信

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３-１会議室）

 

下
呂
市
議
会
だ
よ
り
が

ス
マ
ホ
で
読
め
ま
す

インターネット上で
無料閲覧できる、
ギフイーブックスで
配信中です。

　広報広聴特別委員会では、「読みたくなる議会
だより」を目指して、本会議や委員会の報告、各
議員の一般質問等の掲載内容に係る編集に取り
組んできました。
　また、新たな取り組みとして、各議員の一般質
問の動画にリンクするQRコードの掲載のほか、
常任委員会、予算特別委員会および決算特別委
員会における付託案件の審査状況について動画
配信（YouTube)を行い、併せてホームページに
会議録と説明資料の掲載をいたしました。
　今後ともより一層、わかりやすい議会情報の発
信に向けて取り組んでいきます。
　４年間ご愛読ありがとうございました。 （T.T）

編 集 後 記

本会議および常任委員会・予算特別委員会（付託案
件審査）は、動画共有サービス（YouTube）にてライ
ブ配信を行っています。
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濃
飛
横
断
道
・

リ
ニ
ア
特
別
委
員
会

訃   

報

　下呂市議会　田中副武議長が在職中の１月２
日に逝去されました。
　故田中副武議員は、平成２４年に市議会議員に
初当選以来、３期１１年８カ月にわたり市政の発展の
ためにご活躍され、その間、市議会議長、副議長、総
務教育民生常任委員長、予算特別委員長、議会
改革特別委員長などの要職を歴任されました。
　ここに生前の功績をたたえ、謹んでご冥福をお祈り
いたします。

令和６年能登半島地震被災地への支援について
　令和６年1月１日に発生した能登半島地震による甚大な被害の報に接
し、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りし、ご遺族の皆さまに謹
んでお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆さまに心よりお見舞
いを申し上げます。
　下呂市議会議員は、被災者支援に役立てていただくため、日本赤十字
社を通じて15万円の義援金を送りました。また、姉妹都市である石川県
羽咋郡宝達志水町に見舞金5万円を送りました。一日でも早く復興します
ことを心よりお祈り申し上げます。　
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　11月29日から12月20日までの22日間において、令和５年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、下呂市功労者表彰に係る同意、令和５年度の人事院勧告を踏まえた給与改定に係る補正予算 （一
般会計、４特別会計および４公営企業会計）などについて可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例制定改廃、国の地方創生臨時交付金を活用した物価高騰対策 （市
民生活 ・社会経済活動の支援）に係る補正予算などについて可決しました。

１２月定例会の報告１２月定例会の報告

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果上程議案と審議結果
◯全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて  【被表彰者９名】
新子育て支援施設建設（建築）工事請負契約の変更契約の締結について
下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第８号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市水道事業会計への繰出について
財産の譲与について
下呂市下呂交流会館の指定管理者の指定について
下呂市体育施設等の指定管理者の指定について
下呂市立みなみこども園、下呂市立きたこども園及び下呂市わかあゆ子育て・保育ステーションの指定管理者の指定について
下呂市立かなやまこども園の指定管理者の指定について
下呂市複合型子ども・子育て支援拠点施設の指定管理者の指定について
下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
下呂市介護医療院設置管理条例について
下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
下呂市消防関係手数料条例の一部を改正する条例について
下呂市御嶽山五の池小屋の指定管理者の指定について
下呂市湯けむり広場条例を廃止する条例について
下呂市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例について
下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

◯前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

可　決
（全会一致）

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第９号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第10号）
令和５年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第５号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

産経

予算

総務

◯賛否が分かれた議案【市長提出議案】

中
島
達
也

中
島
新
吾

吾
郷
孝
枝

伊
藤
嚴
悟

一
木
良
一

今
井
政
良

田
中
副
武

中
島
ゆ
き
子

尾
里
集
務

田
中
喜
登

森

　哲
士

飯
塚
英
夫

田
口
琢
弥

鷲
見
昌
己

議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

議　　　案　　　名

下呂市観光交流センターの指定管理者の指定について ○○○○ ○○×○○○○○ ○
議

　

 

　
　
　
　長

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について
下呂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例について
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置
等に関する条例等の一部を改正する等の条例について

○××○ ×○○○○○○○ ○
可　決

（賛成多数）
○○○○ ○××○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

産経

総務

産経

産経

12月定例会の議案審議の詳細12月定例会の議案審議の詳細
議第115号
下呂市市営駐車場条例の一部を改正する条例
について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●公共交通機関等の利用者の利便性向上を図り、かつ周辺
の交通の円滑化を図るため改正するもの
●金山駅前駐車場の一
時的な使用による使用
料を無料とする

　（ただし、連続して３日
を越えない期間の使
用とする）

議第116号
下呂市看護師等修学資金貸与条例の一部を
改正する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●少子高齢化等により看護師を志す者が減少傾向にある中、
市内に看護師を安定的に確保するため改正するもの

●貸与対象者の条件を拡充し、助産師または看護師を雇用す
る市内の全ての事業所へ就職予定の者とする

議第123号
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置等に
関する条例等の一部を改正する等の条例について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

●水道事業の安定財源確保のため、水道料金の改定を行うもの
●水道事業、簡易水道事業で格差のあった負担金を統一する
ため改正または廃止するもの

議案審議の詳細
令和５年12月20日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年11月29日
（定例会初日）

★ＱＲコードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

金山駅前駐車場
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　11月29日から12月20日までの22日間において、令和５年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、下呂市功労者表彰に係る同意、令和５年度の人事院勧告を踏まえた給与改定に係る補正予算 （一
般会計、４特別会計および４公営企業会計）などについて可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例制定改廃、国の地方創生臨時交付金を活用した物価高騰対策 （市
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★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
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　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
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上程議案と審議結果上程議案と審議結果
◯全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて  【被表彰者９名】
新子育て支援施設建設（建築）工事請負契約の変更契約の締結について
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下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第８号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
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下呂市下呂交流会館の指定管理者の指定について
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下呂市立みなみこども園、下呂市立きたこども園及び下呂市わかあゆ子育て・保育ステーションの指定管理者の指定について
下呂市立かなやまこども園の指定管理者の指定について
下呂市複合型子ども・子育て支援拠点施設の指定管理者の指定について
下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
下呂市介護医療院設置管理条例について
下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
下呂市消防関係手数料条例の一部を改正する条例について
下呂市御嶽山五の池小屋の指定管理者の指定について
下呂市湯けむり広場条例を廃止する条例について
下呂市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例について
下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

◯前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

可　決
（全会一致）

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第９号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第10号）
令和５年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第５号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

産経

予算

総務

◯賛否が分かれた議案【市長提出議案】
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議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

議　　　案　　　名

下呂市観光交流センターの指定管理者の指定について ○○○○ ○○×○○○○○ ○
議

　

 

　
　
　
　長

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について
下呂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例について
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置
等に関する条例等の一部を改正する等の条例について

○××○ ×○○○○○○○ ○
可　決

（賛成多数）
○○○○ ○××○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

産経

総務

産経

産経

12月定例会の議案審議の詳細12月定例会の議案審議の詳細
議第115号
下呂市市営駐車場条例の一部を改正する条例
について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●公共交通機関等の利用者の利便性向上を図り、かつ周辺
の交通の円滑化を図るため改正するもの
●金山駅前駐車場の一
時的な使用による使用
料を無料とする

　（ただし、連続して３日
を越えない期間の使
用とする）

議第116号
下呂市看護師等修学資金貸与条例の一部を
改正する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●少子高齢化等により看護師を志す者が減少傾向にある中、
市内に看護師を安定的に確保するため改正するもの

●貸与対象者の条件を拡充し、助産師または看護師を雇用す
る市内の全ての事業所へ就職予定の者とする

議第123号
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置等に
関する条例等の一部を改正する等の条例について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

●水道事業の安定財源確保のため、水道料金の改定を行うもの
●水道事業、簡易水道事業で格差のあった負担金を統一する
ため改正または廃止するもの

議案審議の詳細
令和５年12月20日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年11月29日
（定例会初日）

★ＱＲコードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

金山駅前駐車場



2下呂市議会だより3 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

　11月29日から12月20日までの22日間において、令和５年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、下呂市功労者表彰に係る同意、令和５年度の人事院勧告を踏まえた給与改定に係る補正予算 （一
般会計、４特別会計および４公営企業会計）などについて可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例制定改廃、国の地方創生臨時交付金を活用した物価高騰対策 （市
民生活 ・社会経済活動の支援）に係る補正予算などについて可決しました。

１２月定例会の報告１２月定例会の報告

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果上程議案と審議結果
◯全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて  【被表彰者９名】
新子育て支援施設建設（建築）工事請負契約の変更契約の締結について
下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第８号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市水道事業会計への繰出について
財産の譲与について
下呂市下呂交流会館の指定管理者の指定について
下呂市体育施設等の指定管理者の指定について
下呂市立みなみこども園、下呂市立きたこども園及び下呂市わかあゆ子育て・保育ステーションの指定管理者の指定について
下呂市立かなやまこども園の指定管理者の指定について
下呂市複合型子ども・子育て支援拠点施設の指定管理者の指定について
下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
下呂市介護医療院設置管理条例について
下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
下呂市消防関係手数料条例の一部を改正する条例について
下呂市御嶽山五の池小屋の指定管理者の指定について
下呂市湯けむり広場条例を廃止する条例について
下呂市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例について
下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

◯前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

可　決
（全会一致）

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第９号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第10号）
令和５年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第５号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

産経

予算

総務

◯賛否が分かれた議案【市長提出議案】
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議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

議　　　案　　　名

下呂市観光交流センターの指定管理者の指定について ○○○○ ○○×○○○○○ ○
議

　

 

　
　
　
　長

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について
下呂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例について
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置
等に関する条例等の一部を改正する等の条例について

○××○ ×○○○○○○○ ○
可　決

（賛成多数）
○○○○ ○××○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

産経

総務

産経

産経

12月定例会の議案審議の詳細12月定例会の議案審議の詳細
議第115号
下呂市市営駐車場条例の一部を改正する条例
について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●公共交通機関等の利用者の利便性向上を図り、かつ周辺
の交通の円滑化を図るため改正するもの
●金山駅前駐車場の一
時的な使用による使用
料を無料とする

　（ただし、連続して３日
を越えない期間の使
用とする）

議第116号
下呂市看護師等修学資金貸与条例の一部を
改正する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●少子高齢化等により看護師を志す者が減少傾向にある中、
市内に看護師を安定的に確保するため改正するもの

●貸与対象者の条件を拡充し、助産師または看護師を雇用す
る市内の全ての事業所へ就職予定の者とする

議第123号
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置等に
関する条例等の一部を改正する等の条例について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

●水道事業の安定財源確保のため、水道料金の改定を行うもの
●水道事業、簡易水道事業で格差のあった負担金を統一する
ため改正または廃止するもの

議案審議の詳細
令和５年12月20日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年11月29日
（定例会初日）

★ＱＲコードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

金山駅前駐車場

2下呂市議会だより3 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

　11月29日から12月20日までの22日間において、令和５年第６回下呂市議会定例会を開催しました。
　初日には、下呂市功労者表彰に係る同意、令和５年度の人事院勧告を踏まえた給与改定に係る補正予算 （一
般会計、４特別会計および４公営企業会計）などについて可決しました。
　また、最終日には、指定管理者の指定、条例制定改廃、国の地方創生臨時交付金を活用した物価高騰対策 （市
民生活 ・社会経済活動の支援）に係る補正予算などについて可決しました。

１２月定例会の報告１２月定例会の報告

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

上程議案と審議結果上程議案と審議結果
◯全会一致で可決した議案【市長提出議案】

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

下呂市功労者表彰につき同意を求めることについて  【被表彰者９名】
新子育て支援施設建設（建築）工事請負契約の変更契約の締結について
下呂市職員の給与に関する条例及び下呂市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第８号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第２号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第２号）
令和５年度下呂市水道事業会計への繰出について
財産の譲与について
下呂市下呂交流会館の指定管理者の指定について
下呂市体育施設等の指定管理者の指定について
下呂市立みなみこども園、下呂市立きたこども園及び下呂市わかあゆ子育て・保育ステーションの指定管理者の指定について
下呂市立かなやまこども園の指定管理者の指定について
下呂市複合型子ども・子育て支援拠点施設の指定管理者の指定について
下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
下呂市介護医療院設置管理条例について
下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
下呂市消防関係手数料条例の一部を改正する条例について
下呂市御嶽山五の池小屋の指定管理者の指定について
下呂市湯けむり広場条例を廃止する条例について
下呂市ふるさと寄附条例の一部を改正する条例について
下呂市火葬場・斎場条例の一部を改正する条例について

◯前ページに続き全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

可　決
（全会一致）

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第９号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第４号）
令和５年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市一般会計補正予算（第10号）
令和５年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第３号）
令和５年度下呂市水道事業会計補正予算（第５号）
令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）
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予算

総務

◯賛否が分かれた議案【市長提出議案】
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議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

議　　　案　　　名

下呂市観光交流センターの指定管理者の指定について ○○○○ ○○×○○○○○ ○
議

　

 

　
　
　
　長

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について
下呂市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を
改正する条例について
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置
等に関する条例等の一部を改正する等の条例について

○××○ ×○○○○○○○ ○
可　決

（賛成多数）
○○○○ ○××○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

産経

総務

産経

産経

12月定例会の議案審議の詳細12月定例会の議案審議の詳細
議第115号
下呂市市営駐車場条例の一部を改正する条例
について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●公共交通機関等の利用者の利便性向上を図り、かつ周辺
の交通の円滑化を図るため改正するもの
●金山駅前駐車場の一
時的な使用による使用
料を無料とする

　（ただし、連続して３日
を越えない期間の使
用とする）

議第116号
下呂市看護師等修学資金貸与条例の一部を
改正する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●少子高齢化等により看護師を志す者が減少傾向にある中、
市内に看護師を安定的に確保するため改正するもの

●貸与対象者の条件を拡充し、助産師または看護師を雇用す
る市内の全ての事業所へ就職予定の者とする

議第123号
下呂市水道事業、簡易水道事業及び下水道事業の設置等に
関する条例等の一部を改正する等の条例について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

●水道事業の安定財源確保のため、水道料金の改定を行うもの
●水道事業、簡易水道事業で格差のあった負担金を統一する
ため改正または廃止するもの

議案審議の詳細
令和５年12月20日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年11月29日
（定例会初日）

★ＱＲコードから12月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「YouTube」にて視聴できます。

金山駅前駐車場



源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
遠
い
市
民

と
の
間
で
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
今
年
度
、
金
山 

・
馬
瀬 

・
上
原

地
域
の
３
カ
所
で
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
追
加
設
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
自
治
会
等
の
要
望
に
応
じ

て
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

に
つ
い
て
》（
水
道
事
業
の
安
定
財
源

確
保
の
た
め
、
水
道
料
金
の
改
定
を
行

い
、
併
せ
て
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事

業
で
格
差
の
あ
っ
た
負
担
金
を
統
一
す

る
た
め
改
正
等
を
す
る
も
の
）

　
　
一
番
契
約
件
数
の
多
い
口
径
13
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
一
般
家
庭
で
の
負
担
が

大
き
く
な
る
よ
う
に
感
じ
る
が
い
か
が

か
。

　
　
現
状
の
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
契
約
の

家
庭
、
約
１
万
２
０
０
０
件
の
う
ち
、

安
く
な
る
家
庭
が
約
７
５
０
０
件
、
率

に
し
て
約
62
％
で
あ
り
、
他
の
口
径
よ

り
割
合
が
高
く
な
る
よ
う
試
算
を
し
て

い
ま
す
。
一
般
家
庭
の
負
担
に
な
ら
な

い
方
法
で
協
議
を
積
み
重
ね
て
き
た
の

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
12
月
14
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
13
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
下
呂
交
流
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》（
下
呂
交
流
会
館
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
下

呂
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
を
指
定
す
る
も

の
）

　
　
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
は
、
公

募
と
特
定
指
名
が
あ
る
が
、
下
呂
交
流

会
館
に
限
ら
ず
、
特
定
指
名
が
非
常
に

多
い
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
し
、

特
定
指
名
と
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
当
た
っ
て

は
、
統
一
基
準
を
設
け
て
、
選
定
方
法

や
指
定
管
理
期
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
施
設
ご
と
の
特
殊
事
情
を

考
慮
し
、
庁

内
の
政
策
会

議
、
外
部
有

識
者
を
含
む

指
定
管
理
者

選
定
委
員
会

に
諮
り
、
決

定
し
て
い
ま

す
。

《
下
呂
市
体
育
施
設
等
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
》（
萩
原
あ
さ
ぎ
り
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
萩
原
あ
さ
ぎ
り
体
育
館
、

飛
騨
川
公
園
、
桜
谷
公
園
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
萩

原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
指
定
す
る
も
の
）

　
　
飛
騨
川
公
園
に
つ
い
て
、
大
型
遊

具
の
設
置
を
機
に
、
集
客
を
図
る
自
主

事
業
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
例
え
ば
子
ど
も
向
け
の
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
公
園
内
に
設

置
す
る
な
ど
、

来
場
者
が
気
軽

に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う

検
討
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
昨

今
の
賃
金
上
昇
等
の
社
会
的
要
因
を
考

慮
し
、
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
議
員
活
動
の
充
実
・

可
視
化
、
若
者
や
女
性
の
参
画
促
進
に

つ
な
げ
、
も
っ
て
持
続
可
能
な
市
政
運

営
に
期
す
る
た
め
、
議
員
の
報
酬
月
額

を
３
万
円
引
き
上
げ
る
も
の
）

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、

若
者
な
ど
新
た
な
人
材
の
議
会
へ
の
参

画
を
促
す
効
果
は
。

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
審

議
さ
れ
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
行
う
も

の
で
す
。
審
議
会
委
員
か
ら
は
、
若
い

方
や
女
性
の
参
画
を
期
待
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
、

直
ち
に
効
果
が
現
れ
る
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
下
呂
市
の
議
員
報
酬

は
県
内
の
市
で
最
も
低
い
水
準
に
あ
り
、

市
民
の
理
解
を
得
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
議
員
活
動
の
活
発
化 

・
可

視
化
、
ひ
い
て
は
多
様
な
人
材
の
議
会

へ
の
参
画
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
飛
騨
金
山
駅

前
駐
車
場
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
機
関

等
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

周
辺
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

一
時
的
な
使
用
を
無
料
と
す
る
も
の
）

　
　
無
料
化
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
の
故
障
が
挙
げ
ら

れ
て
い
た
が
。

　
　
既
設
の
料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
が
故

障
し
、
機
器
更
新
に
は
約
１
４
０
０
万

円
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。
費

用
対
効
果
も
考
慮
し
、
無
料
化
す
る
も

の
で
す
。

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly
総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

　
12
月
18
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
８
会
計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
20
日
、
定
例
会
最
終
日

に
追
加
提
出
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
４
会

計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
も
審
査
し
、

こ
ち
ら
も
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
移
住
定
住
促
進
事
業
》（
移
住
促
進
住

宅
購
入
費
等
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
移

住
者
の
住
宅
新
築
、
中
古
住
宅
購
入
お

よ
び
改
修
費
用
補
助
金
の
今
後
の
申
請

見
込
み
を
考
慮
し
、
予
算
不
足
額
を
増

額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
今
年
度
に
お
け
る
本
事
業
の
補
助

金
交
付
状
況
、
お
よ
び
補
助
金
を
受
け

ら
れ
た
方
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
者
数
は
。

　
　
今
後
の
見
込
み
も
含
め
て
住
宅
新

築
４
件
、
中
古
住
宅
購
入
３
件
、
中
古

住
宅
改
修
６
件
で
す
。
全
体
で
は
10
世

帯
30
人
で
、
そ
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
移
住

の
方
は
２
世
帯
６
人
で
す
。

　
　
移
住
定
住
促
進
施
策
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
と
の
差
別
化
を
図
り
、
情

報
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
し

た
中
で
、
他
と
の
差
別
化
の
状
況
は
。

　
　
住
宅
新
築
は
１
０
０
万
円
、
中
古

住
宅
購
入
は
50
万
円
を
上
限
に
補
助
額

を
設
定
し
、
手
厚
い
支
援
制
度
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
移
住
者
に
対
す
る
支
援
を
さ

ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業
》（
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
数
の
減
少
に
基
づ
き
、

補
助
金
算
定
上
の
人
数
割
分
を
減
額
す

る
た
め
補
正
す
る
も
の
）

　
　
昨
今
、
ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
力
の
低
下
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
こ
の
事
態
に
対
す
る
行
政
と
し
て

の
関
わ
り
の
方
向
性
は
。

　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
長
い
歴
史
を

経
て
活
動
さ
れ
て
き
た
地
域
の
貴
重
な

団
体
で
す
。
今
後
は
、
介
護
予
防
や
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
連
携
し
た
取

り
組
み
な
ど
も
含
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
動

が
存
続
さ
れ
る
方
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
看
護
師
等
修
学
資
金
基
金
》（
看
護
師

養
成
１
０
０
名
達
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
に
つ
い
て
、
目
標
ま
で
残
り
13
人
の

養
成
を
行
う
た
め
、
次
年
度
以
降
に
必

要
な
費
用
の
財
源
と
し
て
、
看
護
師
等

修
学
資
金
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う

も
の
）

　
　
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
の

利
用
状
況
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
修
学
資
金
の
貸
与
を
受

け
市
内
に
就
職
さ
れ
た
方
は
87
名
、
現

在
貸
与
を
受
け
て
養
成
所
に
在
学
中
の

方
が
６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
本
制
度
の
利
用
度
が
年
々
低
下
し

て
い
る
中
、
利
用
さ
れ
る
方
の
身
に
な

り
、
よ
り
利
用
が
さ
れ
や
す
い
よ
う
な

方
向
を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る

が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
限
定
し
た
病
院
へ
の
就

職
予
定
者
を
修
学
資
金
の
貸
与
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
看
護
師
・
助
産
師
を
雇
用

す
る
市
内
全
て
の
事
業
所
も
償
還
免
除

の
就
職
先
に
広
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
看
護

師
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
小

中
学
生
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
面

も
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
緊
急
物
価
高
対
策（
給
油
ク
ー
ポ
ン
事

業
》（
冬
場
に
お
い
て
消
費
支
出
全
体
に

占
め
る
割
合
が
増
え
る
燃
料
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、「
暮
ら
し
応
援
燃
料

ク
ー
ポ
ン
」
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
も

の
）

　
　
オ
ー
ル
電
化
や
主
に
ガ
ス
を
燃
料

と
し
て
い
る
家
庭
な
ど
に
は
恩
恵
が
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
何
か
代
わ
り
の
手

だ
て
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
灯
油
を
使
用
し
な
い
世
帯
な
ど
に

つ
い
て
は
、
そ
の
世
帯
に
限
り
、
例
え

ば
灯
油
販
売
店
舗
で
取
り
扱
っ
て
い
る

生
活
用
品
に
対
し
て
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
支
援
が
し
っ
か
り
行

き
渡
る
よ
う
制
度
設
計
を
行
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

AA

AA

AA

AA

A

A

AA

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》（
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
一
般
社

団
法
人
下
呂
温
泉
観
光
協
会
を
指
定
す

る
も
の
）

　
　
特
定
指
名
と
い
う
こ
と
だ
が
、
運

営
開
始
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
公
募
に

よ
る
選
定
の
検
討
も
必
要
か
と
思
う

が
、
公
募
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
公
募
に
よ
る
選
定
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
が
、
下
呂
市
と
連
携
し
て
観

光
振
興
事
業
を
展
開
す
る 

（
一
社
）
下

呂
温
泉
観
光
協
会
が
自
ら
の
事
業
と
一

体
的
に
行
う
こ
と
で
、
施
設
の
機
能
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
特
定
指
名
と
し
ま
し

た
。
今
後
の
実
績
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
公
募
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

《
下
呂
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
》（
令
和
４
年
度
で
廃
止
し

た
も
え
る
ご
み
専
用
袋
等
の
使
用
期

限
、
不
燃
ご
み
専
用
袋
等
の
手
数
料
の

額
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
）

　
　
振
興
事
務
所
ご
と
に
資
源
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
近
く
の
市

民
は
大
変
恩
恵
を
受
け
て
い
る
が
、
資

QQ A

Q

QQ

Q

Q

QQ

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託案件
の審査内容を動
画共有サービス
You Tubeにて
視聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

GERO CITY assembly

下呂交流会館

飛騨川公園

源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
遠
い
市
民

と
の
間
で
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
今
年
度
、
金
山 

・
馬
瀬 

・
上
原

地
域
の
３
カ
所
で
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
追
加
設
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
自
治
会
等
の
要
望
に
応
じ

て
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

に
つ
い
て
》（
水
道
事
業
の
安
定
財
源

確
保
の
た
め
、
水
道
料
金
の
改
定
を
行

い
、
併
せ
て
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事

業
で
格
差
の
あ
っ
た
負
担
金
を
統
一
す

る
た
め
改
正
等
を
す
る
も
の
）

　
　
一
番
契
約
件
数
の
多
い
口
径
13
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
一
般
家
庭
で
の
負
担
が

大
き
く
な
る
よ
う
に
感
じ
る
が
い
か
が

か
。

　
　
現
状
の
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
契
約
の

家
庭
、
約
１
万
２
０
０
０
件
の
う
ち
、

安
く
な
る
家
庭
が
約
７
５
０
０
件
、
率

に
し
て
約
62
％
で
あ
り
、
他
の
口
径
よ

り
割
合
が
高
く
な
る
よ
う
試
算
を
し
て

い
ま
す
。
一
般
家
庭
の
負
担
に
な
ら
な

い
方
法
で
協
議
を
積
み
重
ね
て
き
た
の

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
12
月
14
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
13
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
下
呂
交
流
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》（
下
呂
交
流
会
館
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
下

呂
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
を
指
定
す
る
も

の
）

　
　
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
は
、
公

募
と
特
定
指
名
が
あ
る
が
、
下
呂
交
流

会
館
に
限
ら
ず
、
特
定
指
名
が
非
常
に

多
い
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
し
、

特
定
指
名
と
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
当
た
っ
て

は
、
統
一
基
準
を
設
け
て
、
選
定
方
法

や
指
定
管
理
期
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
施
設
ご
と
の
特
殊
事
情
を

考
慮
し
、
庁

内
の
政
策
会

議
、
外
部
有

識
者
を
含
む

指
定
管
理
者

選
定
委
員
会

に
諮
り
、
決

定
し
て
い
ま

す
。

《
下
呂
市
体
育
施
設
等
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
》（
萩
原
あ
さ
ぎ
り
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
萩
原
あ
さ
ぎ
り
体
育
館
、

飛
騨
川
公
園
、
桜
谷
公
園
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
萩

原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
指
定
す
る
も
の
）

　
　
飛
騨
川
公
園
に
つ
い
て
、
大
型
遊

具
の
設
置
を
機
に
、
集
客
を
図
る
自
主

事
業
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
例
え
ば
子
ど
も
向
け
の
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
公
園
内
に
設

置
す
る
な
ど
、

来
場
者
が
気
軽

に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う

検
討
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
昨

今
の
賃
金
上
昇
等
の
社
会
的
要
因
を
考

慮
し
、
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
議
員
活
動
の
充
実
・

可
視
化
、
若
者
や
女
性
の
参
画
促
進
に

つ
な
げ
、
も
っ
て
持
続
可
能
な
市
政
運

営
に
期
す
る
た
め
、
議
員
の
報
酬
月
額

を
３
万
円
引
き
上
げ
る
も
の
）

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、

若
者
な
ど
新
た
な
人
材
の
議
会
へ
の
参

画
を
促
す
効
果
は
。

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
審

議
さ
れ
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
行
う
も

の
で
す
。
審
議
会
委
員
か
ら
は
、
若
い

方
や
女
性
の
参
画
を
期
待
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
、

直
ち
に
効
果
が
現
れ
る
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
下
呂
市
の
議
員
報
酬

は
県
内
の
市
で
最
も
低
い
水
準
に
あ
り
、

市
民
の
理
解
を
得
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
議
員
活
動
の
活
発
化 

・
可

視
化
、
ひ
い
て
は
多
様
な
人
材
の
議
会

へ
の
参
画
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
飛
騨
金
山
駅

前
駐
車
場
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
機
関

等
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

周
辺
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

一
時
的
な
使
用
を
無
料
と
す
る
も
の
）

　
　
無
料
化
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
の
故
障
が
挙
げ
ら

れ
て
い
た
が
。

　
　
既
設
の
料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
が
故

障
し
、
機
器
更
新
に
は
約
１
４
０
０
万

円
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。
費

用
対
効
果
も
考
慮
し
、
無
料
化
す
る
も

の
で
す
。

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly
総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

　
12
月
18
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
８
会
計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
20
日
、
定
例
会
最
終
日

に
追
加
提
出
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
４
会

計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
も
審
査
し
、

こ
ち
ら
も
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
移
住
定
住
促
進
事
業
》（
移
住
促
進
住

宅
購
入
費
等
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
移

住
者
の
住
宅
新
築
、
中
古
住
宅
購
入
お

よ
び
改
修
費
用
補
助
金
の
今
後
の
申
請

見
込
み
を
考
慮
し
、
予
算
不
足
額
を
増

額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
今
年
度
に
お
け
る
本
事
業
の
補
助

金
交
付
状
況
、
お
よ
び
補
助
金
を
受
け

ら
れ
た
方
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
者
数
は
。

　
　
今
後
の
見
込
み
も
含
め
て
住
宅
新

築
４
件
、
中
古
住
宅
購
入
３
件
、
中
古

住
宅
改
修
６
件
で
す
。
全
体
で
は
10
世

帯
30
人
で
、
そ
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
移
住

の
方
は
２
世
帯
６
人
で
す
。

　
　
移
住
定
住
促
進
施
策
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
と
の
差
別
化
を
図
り
、
情

報
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
し

た
中
で
、
他
と
の
差
別
化
の
状
況
は
。

　
　
住
宅
新
築
は
１
０
０
万
円
、
中
古

住
宅
購
入
は
50
万
円
を
上
限
に
補
助
額

を
設
定
し
、
手
厚
い
支
援
制
度
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
移
住
者
に
対
す
る
支
援
を
さ

ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業
》（
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
数
の
減
少
に
基
づ
き
、

補
助
金
算
定
上
の
人
数
割
分
を
減
額
す

る
た
め
補
正
す
る
も
の
）

　
　
昨
今
、
ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
力
の
低
下
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
こ
の
事
態
に
対
す
る
行
政
と
し
て

の
関
わ
り
の
方
向
性
は
。

　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
長
い
歴
史
を

経
て
活
動
さ
れ
て
き
た
地
域
の
貴
重
な

団
体
で
す
。
今
後
は
、
介
護
予
防
や
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
連
携
し
た
取

り
組
み
な
ど
も
含
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
動

が
存
続
さ
れ
る
方
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
看
護
師
等
修
学
資
金
基
金
》（
看
護
師

養
成
１
０
０
名
達
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
に
つ
い
て
、
目
標
ま
で
残
り
13
人
の

養
成
を
行
う
た
め
、
次
年
度
以
降
に
必

要
な
費
用
の
財
源
と
し
て
、
看
護
師
等

修
学
資
金
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う

も
の
）

　
　
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
の

利
用
状
況
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
修
学
資
金
の
貸
与
を
受

け
市
内
に
就
職
さ
れ
た
方
は
87
名
、
現

在
貸
与
を
受
け
て
養
成
所
に
在
学
中
の

方
が
６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
本
制
度
の
利
用
度
が
年
々
低
下
し

て
い
る
中
、
利
用
さ
れ
る
方
の
身
に
な

り
、
よ
り
利
用
が
さ
れ
や
す
い
よ
う
な

方
向
を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る

が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
限
定
し
た
病
院
へ
の
就

職
予
定
者
を
修
学
資
金
の
貸
与
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
看
護
師
・
助
産
師
を
雇
用

す
る
市
内
全
て
の
事
業
所
も
償
還
免
除

の
就
職
先
に
広
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
看
護

師
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
小

中
学
生
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
面

も
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
緊
急
物
価
高
対
策（
給
油
ク
ー
ポ
ン
事

業
》（
冬
場
に
お
い
て
消
費
支
出
全
体
に

占
め
る
割
合
が
増
え
る
燃
料
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、「
暮
ら
し
応
援
燃
料

ク
ー
ポ
ン
」
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
も

の
）

　
　
オ
ー
ル
電
化
や
主
に
ガ
ス
を
燃
料

と
し
て
い
る
家
庭
な
ど
に
は
恩
恵
が
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
何
か
代
わ
り
の
手

だ
て
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
灯
油
を
使
用
し
な
い
世
帯
な
ど
に

つ
い
て
は
、
そ
の
世
帯
に
限
り
、
例
え

ば
灯
油
販
売
店
舗
で
取
り
扱
っ
て
い
る

生
活
用
品
に
対
し
て
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
支
援
が
し
っ
か
り
行

き
渡
る
よ
う
制
度
設
計
を
行
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

AA

AA

AA

AA

A

A

AA

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》（
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
一
般
社

団
法
人
下
呂
温
泉
観
光
協
会
を
指
定
す

る
も
の
）

　
　
特
定
指
名
と
い
う
こ
と
だ
が
、
運

営
開
始
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
公
募
に

よ
る
選
定
の
検
討
も
必
要
か
と
思
う

が
、
公
募
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
公
募
に
よ
る
選
定
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
が
、
下
呂
市
と
連
携
し
て
観

光
振
興
事
業
を
展
開
す
る 

（
一
社
）
下

呂
温
泉
観
光
協
会
が
自
ら
の
事
業
と
一

体
的
に
行
う
こ
と
で
、
施
設
の
機
能
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
特
定
指
名
と
し
ま
し

た
。
今
後
の
実
績
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
公
募
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

《
下
呂
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
》（
令
和
４
年
度
で
廃
止
し

た
も
え
る
ご
み
専
用
袋
等
の
使
用
期

限
、
不
燃
ご
み
専
用
袋
等
の
手
数
料
の

額
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
）

　
　
振
興
事
務
所
ご
と
に
資
源
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
近
く
の
市

民
は
大
変
恩
恵
を
受
け
て
い
る
が
、
資

QQ A

Q

QQ

Q

Q

QQ

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託案件
の審査内容を動
画共有サービス
You Tubeにて
視聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

GERO CITY assembly

下呂交流会館

飛騨川公園



源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
遠
い
市
民

と
の
間
で
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
今
年
度
、
金
山 

・
馬
瀬 

・
上
原

地
域
の
３
カ
所
で
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
追
加
設
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
自
治
会
等
の
要
望
に
応
じ

て
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

に
つ
い
て
》（
水
道
事
業
の
安
定
財
源

確
保
の
た
め
、
水
道
料
金
の
改
定
を
行

い
、
併
せ
て
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事

業
で
格
差
の
あ
っ
た
負
担
金
を
統
一
す

る
た
め
改
正
等
を
す
る
も
の
）

　
　
一
番
契
約
件
数
の
多
い
口
径
13
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
一
般
家
庭
で
の
負
担
が

大
き
く
な
る
よ
う
に
感
じ
る
が
い
か
が

か
。

　
　
現
状
の
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
契
約
の

家
庭
、
約
１
万
２
０
０
０
件
の
う
ち
、

安
く
な
る
家
庭
が
約
７
５
０
０
件
、
率

に
し
て
約
62
％
で
あ
り
、
他
の
口
径
よ

り
割
合
が
高
く
な
る
よ
う
試
算
を
し
て

い
ま
す
。
一
般
家
庭
の
負
担
に
な
ら
な

い
方
法
で
協
議
を
積
み
重
ね
て
き
た
の

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
12
月
14
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
13
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
下
呂
交
流
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》（
下
呂
交
流
会
館
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
下

呂
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
を
指
定
す
る
も

の
）

　
　
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
は
、
公

募
と
特
定
指
名
が
あ
る
が
、
下
呂
交
流

会
館
に
限
ら
ず
、
特
定
指
名
が
非
常
に

多
い
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
し
、

特
定
指
名
と
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
当
た
っ
て

は
、
統
一
基
準
を
設
け
て
、
選
定
方
法

や
指
定
管
理
期
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
施
設
ご
と
の
特
殊
事
情
を

考
慮
し
、
庁

内
の
政
策
会

議
、
外
部
有

識
者
を
含
む

指
定
管
理
者

選
定
委
員
会

に
諮
り
、
決

定
し
て
い
ま

す
。

《
下
呂
市
体
育
施
設
等
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
》（
萩
原
あ
さ
ぎ
り
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
萩
原
あ
さ
ぎ
り
体
育
館
、

飛
騨
川
公
園
、
桜
谷
公
園
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
萩

原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
指
定
す
る
も
の
）

　
　
飛
騨
川
公
園
に
つ
い
て
、
大
型
遊

具
の
設
置
を
機
に
、
集
客
を
図
る
自
主

事
業
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
例
え
ば
子
ど
も
向
け
の
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
公
園
内
に
設

置
す
る
な
ど
、

来
場
者
が
気
軽

に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う

検
討
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
昨

今
の
賃
金
上
昇
等
の
社
会
的
要
因
を
考

慮
し
、
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
議
員
活
動
の
充
実
・

可
視
化
、
若
者
や
女
性
の
参
画
促
進
に

つ
な
げ
、
も
っ
て
持
続
可
能
な
市
政
運

営
に
期
す
る
た
め
、
議
員
の
報
酬
月
額

を
３
万
円
引
き
上
げ
る
も
の
）

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、

若
者
な
ど
新
た
な
人
材
の
議
会
へ
の
参

画
を
促
す
効
果
は
。

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
審

議
さ
れ
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
行
う
も

の
で
す
。
審
議
会
委
員
か
ら
は
、
若
い

方
や
女
性
の
参
画
を
期
待
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
、

直
ち
に
効
果
が
現
れ
る
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
下
呂
市
の
議
員
報
酬

は
県
内
の
市
で
最
も
低
い
水
準
に
あ
り
、

市
民
の
理
解
を
得
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
議
員
活
動
の
活
発
化 

・
可

視
化
、
ひ
い
て
は
多
様
な
人
材
の
議
会

へ
の
参
画
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
飛
騨
金
山
駅

前
駐
車
場
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
機
関

等
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

周
辺
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

一
時
的
な
使
用
を
無
料
と
す
る
も
の
）

　
　
無
料
化
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
の
故
障
が
挙
げ
ら

れ
て
い
た
が
。

　
　
既
設
の
料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
が
故

障
し
、
機
器
更
新
に
は
約
１
４
０
０
万

円
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。
費

用
対
効
果
も
考
慮
し
、
無
料
化
す
る
も

の
で
す
。

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly
総
務
教
育
民
生

常
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委
員
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12
月
18
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
８
会
計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
20
日
、
定
例
会
最
終
日

に
追
加
提
出
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
４
会

計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
も
審
査
し
、

こ
ち
ら
も
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
移
住
定
住
促
進
事
業
》（
移
住
促
進
住

宅
購
入
費
等
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
移

住
者
の
住
宅
新
築
、
中
古
住
宅
購
入
お

よ
び
改
修
費
用
補
助
金
の
今
後
の
申
請

見
込
み
を
考
慮
し
、
予
算
不
足
額
を
増

額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
今
年
度
に
お
け
る
本
事
業
の
補
助

金
交
付
状
況
、
お
よ
び
補
助
金
を
受
け

ら
れ
た
方
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
者
数
は
。

　
　
今
後
の
見
込
み
も
含
め
て
住
宅
新

築
４
件
、
中
古
住
宅
購
入
３
件
、
中
古

住
宅
改
修
６
件
で
す
。
全
体
で
は
10
世

帯
30
人
で
、
そ
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
移
住

の
方
は
２
世
帯
６
人
で
す
。

　
　
移
住
定
住
促
進
施
策
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
と
の
差
別
化
を
図
り
、
情

報
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
し

た
中
で
、
他
と
の
差
別
化
の
状
況
は
。

　
　
住
宅
新
築
は
１
０
０
万
円
、
中
古

住
宅
購
入
は
50
万
円
を
上
限
に
補
助
額

を
設
定
し
、
手
厚
い
支
援
制
度
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
移
住
者
に
対
す
る
支
援
を
さ

ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業
》（
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
数
の
減
少
に
基
づ
き
、

補
助
金
算
定
上
の
人
数
割
分
を
減
額
す

る
た
め
補
正
す
る
も
の
）

　
　
昨
今
、
ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
力
の
低
下
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
こ
の
事
態
に
対
す
る
行
政
と
し
て

の
関
わ
り
の
方
向
性
は
。

　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
長
い
歴
史
を

経
て
活
動
さ
れ
て
き
た
地
域
の
貴
重
な

団
体
で
す
。
今
後
は
、
介
護
予
防
や
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
連
携
し
た
取

り
組
み
な
ど
も
含
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
動

が
存
続
さ
れ
る
方
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
看
護
師
等
修
学
資
金
基
金
》（
看
護
師

養
成
１
０
０
名
達
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
に
つ
い
て
、
目
標
ま
で
残
り
13
人
の

養
成
を
行
う
た
め
、
次
年
度
以
降
に
必

要
な
費
用
の
財
源
と
し
て
、
看
護
師
等

修
学
資
金
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う

も
の
）

　
　
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
の

利
用
状
況
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
修
学
資
金
の
貸
与
を
受

け
市
内
に
就
職
さ
れ
た
方
は
87
名
、
現

在
貸
与
を
受
け
て
養
成
所
に
在
学
中
の

方
が
６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
本
制
度
の
利
用
度
が
年
々
低
下
し

て
い
る
中
、
利
用
さ
れ
る
方
の
身
に
な

り
、
よ
り
利
用
が
さ
れ
や
す
い
よ
う
な

方
向
を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る

が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
限
定
し
た
病
院
へ
の
就

職
予
定
者
を
修
学
資
金
の
貸
与
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
看
護
師
・
助
産
師
を
雇
用

す
る
市
内
全
て
の
事
業
所
も
償
還
免
除

の
就
職
先
に
広
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
看
護

師
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
小

中
学
生
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
面

も
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
緊
急
物
価
高
対
策（
給
油
ク
ー
ポ
ン
事

業
》（
冬
場
に
お
い
て
消
費
支
出
全
体
に

占
め
る
割
合
が
増
え
る
燃
料
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、「
暮
ら
し
応
援
燃
料

ク
ー
ポ
ン
」
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
も

の
）

　
　
オ
ー
ル
電
化
や
主
に
ガ
ス
を
燃
料

と
し
て
い
る
家
庭
な
ど
に
は
恩
恵
が
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
何
か
代
わ
り
の
手

だ
て
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
灯
油
を
使
用
し
な
い
世
帯
な
ど
に

つ
い
て
は
、
そ
の
世
帯
に
限
り
、
例
え

ば
灯
油
販
売
店
舗
で
取
り
扱
っ
て
い
る

生
活
用
品
に
対
し
て
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
支
援
が
し
っ
か
り
行

き
渡
る
よ
う
制
度
設
計
を
行
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

AA

AA

AA

AA

A

A

AA

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》（
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
一
般
社

団
法
人
下
呂
温
泉
観
光
協
会
を
指
定
す

る
も
の
）

　
　
特
定
指
名
と
い
う
こ
と
だ
が
、
運

営
開
始
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
公
募
に

よ
る
選
定
の
検
討
も
必
要
か
と
思
う

が
、
公
募
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
公
募
に
よ
る
選
定
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
が
、
下
呂
市
と
連
携
し
て
観

光
振
興
事
業
を
展
開
す
る 

（
一
社
）
下

呂
温
泉
観
光
協
会
が
自
ら
の
事
業
と
一

体
的
に
行
う
こ
と
で
、
施
設
の
機
能
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
特
定
指
名
と
し
ま
し

た
。
今
後
の
実
績
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
公
募
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

《
下
呂
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
》（
令
和
４
年
度
で
廃
止
し

た
も
え
る
ご
み
専
用
袋
等
の
使
用
期

限
、
不
燃
ご
み
専
用
袋
等
の
手
数
料
の

額
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
）

　
　
振
興
事
務
所
ご
と
に
資
源
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
近
く
の
市

民
は
大
変
恩
恵
を
受
け
て
い
る
が
、
資

QQ A

Q

QQ

Q

Q

QQ

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託案件
の審査内容を動
画共有サービス
You Tubeにて
視聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

GERO CITY assembly

下呂交流会館

飛騨川公園

源
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
遠
い
市
民

と
の
間
で
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
今
年
度
、
金
山 

・
馬
瀬 

・
上
原

地
域
の
３
カ
所
で
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
追
加
設
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
自
治
会
等
の
要
望
に
応
じ

て
拠
点
を
つ
く
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

に
つ
い
て
》（
水
道
事
業
の
安
定
財
源

確
保
の
た
め
、
水
道
料
金
の
改
定
を
行

い
、
併
せ
て
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事

業
で
格
差
の
あ
っ
た
負
担
金
を
統
一
す

る
た
め
改
正
等
を
す
る
も
の
）

　
　
一
番
契
約
件
数
の
多
い
口
径
13
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
一
般
家
庭
で
の
負
担
が

大
き
く
な
る
よ
う
に
感
じ
る
が
い
か
が

か
。

　
　
現
状
の
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
契
約
の

家
庭
、
約
１
万
２
０
０
０
件
の
う
ち
、

安
く
な
る
家
庭
が
約
７
５
０
０
件
、
率

に
し
て
約
62
％
で
あ
り
、
他
の
口
径
よ

り
割
合
が
高
く
な
る
よ
う
試
算
を
し
て

い
ま
す
。
一
般
家
庭
の
負
担
に
な
ら
な

い
方
法
で
協
議
を
積
み
重
ね
て
き
た
の

で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
12
月
14
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
13
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、

全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
下
呂
市
下
呂
交
流
会
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
》（
下
呂
交
流
会
館
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
下

呂
ふ
る
さ
と
文
化
財
団
を
指
定
す
る
も

の
）

　
　
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
は
、
公

募
と
特
定
指
名
が
あ
る
が
、
下
呂
交
流

会
館
に
限
ら
ず
、
特
定
指
名
が
非
常
に

多
い
。
ど
の
よ
う
な
基
準
で
判
断
し
、

特
定
指
名
と
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
当
た
っ
て

は
、
統
一
基
準
を
設
け
て
、
選
定
方
法

や
指
定
管
理
期
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
施
設
ご
と
の
特
殊
事
情
を

考
慮
し
、
庁

内
の
政
策
会

議
、
外
部
有

識
者
を
含
む

指
定
管
理
者

選
定
委
員
会

に
諮
り
、
決

定
し
て
い
ま

す
。

《
下
呂
市
体
育
施
設
等
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
》（
萩
原
あ
さ
ぎ
り
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
萩
原
あ
さ
ぎ
り
体
育
館
、

飛
騨
川
公
園
、
桜
谷
公
園
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
萩

原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
指
定
す
る
も
の
）

　
　
飛
騨
川
公
園
に
つ
い
て
、
大
型
遊

具
の
設
置
を
機
に
、
集
客
を
図
る
自
主

事
業
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
例
え
ば
子
ど
も
向
け
の
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
や
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル

を
公
園
内
に
設

置
す
る
な
ど
、

来
場
者
が
気
軽

に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う

検
討
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
昨

今
の
賃
金
上
昇
等
の
社
会
的
要
因
を
考

慮
し
、
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
議
員
活
動
の
充
実
・

可
視
化
、
若
者
や
女
性
の
参
画
促
進
に

つ
な
げ
、
も
っ
て
持
続
可
能
な
市
政
運

営
に
期
す
る
た
め
、
議
員
の
報
酬
月
額

を
３
万
円
引
き
上
げ
る
も
の
）

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
よ
り
、

若
者
な
ど
新
た
な
人
材
の
議
会
へ
の
参

画
を
促
す
効
果
は
。

　
　
今
回
の
議
員
報
酬
の
改
定
に
つ
い

て
は
、
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
で
審

議
さ
れ
、
そ
の
答
申
を
受
け
て
行
う
も

の
で
す
。
審
議
会
委
員
か
ら
は
、
若
い

方
や
女
性
の
参
画
を
期
待
す
る
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
、

直
ち
に
効
果
が
現
れ
る
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
下
呂
市
の
議
員
報
酬

は
県
内
の
市
で
最
も
低
い
水
準
に
あ
り
、

市
民
の
理
解
を
得
て
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
議
員
活
動
の
活
発
化 

・
可

視
化
、
ひ
い
て
は
多
様
な
人
材
の
議
会

へ
の
参
画
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

《
下
呂
市
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》（
飛
騨
金
山
駅

前
駐
車
場
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
機
関

等
の
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

周
辺
の
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

一
時
的
な
使
用
を
無
料
と
す
る
も
の
）

　
　
無
料
化
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
の
故
障
が
挙
げ
ら

れ
て
い
た
が
。

　
　
既
設
の
料
金
精
算
シ
ス
テ
ム
が
故

障
し
、
機
器
更
新
に
は
約
１
４
０
０
万

円
の
費
用
が
か
か
る
見
込
み
で
す
。
費

用
対
効
果
も
考
慮
し
、
無
料
化
す
る
も

の
で
す
。

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly
総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

　
12
月
18
日
、 

定
例
会
初
日
に
付
託
さ
れ

た
８
会
計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審

査
し
た
結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
20
日
、
定
例
会
最
終
日

に
追
加
提
出
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
４
会

計
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
も
審
査
し
、

こ
ち
ら
も
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
移
住
定
住
促
進
事
業
》（
移
住
促
進
住

宅
購
入
費
等
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
移

住
者
の
住
宅
新
築
、
中
古
住
宅
購
入
お

よ
び
改
修
費
用
補
助
金
の
今
後
の
申
請

見
込
み
を
考
慮
し
、
予
算
不
足
額
を
増

額
補
正
す
る
も
の
）

　
　
今
年
度
に
お
け
る
本
事
業
の
補
助

金
交
付
状
況
、
お
よ
び
補
助
金
を
受
け

ら
れ
た
方
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
者
数
は
。

　
　
今
後
の
見
込
み
も
含
め
て
住
宅
新

築
４
件
、
中
古
住
宅
購
入
３
件
、
中
古

住
宅
改
修
６
件
で
す
。
全
体
で
は
10
世

帯
30
人
で
、
そ
の
う
ち
Ｕ
タ
ー
ン
移
住

の
方
は
２
世
帯
６
人
で
す
。

　
　
移
住
定
住
促
進
施
策
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
と
の
差
別
化
を
図
り
、
情

報
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
し

た
中
で
、
他
と
の
差
別
化
の
状
況
は
。

　
　
住
宅
新
築
は
１
０
０
万
円
、
中
古

住
宅
購
入
は
50
万
円
を
上
限
に
補
助
額

を
設
定
し
、
手
厚
い
支
援
制
度
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、

Ｕ
タ
ー
ン
移
住
者
に
対
す
る
支
援
を
さ

ら
に
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業
》（
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
数
の
減
少
に
基
づ
き
、

補
助
金
算
定
上
の
人
数
割
分
を
減
額
す

る
た
め
補
正
す
る
も
の
）

　
　
昨
今
、
ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
地
域
力
の
低
下
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
こ
の
事
態
に
対
す
る
行
政
と
し
て

の
関
わ
り
の
方
向
性
は
。

　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
長
い
歴
史
を

経
て
活
動
さ
れ
て
き
た
地
域
の
貴
重
な

団
体
で
す
。
今
後
は
、
介
護
予
防
や
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
連
携
し
た
取

り
組
み
な
ど
も
含
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
相
談
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
活
動

が
存
続
さ
れ
る
方
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

《
看
護
師
等
修
学
資
金
基
金
》（
看
護
師

養
成
１
０
０
名
達
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事

業
に
つ
い
て
、
目
標
ま
で
残
り
13
人
の

養
成
を
行
う
た
め
、
次
年
度
以
降
に
必

要
な
費
用
の
財
源
と
し
て
、
看
護
師
等

修
学
資
金
基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
う

も
の
）

　
　
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
事
業
の

利
用
状
況
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
修
学
資
金
の
貸
与
を
受

け
市
内
に
就
職
さ
れ
た
方
は
87
名
、
現

在
貸
与
を
受
け
て
養
成
所
に
在
学
中
の

方
が
６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
本
制
度
の
利
用
度
が
年
々
低
下
し

て
い
る
中
、
利
用
さ
れ
る
方
の
身
に
な

り
、
よ
り
利
用
が
さ
れ
や
す
い
よ
う
な

方
向
を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る

が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
限
定
し
た
病
院
へ
の
就

職
予
定
者
を
修
学
資
金
の
貸
与
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
看
護
師
・
助
産
師
を
雇
用

す
る
市
内
全
て
の
事
業
所
も
償
還
免
除

の
就
職
先
に
広
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
看
護

師
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
小

中
学
生
に
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
面

も
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
緊
急
物
価
高
対
策（
給
油
ク
ー
ポ
ン
事

業
》（
冬
場
に
お
い
て
消
費
支
出
全
体
に

占
め
る
割
合
が
増
え
る
燃
料
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、「
暮
ら
し
応
援
燃
料

ク
ー
ポ
ン
」
を
全
世
帯
に
配
布
す
る
も

の
）

　
　
オ
ー
ル
電
化
や
主
に
ガ
ス
を
燃
料

と
し
て
い
る
家
庭
な
ど
に
は
恩
恵
が
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
何
か
代
わ
り
の
手

だ
て
は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
灯
油
を
使
用
し
な
い
世
帯
な
ど
に

つ
い
て
は
、
そ
の
世
帯
に
限
り
、
例
え

ば
灯
油
販
売
店
舗
で
取
り
扱
っ
て
い
る

生
活
用
品
に
対
し
て
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
支
援
が
し
っ
か
り
行

き
渡
る
よ
う
制
度
設
計
を
行
い
ま
す
。

Q

Q

Q

Q

AA

AA

AA

AA

A

A

AA

　
12
月
15
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》（
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
に
一
般
社

団
法
人
下
呂
温
泉
観
光
協
会
を
指
定
す

る
も
の
）

　
　
特
定
指
名
と
い
う
こ
と
だ
が
、
運

営
開
始
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
公
募
に

よ
る
選
定
の
検
討
も
必
要
か
と
思
う

が
、
公
募
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
公
募
に
よ
る
選
定
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
が
、
下
呂
市
と
連
携
し
て
観

光
振
興
事
業
を
展
開
す
る 

（
一
社
）
下

呂
温
泉
観
光
協
会
が
自
ら
の
事
業
と
一

体
的
に
行
う
こ
と
で
、
施
設
の
機
能
が

最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
特
定
指
名
と
し
ま
し

た
。
今
後
の
実
績
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
公
募
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

《
下
呂
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
》（
令
和
４
年
度
で
廃
止
し

た
も
え
る
ご
み
専
用
袋
等
の
使
用
期

限
、
不
燃
ご
み
専
用
袋
等
の
手
数
料
の

額
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
）

　
　
振
興
事
務
所
ご
と
に
資
源
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
、
近
く
の
市

民
は
大
変
恩
恵
を
受
け
て
い
る
が
、
資

QQ A

Q

QQ

Q

Q

QQ

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

委員会付託案件
の審査内容を動
画共有サービス
You Tubeにて
視聴できます。

委員会付託
案件の審査内
容を動画共有
サービスYou 
Tubeにて視
聴できます。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

GERO CITY assembly

下呂交流会館

飛騨川公園
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GERO CITY assembly 一　般　質　問　13人が市政を問う
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え
は

①
市
長
１
期
目
の
市
政
運
営
を
総
括

し
、そ
の
評
価
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

◆
市
長

　
感
染
症
対
応
、
災
害
対
応
、
い
ろ
い

ろ
な
危
機
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

に
全
精
力
を
集
中
し
た
印
象
で
あ
る
。

一
方
で
、
本
来
の
公
約
で
あ
る
下
呂
市

が
持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
わ
く
わ
く
す
る
下
呂
市
を
つ
く
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
実
行
で

き
な
か
っ
た
の
は
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え

は
。

◆
市
長

　
こ
こ
１
年
、
２
年
で
で
き
る
事
業
は

少
な
く
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
公
約
に
掲
げ

た
政
策
の
実
現
に
向
け
、
次
期
も
引
き

続
き
市
政
運
営
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
で
い
る
。

③
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制
に

つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

◆
市
長

　
十
分
に
尊
重
し
、
対
立
や
迎
合
を
招

く
の
で
は
な
く
、
融
合
・
融
和
を
も
っ

て
議
会
と
の
関
係
を
保
ち
た
い
と
考
え

て
い
る
。

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
た
な
組
織
編
成
と
職
員
研
修
に
つ

い
て
。

◆
総
務
部
長

　
施
策
を
進
め
る
上
で
専
門
性
や
効
率

性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
情
に

見
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
人
材
育
成
基

本
方
針
に
つ
い
て
も
、
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
見
直
し
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

②
未
曾
有
の
人
口
減
少
へ
の
対
策
に
つ

い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
介
護 
・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
る
労

働
者
を
人
口
減
少
対
策
に
必
要
不
可
欠

な
従
事
者
と
位
置
付
け
、
職
場
環
境
改

善
や
、
就
職
支
援
を
強
化
す
る
な
ど
、

雇
用
の
創
出
を
重
点
事
業
と
し
て
注
力

す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福

祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

③
市
制
施
行
20
周
年
記
念
行
事
の
内
容

に
つ
い
て
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
６
年
５
月
26
日
に
記
念
式
典
を

開
催
し
、
現
役
世
代
の
功
績
を
称
え
る

表
彰
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
も
光
を
当
て
て
い

く
内
容
を
予
定
し
て
い
る
。

14　番
中島達也議員

「
わ
く
わ
く
下
呂
市
」
実
現
を
目
指
し

た
４
年
間
の
検
証
を
踏
ま
え
た
今
後
の

取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て

①
今
後
の
最
重
点
施
策
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
置
い
た
積

極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

　
介
護 

・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
っ
て
働

く
方
々
の
確
保
と
職
場
環
境
改
善
、
地

元
新
卒
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
求
職
者
へ
の
就

職
支
援
の
強
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
を

重
点
事
業
と
し
て
注
力
し
て
い
く
ほ
か
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
下
呂
に
住
ん
で
安
心
し

て
、
穏
や
か
で
平
和
な
生
活
が
で
き
る
、

そ
こ
が
一
番
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

②
出
生
数
の
激
減
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
の
強
化
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
保
育
料

の
無
償
化
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
利
用
料
の
減
額
、
新
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
の
運
用
開
始
に
伴
う
児

童
館
等
の
出
張
広
場
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
拡
充
等
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
教
育
長

　
小
中
学
校
で
は
、
学
校
の
規
模
や
状

況
を
強
み
と
す
る
学
校
経
営
の
推
進
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
の
推
進
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
有
効
活
用
の
推
進
を
子
育
て
支
援

の
強
化
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し
た

高
齢
者
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防 

・
健
康
づ
く
り
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、

介
護
人
材
確
保
対
策
、
介
護
保
険
の
保

険
者
機
能
の
強
化
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
な
ど
、
第
９
次
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
い
て
掲
げ
る
予
定
で

あ
る
。

④
市
独
自
の
農
業 

・
畜
産
農
家
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
生
産
環
境
を
巡
る
状
況
の
変
化
や
国

の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
時
代
の

流
れ
な
ど
を
見
極
め
、
次
期
総
合
計
画

策
定
に
向
け
て
施
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

⑤
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
今
年
度
、
西
上
田
の
県
道
下
呂
小
坂

線
沿
い
で
、
同
税
を
活
用
し
て
実
施
し

た
沿
道
伐
採
と
同
様
の
事
業
を
来
年
度

も
実
施
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
森
林
造
成
組
合
や
小
規
模
な
森

林
所
有
者
へ
の
支
援
も
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

９　番
今井政良議員

公
共
交
通
の
再
構
築
に
つ
い
て

①
再
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
８
月
の 

「
下
呂
市
公
共
交
通
会
議
」

に
お
い
て
、
国
の
法
律
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
を
自
治
会
代
表
者 

・
事
業
者
と
共
有

し
、
同
月
に
は「
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
関
係
者
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
て
、
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

②
交
通
網
幹
線
ル
ー
ト
の
見
直
し
の
方

向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
お
よ
び
民
間
路
線
バ

ス
を
幹
線
交
通
に
位
置
付
け
て
お
り
、

路
線
と
本
数
の
維
持
を
図
る
方
針
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
見
直
し
を
考
え

て
い
な
い
。

③
交
通
結
節
点
と
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ポ

ー
ト
の
設
置
の
考
え
は
。
　

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
今
後
、
下
呂
駅
周
辺
整
備
等
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

ポ
ー
ト
等
の
現
地
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

④
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ

せ
て
検
索 

・
予
約 

・
決
済
等
を
一
括
で

行
う
サ
ー
ビ
ス 

（
M
a
a
S
）
導
入
の

考
え
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
鉄
道 

・
バ
ス 

・
タ
ク
シ
ー
等
の
複
数

の
交
通
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
が

主
導
し
て
つ
な
ぐ
形
と
し
て
は
導
入
す

る
予
定
は
な
い
。

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
デ
マ
ン
ド
馬
瀬
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
に
切
り
替
え
、
従
来
の
バ
ス
方
式

で
は
で
き
な
か
っ
た
よ
り
ド
ア
・
ツ
ー 

・

ド
ア
に
近
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
が
ら
、
地
域
路
線
バ
ス
の
課
題
に
対

応
す
る
運
行
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
本
来
児
童
生
徒

の
移
動
手
段
に
用
い
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
の
助
成
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
共
用
化
に
よ
り
利
用
促
進
を
図
る

事
例
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
教
育
目
的
を

優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
る
。

利
用
目
的
別
の
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　
関
係
機
関
に
介
護
保
険
に
お
け
る
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
の
事
業
内
容
や
趣
旨

な
ど
の
周
知
を
図
り
つ
つ
、
住
民
主
体

の
移
動
支
援
に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

◆
教
育
長

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
長

期
休
暇
中
の
平
日
も
合
同
部
活
動
を
行

う
方
向
で
検
討
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
無
償
化
の
方

向
で
あ
る
。

１　番
鷲見昌己議員

認
知
症
お
よ
び
要
介
護・
要
支
援
認
定
者

へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
体
制
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

と 

「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
る
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
の
積
極
的
な
実
施

や
、
市
内
事
業
者
と
の
協
定
に
よ
る
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
行
っ
て
い

る
。「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

で
は
、
現
在
16
名
の
登
録
が
あ
る
が
、

今
後
も
普
及
を
進
め
て
い
く
。

美
し
い
自
然
と
環
境
に
配
慮
し
た
河
川
整

備
と
漁
業
生
産
向
上
に
向
け
て

①
自
然
と
清
流
を
生
か
し
た
観
光
振
興

と
、
河
川
工
事
の
推
進
お
よ
び
河
川
施

設
の
充
実
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
の
自
然
や
清
流
の
魅
力
を
最
大
限

に
伝
え
る
こ
と
、
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
振
興
の
３
つ
の
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

◆
建
設
部
長

　
飛
騨
川
で
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
い

た
改
修
や
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
が
実

施
さ
れ
、今
後
の
豪
雨
に
備
え
て
い
る
。

②
漁
協
や
養
殖
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
長

　
直
接
的
な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
学
校
給
食
で
市
内
事
業
者
か
ら
の

川
魚
の
調
達
な
ど
に
対
し
、
学
校
給
食

地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ
る
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。

新
時
代
に
即
し
た
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ

い
て

①
令
和
６
年
度 

「
消
防
感
謝
祭 

第
73

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
」
と「
下
呂

市
消
防
操
法
大
会
」
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

　
県
大
会
は
、
各
務
原
市
の
県
消
防
学

校
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
市
大

会
は
効
率
的
に
行
う
た
め
、
令
和
５
年

度
か
ら
各
地
区
の
競
技
会
を
廃
止
し
、

一
本
化
を
図
っ
た
。
開
催
場
所
、
出
場

隊
数
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

②
現
行
訓
練
に
対
す
る
今
後
の
改
善
方

針
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

操
法
訓
練
だ
け
で
な
く
、
基
本
訓
練
、

出
動
訓
練
な
ど
、
今
後
も
実
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
消
防
団
と
協
議
検
討

し
て
い
く
。

４　番
森　哲士議員

6下呂市議会だより7 下呂市議会だより

GERO CITY assembly 一　般　質　問　13人が市政を問う
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え
は

①
市
長
１
期
目
の
市
政
運
営
を
総
括

し
、そ
の
評
価
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

◆
市
長

　
感
染
症
対
応
、
災
害
対
応
、
い
ろ
い

ろ
な
危
機
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

に
全
精
力
を
集
中
し
た
印
象
で
あ
る
。

一
方
で
、
本
来
の
公
約
で
あ
る
下
呂
市

が
持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
わ
く
わ
く
す
る
下
呂
市
を
つ
く
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
実
行
で

き
な
か
っ
た
の
は
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え

は
。

◆
市
長

　
こ
こ
１
年
、
２
年
で
で
き
る
事
業
は

少
な
く
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
公
約
に
掲
げ

た
政
策
の
実
現
に
向
け
、
次
期
も
引
き

続
き
市
政
運
営
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
で
い
る
。

③
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制
に

つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

◆
市
長

　
十
分
に
尊
重
し
、
対
立
や
迎
合
を
招

く
の
で
は
な
く
、
融
合
・
融
和
を
も
っ

て
議
会
と
の
関
係
を
保
ち
た
い
と
考
え

て
い
る
。

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
た
な
組
織
編
成
と
職
員
研
修
に
つ

い
て
。

◆
総
務
部
長

　
施
策
を
進
め
る
上
で
専
門
性
や
効
率

性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
情
に

見
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
人
材
育
成
基

本
方
針
に
つ
い
て
も
、
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
見
直
し
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

②
未
曾
有
の
人
口
減
少
へ
の
対
策
に
つ

い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
介
護 

・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
る
労

働
者
を
人
口
減
少
対
策
に
必
要
不
可
欠

な
従
事
者
と
位
置
付
け
、
職
場
環
境
改

善
や
、
就
職
支
援
を
強
化
す
る
な
ど
、

雇
用
の
創
出
を
重
点
事
業
と
し
て
注
力

す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福

祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

③
市
制
施
行
20
周
年
記
念
行
事
の
内
容

に
つ
い
て
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
６
年
５
月
26
日
に
記
念
式
典
を

開
催
し
、
現
役
世
代
の
功
績
を
称
え
る

表
彰
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
も
光
を
当
て
て
い

く
内
容
を
予
定
し
て
い
る
。

14　番
中島達也議員

「
わ
く
わ
く
下
呂
市
」
実
現
を
目
指
し

た
４
年
間
の
検
証
を
踏
ま
え
た
今
後
の

取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て

①
今
後
の
最
重
点
施
策
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
置
い
た
積

極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

　
介
護 

・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
っ
て
働

く
方
々
の
確
保
と
職
場
環
境
改
善
、
地

元
新
卒
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
求
職
者
へ
の
就

職
支
援
の
強
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
を

重
点
事
業
と
し
て
注
力
し
て
い
く
ほ
か
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
下
呂
に
住
ん
で
安
心
し

て
、
穏
や
か
で
平
和
な
生
活
が
で
き
る
、

そ
こ
が
一
番
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

②
出
生
数
の
激
減
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
の
強
化
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
保
育
料

の
無
償
化
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
利
用
料
の
減
額
、
新
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
の
運
用
開
始
に
伴
う
児

童
館
等
の
出
張
広
場
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
拡
充
等
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
教
育
長

　
小
中
学
校
で
は
、
学
校
の
規
模
や
状

況
を
強
み
と
す
る
学
校
経
営
の
推
進
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
の
推
進
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
有
効
活
用
の
推
進
を
子
育
て
支
援

の
強
化
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し
た

高
齢
者
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防 

・
健
康
づ
く
り
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、

介
護
人
材
確
保
対
策
、
介
護
保
険
の
保

険
者
機
能
の
強
化
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
な
ど
、
第
９
次
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
い
て
掲
げ
る
予
定
で

あ
る
。

④
市
独
自
の
農
業 

・
畜
産
農
家
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
生
産
環
境
を
巡
る
状
況
の
変
化
や
国

の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
時
代
の

流
れ
な
ど
を
見
極
め
、
次
期
総
合
計
画

策
定
に
向
け
て
施
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

⑤
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
今
年
度
、
西
上
田
の
県
道
下
呂
小
坂

線
沿
い
で
、
同
税
を
活
用
し
て
実
施
し

た
沿
道
伐
採
と
同
様
の
事
業
を
来
年
度

も
実
施
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
森
林
造
成
組
合
や
小
規
模
な
森

林
所
有
者
へ
の
支
援
も
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

９　番
今井政良議員

公
共
交
通
の
再
構
築
に
つ
い
て

①
再
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
８
月
の 

「
下
呂
市
公
共
交
通
会
議
」

に
お
い
て
、
国
の
法
律
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
を
自
治
会
代
表
者 

・
事
業
者
と
共
有

し
、
同
月
に
は「
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
関
係
者
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
て
、
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

②
交
通
網
幹
線
ル
ー
ト
の
見
直
し
の
方

向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
お
よ
び
民
間
路
線
バ

ス
を
幹
線
交
通
に
位
置
付
け
て
お
り
、

路
線
と
本
数
の
維
持
を
図
る
方
針
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
見
直
し
を
考
え

て
い
な
い
。

③
交
通
結
節
点
と
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ポ

ー
ト
の
設
置
の
考
え
は
。
　

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
今
後
、
下
呂
駅
周
辺
整
備
等
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

ポ
ー
ト
等
の
現
地
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

④
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ

せ
て
検
索 

・
予
約 

・
決
済
等
を
一
括
で

行
う
サ
ー
ビ
ス 

（
M
a
a
S
）
導
入
の

考
え
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
鉄
道 

・
バ
ス 

・
タ
ク
シ
ー
等
の
複
数

の
交
通
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
が

主
導
し
て
つ
な
ぐ
形
と
し
て
は
導
入
す

る
予
定
は
な
い
。

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
デ
マ
ン
ド
馬
瀬
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
に
切
り
替
え
、
従
来
の
バ
ス
方
式

で
は
で
き
な
か
っ
た
よ
り
ド
ア
・
ツ
ー 

・

ド
ア
に
近
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
が
ら
、
地
域
路
線
バ
ス
の
課
題
に
対

応
す
る
運
行
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
本
来
児
童
生
徒

の
移
動
手
段
に
用
い
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
の
助
成
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
共
用
化
に
よ
り
利
用
促
進
を
図
る

事
例
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
教
育
目
的
を

優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
る
。

利
用
目
的
別
の
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　
関
係
機
関
に
介
護
保
険
に
お
け
る
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
の
事
業
内
容
や
趣
旨

な
ど
の
周
知
を
図
り
つ
つ
、
住
民
主
体

の
移
動
支
援
に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

◆
教
育
長

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
長

期
休
暇
中
の
平
日
も
合
同
部
活
動
を
行

う
方
向
で
検
討
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
無
償
化
の
方

向
で
あ
る
。

１　番
鷲見昌己議員

認
知
症
お
よ
び
要
介
護・
要
支
援
認
定
者

へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
体
制
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

と 

「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
る
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
の
積
極
的
な
実
施

や
、
市
内
事
業
者
と
の
協
定
に
よ
る
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
行
っ
て
い

る
。「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

で
は
、
現
在
16
名
の
登
録
が
あ
る
が
、

今
後
も
普
及
を
進
め
て
い
く
。

美
し
い
自
然
と
環
境
に
配
慮
し
た
河
川
整

備
と
漁
業
生
産
向
上
に
向
け
て

①
自
然
と
清
流
を
生
か
し
た
観
光
振
興

と
、
河
川
工
事
の
推
進
お
よ
び
河
川
施

設
の
充
実
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
の
自
然
や
清
流
の
魅
力
を
最
大
限

に
伝
え
る
こ
と
、
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
振
興
の
３
つ
の
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

◆
建
設
部
長

　
飛
騨
川
で
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
い

た
改
修
や
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
が
実

施
さ
れ
、今
後
の
豪
雨
に
備
え
て
い
る
。

②
漁
協
や
養
殖
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
長

　
直
接
的
な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
学
校
給
食
で
市
内
事
業
者
か
ら
の

川
魚
の
調
達
な
ど
に
対
し
、
学
校
給
食

地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ
る
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。

新
時
代
に
即
し
た
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ

い
て

①
令
和
６
年
度 

「
消
防
感
謝
祭 

第
73

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
」
と「
下
呂

市
消
防
操
法
大
会
」
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

　
県
大
会
は
、
各
務
原
市
の
県
消
防
学

校
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
市
大

会
は
効
率
的
に
行
う
た
め
、
令
和
５
年

度
か
ら
各
地
区
の
競
技
会
を
廃
止
し
、

一
本
化
を
図
っ
た
。
開
催
場
所
、
出
場

隊
数
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

②
現
行
訓
練
に
対
す
る
今
後
の
改
善
方

針
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

操
法
訓
練
だ
け
で
な
く
、
基
本
訓
練
、

出
動
訓
練
な
ど
、
今
後
も
実
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
消
防
団
と
協
議
検
討

し
て
い
く
。

４　番
森　哲士議員
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GERO CITY assembly 一　般　質　問　13人が市政を問う
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え
は

①
市
長
１
期
目
の
市
政
運
営
を
総
括

し
、そ
の
評
価
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

◆
市
長

　
感
染
症
対
応
、
災
害
対
応
、
い
ろ
い

ろ
な
危
機
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

に
全
精
力
を
集
中
し
た
印
象
で
あ
る
。

一
方
で
、
本
来
の
公
約
で
あ
る
下
呂
市

が
持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
わ
く
わ
く
す
る
下
呂
市
を
つ
く
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
実
行
で

き
な
か
っ
た
の
は
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え

は
。

◆
市
長

　
こ
こ
１
年
、
２
年
で
で
き
る
事
業
は

少
な
く
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
公
約
に
掲
げ

た
政
策
の
実
現
に
向
け
、
次
期
も
引
き

続
き
市
政
運
営
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
で
い
る
。

③
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制
に

つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

◆
市
長

　
十
分
に
尊
重
し
、
対
立
や
迎
合
を
招

く
の
で
は
な
く
、
融
合
・
融
和
を
も
っ

て
議
会
と
の
関
係
を
保
ち
た
い
と
考
え

て
い
る
。

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
た
な
組
織
編
成
と
職
員
研
修
に
つ

い
て
。

◆
総
務
部
長

　
施
策
を
進
め
る
上
で
専
門
性
や
効
率

性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
情
に

見
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
人
材
育
成
基

本
方
針
に
つ
い
て
も
、
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
見
直
し
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

②
未
曾
有
の
人
口
減
少
へ
の
対
策
に
つ

い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
介
護 

・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
る
労

働
者
を
人
口
減
少
対
策
に
必
要
不
可
欠

な
従
事
者
と
位
置
付
け
、
職
場
環
境
改

善
や
、
就
職
支
援
を
強
化
す
る
な
ど
、

雇
用
の
創
出
を
重
点
事
業
と
し
て
注
力

す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福

祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

③
市
制
施
行
20
周
年
記
念
行
事
の
内
容

に
つ
い
て
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
６
年
５
月
26
日
に
記
念
式
典
を

開
催
し
、
現
役
世
代
の
功
績
を
称
え
る

表
彰
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
も
光
を
当
て
て
い

く
内
容
を
予
定
し
て
い
る
。

14　番
中島達也議員

「
わ
く
わ
く
下
呂
市
」
実
現
を
目
指
し

た
４
年
間
の
検
証
を
踏
ま
え
た
今
後
の

取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て

①
今
後
の
最
重
点
施
策
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
置
い
た
積

極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

　
介
護 

・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
っ
て
働

く
方
々
の
確
保
と
職
場
環
境
改
善
、
地

元
新
卒
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
求
職
者
へ
の
就

職
支
援
の
強
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
を

重
点
事
業
と
し
て
注
力
し
て
い
く
ほ
か
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
下
呂
に
住
ん
で
安
心
し

て
、
穏
や
か
で
平
和
な
生
活
が
で
き
る
、

そ
こ
が
一
番
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

②
出
生
数
の
激
減
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
の
強
化
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
保
育
料

の
無
償
化
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
利
用
料
の
減
額
、
新
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
の
運
用
開
始
に
伴
う
児

童
館
等
の
出
張
広
場
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
拡
充
等
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
教
育
長

　
小
中
学
校
で
は
、
学
校
の
規
模
や
状

況
を
強
み
と
す
る
学
校
経
営
の
推
進
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
の
推
進
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
有
効
活
用
の
推
進
を
子
育
て
支
援

の
強
化
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し
た

高
齢
者
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防 

・
健
康
づ
く
り
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、

介
護
人
材
確
保
対
策
、
介
護
保
険
の
保

険
者
機
能
の
強
化
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
な
ど
、
第
９
次
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
い
て
掲
げ
る
予
定
で

あ
る
。

④
市
独
自
の
農
業 

・
畜
産
農
家
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
生
産
環
境
を
巡
る
状
況
の
変
化
や
国

の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
時
代
の

流
れ
な
ど
を
見
極
め
、
次
期
総
合
計
画

策
定
に
向
け
て
施
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

⑤
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
今
年
度
、
西
上
田
の
県
道
下
呂
小
坂

線
沿
い
で
、
同
税
を
活
用
し
て
実
施
し

た
沿
道
伐
採
と
同
様
の
事
業
を
来
年
度

も
実
施
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
森
林
造
成
組
合
や
小
規
模
な
森

林
所
有
者
へ
の
支
援
も
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

９　番
今井政良議員

公
共
交
通
の
再
構
築
に
つ
い
て

①
再
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
８
月
の 

「
下
呂
市
公
共
交
通
会
議
」

に
お
い
て
、
国
の
法
律
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
を
自
治
会
代
表
者 

・
事
業
者
と
共
有

し
、
同
月
に
は「
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
関
係
者
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
て
、
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

②
交
通
網
幹
線
ル
ー
ト
の
見
直
し
の
方

向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
お
よ
び
民
間
路
線
バ

ス
を
幹
線
交
通
に
位
置
付
け
て
お
り
、

路
線
と
本
数
の
維
持
を
図
る
方
針
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
見
直
し
を
考
え

て
い
な
い
。

③
交
通
結
節
点
と
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ポ

ー
ト
の
設
置
の
考
え
は
。
　

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
今
後
、
下
呂
駅
周
辺
整
備
等
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

ポ
ー
ト
等
の
現
地
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

④
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ

せ
て
検
索 

・
予
約 

・
決
済
等
を
一
括
で

行
う
サ
ー
ビ
ス 

（
M
a
a
S
）
導
入
の

考
え
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
鉄
道 

・
バ
ス 

・
タ
ク
シ
ー
等
の
複
数

の
交
通
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
が

主
導
し
て
つ
な
ぐ
形
と
し
て
は
導
入
す

る
予
定
は
な
い
。

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
デ
マ
ン
ド
馬
瀬
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
に
切
り
替
え
、
従
来
の
バ
ス
方
式

で
は
で
き
な
か
っ
た
よ
り
ド
ア
・
ツ
ー 

・

ド
ア
に
近
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
が
ら
、
地
域
路
線
バ
ス
の
課
題
に
対

応
す
る
運
行
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
本
来
児
童
生
徒

の
移
動
手
段
に
用
い
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
の
助
成
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
共
用
化
に
よ
り
利
用
促
進
を
図
る

事
例
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
教
育
目
的
を

優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
る
。

利
用
目
的
別
の
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　
関
係
機
関
に
介
護
保
険
に
お
け
る
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
の
事
業
内
容
や
趣
旨

な
ど
の
周
知
を
図
り
つ
つ
、
住
民
主
体

の
移
動
支
援
に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

◆
教
育
長

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
長

期
休
暇
中
の
平
日
も
合
同
部
活
動
を
行

う
方
向
で
検
討
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
無
償
化
の
方

向
で
あ
る
。

１　番
鷲見昌己議員

認
知
症
お
よ
び
要
介
護・
要
支
援
認
定
者

へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
体
制
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

と 

「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
る
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
の
積
極
的
な
実
施

や
、
市
内
事
業
者
と
の
協
定
に
よ
る
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
行
っ
て
い

る
。「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

で
は
、
現
在
16
名
の
登
録
が
あ
る
が
、

今
後
も
普
及
を
進
め
て
い
く
。

美
し
い
自
然
と
環
境
に
配
慮
し
た
河
川
整

備
と
漁
業
生
産
向
上
に
向
け
て

①
自
然
と
清
流
を
生
か
し
た
観
光
振
興

と
、
河
川
工
事
の
推
進
お
よ
び
河
川
施

設
の
充
実
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
の
自
然
や
清
流
の
魅
力
を
最
大
限

に
伝
え
る
こ
と
、
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
振
興
の
３
つ
の
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

◆
建
設
部
長

　
飛
騨
川
で
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
い

た
改
修
や
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
が
実

施
さ
れ
、今
後
の
豪
雨
に
備
え
て
い
る
。

②
漁
協
や
養
殖
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
長

　
直
接
的
な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
学
校
給
食
で
市
内
事
業
者
か
ら
の

川
魚
の
調
達
な
ど
に
対
し
、
学
校
給
食

地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ
る
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。

新
時
代
に
即
し
た
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ

い
て

①
令
和
６
年
度 

「
消
防
感
謝
祭 

第
73

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
」
と「
下
呂

市
消
防
操
法
大
会
」
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

　
県
大
会
は
、
各
務
原
市
の
県
消
防
学

校
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
市
大

会
は
効
率
的
に
行
う
た
め
、
令
和
５
年

度
か
ら
各
地
区
の
競
技
会
を
廃
止
し
、

一
本
化
を
図
っ
た
。
開
催
場
所
、
出
場

隊
数
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

②
現
行
訓
練
に
対
す
る
今
後
の
改
善
方

針
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

操
法
訓
練
だ
け
で
な
く
、
基
本
訓
練
、

出
動
訓
練
な
ど
、
今
後
も
実
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
消
防
団
と
協
議
検
討

し
て
い
く
。

４　番
森　哲士議員
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GERO CITY assembly 一　般　質　問　13人が市政を問う
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え
は

①
市
長
１
期
目
の
市
政
運
営
を
総
括

し
、そ
の
評
価
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

◆
市
長

　
感
染
症
対
応
、
災
害
対
応
、
い
ろ
い

ろ
な
危
機
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

に
全
精
力
を
集
中
し
た
印
象
で
あ
る
。

一
方
で
、
本
来
の
公
約
で
あ
る
下
呂
市

が
持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
わ
く
わ
く
す
る
下
呂
市
を
つ
く
る

施
策
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
実
行
で

き
な
か
っ
た
の
は
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。

②
次
期
市
長
選
に
向
け
、
進
退
の
考
え

は
。

◆
市
長

　
こ
こ
１
年
、
２
年
で
で
き
る
事
業
は

少
な
く
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
公
約
に
掲
げ

た
政
策
の
実
現
に
向
け
、
次
期
も
引
き

続
き
市
政
運
営
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
で
い
る
。

③
地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表
制
に

つ
い
て
の
所
見
を
伺
う
。

◆
市
長

　
十
分
に
尊
重
し
、
対
立
や
迎
合
を
招

く
の
で
は
な
く
、
融
合
・
融
和
を
も
っ

て
議
会
と
の
関
係
を
保
ち
た
い
と
考
え

て
い
る
。

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
た
な
組
織
編
成
と
職
員
研
修
に
つ

い
て
。

◆
総
務
部
長

　
施
策
を
進
め
る
上
で
専
門
性
や
効
率

性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
情
に

見
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
人
材
育
成
基

本
方
針
に
つ
い
て
も
、
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
見
直
し
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

②
未
曾
有
の
人
口
減
少
へ
の
対
策
に
つ

い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
介
護 

・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
る
労

働
者
を
人
口
減
少
対
策
に
必
要
不
可
欠

な
従
事
者
と
位
置
付
け
、
職
場
環
境
改

善
や
、
就
職
支
援
を
強
化
す
る
な
ど
、

雇
用
の
創
出
を
重
点
事
業
と
し
て
注
力

す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福

祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

③
市
制
施
行
20
周
年
記
念
行
事
の
内
容

に
つ
い
て
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
６
年
５
月
26
日
に
記
念
式
典
を

開
催
し
、
現
役
世
代
の
功
績
を
称
え
る

表
彰
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
も
光
を
当
て
て
い

く
内
容
を
予
定
し
て
い
る
。

14　番
中島達也議員

「
わ
く
わ
く
下
呂
市
」
実
現
を
目
指
し

た
４
年
間
の
検
証
を
踏
ま
え
た
今
後
の

取
り
組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て

①
今
後
の
最
重
点
施
策
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
に
重
点
を
置
い
た
積

極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

　
介
護 

・
看
護 

・
保
育
に
関
わ
っ
て
働

く
方
々
の
確
保
と
職
場
環
境
改
善
、
地

元
新
卒
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
求
職
者
へ
の
就

職
支
援
の
強
化
な
ど
、
雇
用
の
創
出
を

重
点
事
業
と
し
て
注
力
し
て
い
く
ほ
か
、

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
下
呂
に
住
ん
で
安
心
し

て
、
穏
や
か
で
平
和
な
生
活
が
で
き
る
、

そ
こ
が
一
番
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

②
出
生
数
の
激
減
に
対
応
し
た
子
育
て

支
援
の
強
化
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
保
育
料

の
無
償
化
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
利
用
料
の
減
額
、
新
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
の
運
用
開
始
に
伴
う
児

童
館
等
の
出
張
広
場
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
拡
充
等
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
教
育
長

　
小
中
学
校
で
は
、
学
校
の
規
模
や
状

況
を
強
み
と
す
る
学
校
経
営
の
推
進
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
の
推
進
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
有
効
活
用
の
推
進
を
子
育
て
支
援

の
強
化
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し
た

高
齢
者
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防 

・
健
康
づ
く
り
の
機
会
を

増
や
す
こ
と
、
認
知
症
施
策
の
推
進
、

介
護
人
材
確
保
対
策
、
介
護
保
険
の
保

険
者
機
能
の
強
化
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
な
ど
、
第
９
次
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
い
て
掲
げ
る
予
定
で

あ
る
。

④
市
独
自
の
農
業 

・
畜
産
農
家
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
生
産
環
境
を
巡
る
状
況
の
変
化
や
国

の「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
し
た
時
代
の

流
れ
な
ど
を
見
極
め
、
次
期
総
合
計
画

策
定
に
向
け
て
施
策
の
検
討
を
進
め
て

い
く
。

⑤
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
今
年
度
、
西
上
田
の
県
道
下
呂
小
坂

線
沿
い
で
、
同
税
を
活
用
し
て
実
施
し

た
沿
道
伐
採
と
同
様
の
事
業
を
来
年
度

も
実
施
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
森
林
造
成
組
合
や
小
規
模
な
森

林
所
有
者
へ
の
支
援
も
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

９　番
今井政良議員

公
共
交
通
の
再
構
築
に
つ
い
て

①
再
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
８
月
の 

「
下
呂
市
公
共
交
通
会
議
」

に
お
い
て
、
国
の
法
律
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
を
自
治
会
代
表
者 

・
事
業
者
と
共
有

し
、
同
月
に
は「
福
祉
的
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
関
係
者
意
見
交
換
会
」
を

開
催
し
て
、
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

②
交
通
網
幹
線
ル
ー
ト
の
見
直
し
の
方

向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
お
よ
び
民
間
路
線
バ

ス
を
幹
線
交
通
に
位
置
付
け
て
お
り
、

路
線
と
本
数
の
維
持
を
図
る
方
針
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
見
直
し
を
考
え

て
い
な
い
。

③
交
通
結
節
点
と
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ポ

ー
ト
の
設
置
の
考
え
は
。
　

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
今
後
、
下
呂
駅
周
辺
整
備
等
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ

ポ
ー
ト
等
の
現
地
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

④
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
最
適
に
組
み
合
わ

せ
て
検
索 

・
予
約 

・
決
済
等
を
一
括
で

行
う
サ
ー
ビ
ス 

（
M
a
a
S
）
導
入
の

考
え
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
鉄
道 

・
バ
ス 

・
タ
ク
シ
ー
等
の
複
数

の
交
通
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
が

主
導
し
て
つ
な
ぐ
形
と
し
て
は
導
入
す

る
予
定
は
な
い
。

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
デ
マ
ン
ド
馬
瀬
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
に
切
り
替
え
、
従
来
の
バ
ス
方
式

で
は
で
き
な
か
っ
た
よ
り
ド
ア
・
ツ
ー 

・

ド
ア
に
近
い
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
が
ら
、
地
域
路
線
バ
ス
の
課
題
に
対

応
す
る
運
行
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
本
来
児
童
生
徒

の
移
動
手
段
に
用
い
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
の
助
成
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
共
用
化
に
よ
り
利
用
促
進
を
図
る

事
例
も
あ
る
が
、
ま
ず
は
教
育
目
的
を

優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
る
。

利
用
目
的
別
の
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

◆
福
祉
部
長

　
関
係
機
関
に
介
護
保
険
に
お
け
る
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
の
事
業
内
容
や
趣
旨

な
ど
の
周
知
を
図
り
つ
つ
、
住
民
主
体

の
移
動
支
援
に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
。

◆
教
育
長

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
長

期
休
暇
中
の
平
日
も
合
同
部
活
動
を
行

う
方
向
で
検
討
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
無
償
化
の
方

向
で
あ
る
。

１　番
鷲見昌己議員

認
知
症
お
よ
び
要
介
護・
要
支
援
認
定
者

へ
の
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

　
体
制
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

と 

「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
認
知
症
の
方
や
家
族
を
支
え
る
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
の
積
極
的
な
実
施

や
、
市
内
事
業
者
と
の
協
定
に
よ
る
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
行
っ
て
い

る
。「
あ
ん
き
に
お
で
か
け
支
援
事
業
」

で
は
、
現
在
16
名
の
登
録
が
あ
る
が
、

今
後
も
普
及
を
進
め
て
い
く
。

美
し
い
自
然
と
環
境
に
配
慮
し
た
河
川
整

備
と
漁
業
生
産
向
上
に
向
け
て

①
自
然
と
清
流
を
生
か
し
た
観
光
振
興

と
、
河
川
工
事
の
推
進
お
よ
び
河
川
施

設
の
充
実
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
の
自
然
や
清
流
の
魅
力
を
最
大
限

に
伝
え
る
こ
と
、
多
様
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
振
興
の
３
つ
の
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

◆
建
設
部
長

　
飛
騨
川
で
は
、
整
備
計
画
に
基
づ
い

た
改
修
や
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
が
実

施
さ
れ
、今
後
の
豪
雨
に
備
え
て
い
る
。

②
漁
協
や
養
殖
業
者
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て
。

◆
農
林
部
長

　
直
接
的
な
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
学
校
給
食
で
市
内
事
業
者
か
ら
の

川
魚
の
調
達
な
ど
に
対
し
、
学
校
給
食

地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ
る
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。

新
時
代
に
即
し
た
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ

い
て

①
令
和
６
年
度 

「
消
防
感
謝
祭 

第
73

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
」
と「
下
呂

市
消
防
操
法
大
会
」
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

　
県
大
会
は
、
各
務
原
市
の
県
消
防
学

校
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
市
大

会
は
効
率
的
に
行
う
た
め
、
令
和
５
年

度
か
ら
各
地
区
の
競
技
会
を
廃
止
し
、

一
本
化
を
図
っ
た
。
開
催
場
所
、
出
場

隊
数
、
運
営
方
法
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

②
現
行
訓
練
に
対
す
る
今
後
の
改
善
方

針
に
つ
い
て
。

◆
消
防
長

操
法
訓
練
だ
け
で
な
く
、
基
本
訓
練
、

出
動
訓
練
な
ど
、
今
後
も
実
災
害
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
消
防
団
と
協
議
検
討

し
て
い
く
。

４　番
森　哲士議員
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物
価
高
で
大
変
な
市
民
の
く
ら
し
と
経

営
に
強
力
な
支
援
を

①
と
り
わ
け
低
所
得
者
、
高
齢
者
、
子

ど
も 

・
子
育
て
世
代
へ
の
影
響
も
大
き

い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
11
月
に
は
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
交
付
金
が
追
加
さ
れ
、
よ
り
生
活
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
事
業
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
子
育
て
に
係
る
負
担
軽
減
に
つ
い
て

も
一
層
の
充
実
を
計
画
し
て
い
る
。

②
中
小
事
業
者
の
経
営
に
直
接
の
打
撃

と
な
っ
て
い
る
。
農
業
者
、
福
祉
関
係

事
業
者
等
へ
の
支
援
も
。
　

◆
観
光
商
工
部
長

　
下
呂
市
事
業
者
電
気 

・
ガ
ス
料
金
支

援
金
の
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
制
度
周

知
を
行
っ
て
き
た
。

◆
農
林
部
長

　
飛
騨
地
域
農
業
再
生
協
議
会
内
の
資

材
等
高
騰
対
策
検
討
委
員
会
の
中
で
必

要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

③
国
や
県
に
対
し
て
、
財
政
支
援
を
強

力
に
要
望
す
る
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
国
や
県
か
ら
の
予
算
配
分
に
よ
り
十

分
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

◆
総
務
部
長

　
多
く
の
自
治
体
の
共
通
課
題
で
あ

り
、
県
、
東
海
、
全
国
の
市
長
会
に
お

い
て
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
総
合
的
ま
ち

づ
く
り
と
連
携
し
て

　
2
0
3
0
年
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は

多
く
な
い
。
市
民
の
積
極
的
参
加
を
図

り
、
地
元
企
業
が
省
エ
ネ
対
策
や
再
エ

ネ
導
入
で
仕
事
を
受
注
し
、
雇
用
が
増

え
る
よ
う
に
協
力
や
支
援
の
体
制
を
。

◆
環
境
部
長

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
地
域
脱
炭

素
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
導
入
の
た
め
の
計
画
づ

く
り
に
着
手
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
は
　
市
民
の
理

解
と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
必
要

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
現
行
の
保

険
証
廃
止
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
多
く

の
市
民
に
対
す
る
対
策
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
定
め
ら
れ
た
法
令
等
を
遵
守
し
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

②
個
人
情
報
の
確
実
な
保
護
に
つ
い
て

　
市
の
業
務
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
全
性
と
利
便
性
の
両
立
を
追
求
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築
が
必
要

と
な
る
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員

７　番
中島ゆき子議員

愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学
舎 「
淑
友

館
」
の
取
得
に
つ
い
て

①
９
月
定
例
会
最
終
日
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た 

「
愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学

舎
淑
友
館
の
取
得
に
対
す
る
決
議
」
を

受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
愛
知
淑
徳
学
園
へ
の
譲
受
に
係
る
回

答
期
限
延
伸
の
申
し
出
、
議
会
へ
の
再

説
明
内
容
、
公
募
の
実
施
要
領
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。
決
議
の
内
容
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
対
応
を
進
め

た
い
。

②
淑
友
館
を
取
得
し
た
場
合
、
将
来
の

負
担
と
し
て
想
定
さ
れ
る
施
設
解
体
費

用
の
算
定
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
市
発
注
の
同
規
模
、
同
構
造
の
工
事

実
績
か
ら
算
出
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
附
属
構
造
物
の
解
体
費
等
の
概

算
工
事
費
は
約
１
億
円
と
試
算
し
て
い

る
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
を
活
用
し
た

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校

給
食
費
や
教
材
費
等
に
係
る
通
知
を
デ

ジ
タ
ル
で
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

を
依
頼
し
た
が
、
x
I
D
ア
プ
リ
登
録

済
者
の
状
況
と
登
録
す
る
利
点
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
で
全
体
74
％
の
方

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
就
学
援
助
の
決
定
通
知
、
子
育
て
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
通
知
、
給
食
費

の
決
定
通
知
、
保
育
料
決
定
通
知
、
乳

幼
児
健
診
の
案
内
な
ど
20
件
以
上
を
デ

ジ
タ
ル
で
通
知
し
て
い
る
。

　
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
申
請
か
ら
通

知
を
受
け
取
る
ま
で
自
身
の
ス
マ
ホ
で

で
き
、
不
在
時
に
受
け
取
れ
な
い
通
知

物
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

②
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
一
人

当
た
り
１
万
円
分
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
を

給
付
す
る 
「
子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業
」
へ
の
給
付
申
請
者
の
状

況
は
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
届
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
の
給
付
申
請
者
は
対

象
世
帯
の
約
60 

・
５
％
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
々

に
対
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送

付
や
申
請
支
援
窓
口
の
開
設
を
行
う
ほ

か
、
専
用
ア
プ
リ
で
の
再
通
知
や
市
民

メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
も
行
い
、
多
く

の
方
々
に
給
付
金
が
早
期
に
届
く
よ
う

努
め
て
い
く
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を

①
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
市
と
し
て

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
対
す
る
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
給
食
の
食
材
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
食
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

②
今
後
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
推
進
に

向
け
た
予
算
の
確
保 

・
拡
充
の
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
は
地
産
地
消
推
進
事
業

に
よ
り
有
機
ト
マ
ト
を
購
入
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
も
地
産
地
消
の
推
進

に
向
け
て
予
算
要
求
し
て
い
る
。

③
有
機
農
業
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
創
出

に
向
け
た
考
え
は
。

◆
農
林
部
長

　
ま
ず
は
有
機
農
業
に
対
す
る
農
業

者
、
地
域
、
消
費
者
の
理
解
と
食
育
な

ど
を
通
し
た
意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
の
管
理
に

つ
い
て

①
馬
瀬
地
域
で
指
定
さ
れ
て
い
る「
馬

瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
」
を
守
る
た

め
の
活
動
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
減
農
薬
や
有
機
栽
培
に
よ
る
農
業

や
、
河
川
お
よ
び
河
川
周
辺
の
環
境
整

備
や
美
化
活
動
な
ど
に
地
域
住
民
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
地
域
挙
げ
て
の
高
い

意
識
に
よ
り
、
馬
瀬
川
流
域
の
水
質
や

美
し
い
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

②
馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
連
絡
会

議
の
開
催
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
２

年
４
月
の
開
催
を
最
後
に
連
絡
調
整
会

議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
関

係
諸
団
体
と
相
談
し
、
取
り
組
み
を
再

開
し
て
い
き
た
い
。

河
川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
対
策
に

つ
い
て

　
台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
、
河

川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
、
復
旧
の
計
画
と
今

後
の
対
応
策
は
。

◆
建
設
部
長

　
護
岸
工
事
は
人
家
付
近
を
優
先
に
行

わ
れ
る
た
め
、
保
全
対
象
が
間
近
に
な

い
護
岸
整
備
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
状

況
を
注
視
し
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

に
対
し
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
。

◆
農
林
部
理
事

　
県
が
行
う
治
山
事
業
は
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
は
、
緊
急
性
や
費
用
対
効
果

の
高
い
箇
所
し
か
事
業
化
さ
れ
て
い
な

い
。
対
策
が
必
要
で
事
業
化
が
見
込
め

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
に

対
し
て
事
業
の
実
施
を
要
望
し
、
予
算

確
保
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

６　番
尾里集務議員

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

　
昨
年
度
、
全
国
で
不
登
校
の
小
中
学

生
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
市
で
の
現

状
と
そ
の
受
け
皿
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
の
運
営
状
況
は
。
ま
た
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
学
べ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
に
目
配
り
さ
れ
て
い
る

か
。

◆
教
育
長

　
令
和
４
年
度
の
１
０
０
０
人
当
た
り

の
不
登
校
者
数
は
、国
は
小
学
校
17
人
、

中
学
校
59 

・
８
人
。
県
は
小
学
校
18 

・

６
人
、
中
学
校
62 

・
５
人
。
下
呂
市
は

小
学
校
６ 

・
８
人
、
中
学
校
35
人
で
あ

り
、
割
合
は
少
な
い
が
、
国
や
県
と
同

様
に
増
加
し
て
お
り
、
校
長
会
と
共
に

対
策
を
練
っ
て
い
る
。

　
学
校
以
外
の
支
援
策
と
し
て
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
は
な
い
が
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
を
設
置
し
て
お
り
、

運
営
状
況
は
11
月
末
現
在
で
来
所
相
談

は
１
２
９
件
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
相
談

を
含
め
る
と
２
８
６
件
、
昨
年
度
と
比

べ
、
来
所
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
と
も
に
わ
ず
か

に
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
の
中
に
も
、
国
が
進
め

る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
校

内
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
目
配
り
さ
れ
、
き
ち
ん
と
学

べ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
学

び
の
保
障
を
行
っ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
下
呂
小
坂
線
の
安
全
安
心

対
策
に
つ
い
て

①
萩
原
町
跡
津 

・
西
上
田
間
で
は
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
よ
り
沿
道
の

立
木
が
伐
採
さ
れ
、
道
路
が
明
る
く
な

り
好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
、
改
良
計

画
の
予
定
は
。

◆
建
設
部
長

　
こ
の
区
間
は
幅
員
が
狭
く
２
車
線
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
市

と
し
て
も
改
良
を
要
望
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
改
良
計
画
は
決
定
し
て
お

ら
ず
、伐
採
さ
れ
た
区
間
に
お
い
て
も
、

拡
幅
計
画
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

②
萩
原
町
羽
根
地
内
を
素
通
り
す
る
車

両
を
、
飛
騨
川
大
橋
交
差
点
と
浅
水
大

橋
交
差
点
で
の
街
頭
指
導
や
関
係
各
機

関 

・
事
業
所
へ
の
協
力
要
請
に
よ
っ

て
、
国
道
41
号
へ
迂
回
す
る
交
通
社
会

実
験
の
実
施
に
よ
り
、
交
通
弱
者
の
安

全
安
心
を
確
保
で
き
な
い
か
問
う
。

◆
総
務
部
長

　
提
案
が
実
施
で
き
る
か
は
、
県
道
で

も
あ
り
、通
行
者
の
都
合
も
あ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
る
。

３　番
飯塚英夫議員

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

8下呂市議会だより9 下呂市議会だより

物
価
高
で
大
変
な
市
民
の
く
ら
し
と
経

営
に
強
力
な
支
援
を

①
と
り
わ
け
低
所
得
者
、
高
齢
者
、
子

ど
も 

・
子
育
て
世
代
へ
の
影
響
も
大
き

い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
11
月
に
は
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
交
付
金
が
追
加
さ
れ
、
よ
り
生
活
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
事
業
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
子
育
て
に
係
る
負
担
軽
減
に
つ
い
て

も
一
層
の
充
実
を
計
画
し
て
い
る
。

②
中
小
事
業
者
の
経
営
に
直
接
の
打
撃

と
な
っ
て
い
る
。
農
業
者
、
福
祉
関
係

事
業
者
等
へ
の
支
援
も
。
　

◆
観
光
商
工
部
長

　
下
呂
市
事
業
者
電
気 

・
ガ
ス
料
金
支

援
金
の
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
制
度
周

知
を
行
っ
て
き
た
。

◆
農
林
部
長

　
飛
騨
地
域
農
業
再
生
協
議
会
内
の
資

材
等
高
騰
対
策
検
討
委
員
会
の
中
で
必

要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

③
国
や
県
に
対
し
て
、
財
政
支
援
を
強

力
に
要
望
す
る
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
国
や
県
か
ら
の
予
算
配
分
に
よ
り
十

分
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

◆
総
務
部
長

　
多
く
の
自
治
体
の
共
通
課
題
で
あ

り
、
県
、
東
海
、
全
国
の
市
長
会
に
お

い
て
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
総
合
的
ま
ち

づ
く
り
と
連
携
し
て

　
2
0
3
0
年
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は

多
く
な
い
。
市
民
の
積
極
的
参
加
を
図

り
、
地
元
企
業
が
省
エ
ネ
対
策
や
再
エ

ネ
導
入
で
仕
事
を
受
注
し
、
雇
用
が
増

え
る
よ
う
に
協
力
や
支
援
の
体
制
を
。

◆
環
境
部
長

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
地
域
脱
炭

素
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
導
入
の
た
め
の
計
画
づ

く
り
に
着
手
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
は
　
市
民
の
理

解
と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
必
要

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
現
行
の
保

険
証
廃
止
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
多
く

の
市
民
に
対
す
る
対
策
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
定
め
ら
れ
た
法
令
等
を
遵
守
し
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

②
個
人
情
報
の
確
実
な
保
護
に
つ
い
て

　
市
の
業
務
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
全
性
と
利
便
性
の
両
立
を
追
求
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築
が
必
要

と
な
る
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員
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愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学
舎 「
淑
友

館
」
の
取
得
に
つ
い
て

①
９
月
定
例
会
最
終
日
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た 

「
愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学

舎
淑
友
館
の
取
得
に
対
す
る
決
議
」
を

受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
愛
知
淑
徳
学
園
へ
の
譲
受
に
係
る
回

答
期
限
延
伸
の
申
し
出
、
議
会
へ
の
再

説
明
内
容
、
公
募
の
実
施
要
領
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。
決
議
の
内
容
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
対
応
を
進
め

た
い
。

②
淑
友
館
を
取
得
し
た
場
合
、
将
来
の

負
担
と
し
て
想
定
さ
れ
る
施
設
解
体
費

用
の
算
定
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
市
発
注
の
同
規
模
、
同
構
造
の
工
事

実
績
か
ら
算
出
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
附
属
構
造
物
の
解
体
費
等
の
概

算
工
事
費
は
約
１
億
円
と
試
算
し
て
い

る
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
を
活
用
し
た

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校

給
食
費
や
教
材
費
等
に
係
る
通
知
を
デ

ジ
タ
ル
で
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

を
依
頼
し
た
が
、
x
I
D
ア
プ
リ
登
録

済
者
の
状
況
と
登
録
す
る
利
点
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
で
全
体
74
％
の
方

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
就
学
援
助
の
決
定
通
知
、
子
育
て
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
通
知
、
給
食
費

の
決
定
通
知
、
保
育
料
決
定
通
知
、
乳

幼
児
健
診
の
案
内
な
ど
20
件
以
上
を
デ

ジ
タ
ル
で
通
知
し
て
い
る
。

　
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
申
請
か
ら
通

知
を
受
け
取
る
ま
で
自
身
の
ス
マ
ホ
で

で
き
、
不
在
時
に
受
け
取
れ
な
い
通
知

物
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

②
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
一
人

当
た
り
１
万
円
分
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
を

給
付
す
る 

「
子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業
」
へ
の
給
付
申
請
者
の
状

況
は
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
届
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
の
給
付
申
請
者
は
対

象
世
帯
の
約
60 

・
５
％
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
々

に
対
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送

付
や
申
請
支
援
窓
口
の
開
設
を
行
う
ほ

か
、
専
用
ア
プ
リ
で
の
再
通
知
や
市
民

メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
も
行
い
、
多
く

の
方
々
に
給
付
金
が
早
期
に
届
く
よ
う

努
め
て
い
く
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を

①
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
市
と
し
て

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
対
す
る
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
給
食
の
食
材
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
食
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

②
今
後
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
推
進
に

向
け
た
予
算
の
確
保 

・
拡
充
の
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
は
地
産
地
消
推
進
事
業

に
よ
り
有
機
ト
マ
ト
を
購
入
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
も
地
産
地
消
の
推
進

に
向
け
て
予
算
要
求
し
て
い
る
。

③
有
機
農
業
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
創
出

に
向
け
た
考
え
は
。

◆
農
林
部
長

　
ま
ず
は
有
機
農
業
に
対
す
る
農
業

者
、
地
域
、
消
費
者
の
理
解
と
食
育
な

ど
を
通
し
た
意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
の
管
理
に

つ
い
て

①
馬
瀬
地
域
で
指
定
さ
れ
て
い
る「
馬

瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
」
を
守
る
た

め
の
活
動
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
減
農
薬
や
有
機
栽
培
に
よ
る
農
業

や
、
河
川
お
よ
び
河
川
周
辺
の
環
境
整

備
や
美
化
活
動
な
ど
に
地
域
住
民
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
地
域
挙
げ
て
の
高
い

意
識
に
よ
り
、
馬
瀬
川
流
域
の
水
質
や

美
し
い
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

②
馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
連
絡
会

議
の
開
催
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
２

年
４
月
の
開
催
を
最
後
に
連
絡
調
整
会

議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
関

係
諸
団
体
と
相
談
し
、
取
り
組
み
を
再

開
し
て
い
き
た
い
。

河
川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
対
策
に

つ
い
て

　
台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
、
河

川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
、
復
旧
の
計
画
と
今

後
の
対
応
策
は
。

◆
建
設
部
長

　
護
岸
工
事
は
人
家
付
近
を
優
先
に
行

わ
れ
る
た
め
、
保
全
対
象
が
間
近
に
な

い
護
岸
整
備
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
状

況
を
注
視
し
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

に
対
し
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
。

◆
農
林
部
理
事

　
県
が
行
う
治
山
事
業
は
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
は
、
緊
急
性
や
費
用
対
効
果

の
高
い
箇
所
し
か
事
業
化
さ
れ
て
い
な

い
。
対
策
が
必
要
で
事
業
化
が
見
込
め

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
に

対
し
て
事
業
の
実
施
を
要
望
し
、
予
算

確
保
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

６　番
尾里集務議員

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

　
昨
年
度
、
全
国
で
不
登
校
の
小
中
学

生
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
市
で
の
現

状
と
そ
の
受
け
皿
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
の
運
営
状
況
は
。
ま
た
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
学
べ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
に
目
配
り
さ
れ
て
い
る

か
。

◆
教
育
長

　
令
和
４
年
度
の
１
０
０
０
人
当
た
り

の
不
登
校
者
数
は
、国
は
小
学
校
17
人
、

中
学
校
59 

・
８
人
。
県
は
小
学
校
18 

・

６
人
、
中
学
校
62 

・
５
人
。
下
呂
市
は

小
学
校
６ 

・
８
人
、
中
学
校
35
人
で
あ

り
、
割
合
は
少
な
い
が
、
国
や
県
と
同

様
に
増
加
し
て
お
り
、
校
長
会
と
共
に

対
策
を
練
っ
て
い
る
。

　
学
校
以
外
の
支
援
策
と
し
て
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
は
な
い
が
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
を
設
置
し
て
お
り
、

運
営
状
況
は
11
月
末
現
在
で
来
所
相
談

は
１
２
９
件
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
相
談

を
含
め
る
と
２
８
６
件
、
昨
年
度
と
比

べ
、
来
所
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
と
も
に
わ
ず
か

に
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
の
中
に
も
、
国
が
進
め

る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
校

内
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
目
配
り
さ
れ
、
き
ち
ん
と
学

べ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
学

び
の
保
障
を
行
っ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
下
呂
小
坂
線
の
安
全
安
心

対
策
に
つ
い
て

①
萩
原
町
跡
津 

・
西
上
田
間
で
は
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
よ
り
沿
道
の

立
木
が
伐
採
さ
れ
、
道
路
が
明
る
く
な

り
好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
、
改
良
計

画
の
予
定
は
。

◆
建
設
部
長

　
こ
の
区
間
は
幅
員
が
狭
く
２
車
線
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
市

と
し
て
も
改
良
を
要
望
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
改
良
計
画
は
決
定
し
て
お

ら
ず
、伐
採
さ
れ
た
区
間
に
お
い
て
も
、

拡
幅
計
画
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

②
萩
原
町
羽
根
地
内
を
素
通
り
す
る
車

両
を
、
飛
騨
川
大
橋
交
差
点
と
浅
水
大

橋
交
差
点
で
の
街
頭
指
導
や
関
係
各
機

関 

・
事
業
所
へ
の
協
力
要
請
に
よ
っ

て
、
国
道
41
号
へ
迂
回
す
る
交
通
社
会

実
験
の
実
施
に
よ
り
、
交
通
弱
者
の
安

全
安
心
を
確
保
で
き
な
い
か
問
う
。

◆
総
務
部
長

　
提
案
が
実
施
で
き
る
か
は
、
県
道
で

も
あ
り
、通
行
者
の
都
合
も
あ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
る
。

３　番
飯塚英夫議員
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物
価
高
で
大
変
な
市
民
の
く
ら
し
と
経

営
に
強
力
な
支
援
を

①
と
り
わ
け
低
所
得
者
、
高
齢
者
、
子

ど
も 

・
子
育
て
世
代
へ
の
影
響
も
大
き

い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
11
月
に
は
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
交
付
金
が
追
加
さ
れ
、
よ
り
生
活
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
事
業
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
子
育
て
に
係
る
負
担
軽
減
に
つ
い
て

も
一
層
の
充
実
を
計
画
し
て
い
る
。

②
中
小
事
業
者
の
経
営
に
直
接
の
打
撃

と
な
っ
て
い
る
。
農
業
者
、
福
祉
関
係

事
業
者
等
へ
の
支
援
も
。
　

◆
観
光
商
工
部
長

　
下
呂
市
事
業
者
電
気 

・
ガ
ス
料
金
支

援
金
の
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
制
度
周

知
を
行
っ
て
き
た
。

◆
農
林
部
長

　
飛
騨
地
域
農
業
再
生
協
議
会
内
の
資

材
等
高
騰
対
策
検
討
委
員
会
の
中
で
必

要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

③
国
や
県
に
対
し
て
、
財
政
支
援
を
強

力
に
要
望
す
る
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
国
や
県
か
ら
の
予
算
配
分
に
よ
り
十

分
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

◆
総
務
部
長

　
多
く
の
自
治
体
の
共
通
課
題
で
あ

り
、
県
、
東
海
、
全
国
の
市
長
会
に
お

い
て
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
総
合
的
ま
ち

づ
く
り
と
連
携
し
て

　
2
0
3
0
年
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は

多
く
な
い
。
市
民
の
積
極
的
参
加
を
図

り
、
地
元
企
業
が
省
エ
ネ
対
策
や
再
エ

ネ
導
入
で
仕
事
を
受
注
し
、
雇
用
が
増

え
る
よ
う
に
協
力
や
支
援
の
体
制
を
。

◆
環
境
部
長

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
地
域
脱
炭

素
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
導
入
の
た
め
の
計
画
づ

く
り
に
着
手
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
は
　
市
民
の
理

解
と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
必
要

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
現
行
の
保

険
証
廃
止
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
多
く

の
市
民
に
対
す
る
対
策
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
定
め
ら
れ
た
法
令
等
を
遵
守
し
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

②
個
人
情
報
の
確
実
な
保
護
に
つ
い
て

　
市
の
業
務
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
全
性
と
利
便
性
の
両
立
を
追
求
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築
が
必
要

と
な
る
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員

７　番
中島ゆき子議員

愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学
舎 「
淑
友

館
」
の
取
得
に
つ
い
て

①
９
月
定
例
会
最
終
日
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た 

「
愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学

舎
淑
友
館
の
取
得
に
対
す
る
決
議
」
を

受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
愛
知
淑
徳
学
園
へ
の
譲
受
に
係
る
回

答
期
限
延
伸
の
申
し
出
、
議
会
へ
の
再

説
明
内
容
、
公
募
の
実
施
要
領
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。
決
議
の
内
容
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
対
応
を
進
め

た
い
。

②
淑
友
館
を
取
得
し
た
場
合
、
将
来
の

負
担
と
し
て
想
定
さ
れ
る
施
設
解
体
費

用
の
算
定
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
市
発
注
の
同
規
模
、
同
構
造
の
工
事

実
績
か
ら
算
出
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
附
属
構
造
物
の
解
体
費
等
の
概

算
工
事
費
は
約
１
億
円
と
試
算
し
て
い

る
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
を
活
用
し
た

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校

給
食
費
や
教
材
費
等
に
係
る
通
知
を
デ

ジ
タ
ル
で
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

を
依
頼
し
た
が
、
x
I
D
ア
プ
リ
登
録

済
者
の
状
況
と
登
録
す
る
利
点
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
で
全
体
74
％
の
方

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
就
学
援
助
の
決
定
通
知
、
子
育
て
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
通
知
、
給
食
費

の
決
定
通
知
、
保
育
料
決
定
通
知
、
乳

幼
児
健
診
の
案
内
な
ど
20
件
以
上
を
デ

ジ
タ
ル
で
通
知
し
て
い
る
。

　
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
申
請
か
ら
通

知
を
受
け
取
る
ま
で
自
身
の
ス
マ
ホ
で

で
き
、
不
在
時
に
受
け
取
れ
な
い
通
知

物
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

②
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
一
人

当
た
り
１
万
円
分
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
を

給
付
す
る 

「
子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業
」
へ
の
給
付
申
請
者
の
状

況
は
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
届
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
の
給
付
申
請
者
は
対

象
世
帯
の
約
60 

・
５
％
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
々

に
対
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送

付
や
申
請
支
援
窓
口
の
開
設
を
行
う
ほ

か
、
専
用
ア
プ
リ
で
の
再
通
知
や
市
民

メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
も
行
い
、
多
く

の
方
々
に
給
付
金
が
早
期
に
届
く
よ
う

努
め
て
い
く
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を

①
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
市
と
し
て

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
対
す
る
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
給
食
の
食
材
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
食
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

②
今
後
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
推
進
に

向
け
た
予
算
の
確
保 

・
拡
充
の
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
は
地
産
地
消
推
進
事
業

に
よ
り
有
機
ト
マ
ト
を
購
入
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
も
地
産
地
消
の
推
進

に
向
け
て
予
算
要
求
し
て
い
る
。

③
有
機
農
業
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
創
出

に
向
け
た
考
え
は
。

◆
農
林
部
長

　
ま
ず
は
有
機
農
業
に
対
す
る
農
業

者
、
地
域
、
消
費
者
の
理
解
と
食
育
な

ど
を
通
し
た
意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
の
管
理
に

つ
い
て

①
馬
瀬
地
域
で
指
定
さ
れ
て
い
る「
馬

瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
」
を
守
る
た

め
の
活
動
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
減
農
薬
や
有
機
栽
培
に
よ
る
農
業

や
、
河
川
お
よ
び
河
川
周
辺
の
環
境
整

備
や
美
化
活
動
な
ど
に
地
域
住
民
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
地
域
挙
げ
て
の
高
い

意
識
に
よ
り
、
馬
瀬
川
流
域
の
水
質
や

美
し
い
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

②
馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
連
絡
会

議
の
開
催
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
２

年
４
月
の
開
催
を
最
後
に
連
絡
調
整
会

議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
関

係
諸
団
体
と
相
談
し
、
取
り
組
み
を
再

開
し
て
い
き
た
い
。

河
川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
対
策
に

つ
い
て

　
台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
、
河

川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
、
復
旧
の
計
画
と
今

後
の
対
応
策
は
。

◆
建
設
部
長

　
護
岸
工
事
は
人
家
付
近
を
優
先
に
行

わ
れ
る
た
め
、
保
全
対
象
が
間
近
に
な

い
護
岸
整
備
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
状

況
を
注
視
し
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

に
対
し
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
。

◆
農
林
部
理
事

　
県
が
行
う
治
山
事
業
は
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
は
、
緊
急
性
や
費
用
対
効
果

の
高
い
箇
所
し
か
事
業
化
さ
れ
て
い
な

い
。
対
策
が
必
要
で
事
業
化
が
見
込
め

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
に

対
し
て
事
業
の
実
施
を
要
望
し
、
予
算

確
保
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

６　番
尾里集務議員

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

　
昨
年
度
、
全
国
で
不
登
校
の
小
中
学

生
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
市
で
の
現

状
と
そ
の
受
け
皿
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
の
運
営
状
況
は
。
ま
た
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
学
べ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
に
目
配
り
さ
れ
て
い
る

か
。

◆
教
育
長

　
令
和
４
年
度
の
１
０
０
０
人
当
た
り

の
不
登
校
者
数
は
、国
は
小
学
校
17
人
、

中
学
校
59 

・
８
人
。
県
は
小
学
校
18 

・

６
人
、
中
学
校
62 

・
５
人
。
下
呂
市
は

小
学
校
６ 

・
８
人
、
中
学
校
35
人
で
あ

り
、
割
合
は
少
な
い
が
、
国
や
県
と
同

様
に
増
加
し
て
お
り
、
校
長
会
と
共
に

対
策
を
練
っ
て
い
る
。

　
学
校
以
外
の
支
援
策
と
し
て
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
は
な
い
が
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
を
設
置
し
て
お
り
、

運
営
状
況
は
11
月
末
現
在
で
来
所
相
談

は
１
２
９
件
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
相
談

を
含
め
る
と
２
８
６
件
、
昨
年
度
と
比

べ
、
来
所
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
と
も
に
わ
ず
か

に
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
の
中
に
も
、
国
が
進
め

る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
校

内
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
目
配
り
さ
れ
、
き
ち
ん
と
学

べ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
学

び
の
保
障
を
行
っ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
下
呂
小
坂
線
の
安
全
安
心

対
策
に
つ
い
て

①
萩
原
町
跡
津 

・
西
上
田
間
で
は
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
よ
り
沿
道
の

立
木
が
伐
採
さ
れ
、
道
路
が
明
る
く
な

り
好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
、
改
良
計

画
の
予
定
は
。

◆
建
設
部
長

　
こ
の
区
間
は
幅
員
が
狭
く
２
車
線
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
市

と
し
て
も
改
良
を
要
望
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
改
良
計
画
は
決
定
し
て
お

ら
ず
、伐
採
さ
れ
た
区
間
に
お
い
て
も
、

拡
幅
計
画
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

②
萩
原
町
羽
根
地
内
を
素
通
り
す
る
車

両
を
、
飛
騨
川
大
橋
交
差
点
と
浅
水
大

橋
交
差
点
で
の
街
頭
指
導
や
関
係
各
機

関 

・
事
業
所
へ
の
協
力
要
請
に
よ
っ

て
、
国
道
41
号
へ
迂
回
す
る
交
通
社
会

実
験
の
実
施
に
よ
り
、
交
通
弱
者
の
安

全
安
心
を
確
保
で
き
な
い
か
問
う
。

◆
総
務
部
長

　
提
案
が
実
施
で
き
る
か
は
、
県
道
で

も
あ
り
、通
行
者
の
都
合
も
あ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
る
。

３　番
飯塚英夫議員

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

8下呂市議会だより9 下呂市議会だより

物
価
高
で
大
変
な
市
民
の
く
ら
し
と
経

営
に
強
力
な
支
援
を

①
と
り
わ
け
低
所
得
者
、
高
齢
者
、
子

ど
も 

・
子
育
て
世
代
へ
の
影
響
も
大
き

い
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
11
月
に
は
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
交
付
金
が
追
加
さ
れ
、
よ
り
生
活
者

に
寄
り
添
っ
た
支
援
事
業
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
子
育
て
に
係
る
負
担
軽
減
に
つ
い
て

も
一
層
の
充
実
を
計
画
し
て
い
る
。

②
中
小
事
業
者
の
経
営
に
直
接
の
打
撃

と
な
っ
て
い
る
。
農
業
者
、
福
祉
関
係

事
業
者
等
へ
の
支
援
も
。
　

◆
観
光
商
工
部
長

　
下
呂
市
事
業
者
電
気 

・
ガ
ス
料
金
支

援
金
の
支
給
を
行
っ
て
お
り
、
制
度
周

知
を
行
っ
て
き
た
。

◆
農
林
部
長

　
飛
騨
地
域
農
業
再
生
協
議
会
内
の
資

材
等
高
騰
対
策
検
討
委
員
会
の
中
で
必

要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

③
国
や
県
に
対
し
て
、
財
政
支
援
を
強

力
に
要
望
す
る
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
国
や
県
か
ら
の
予
算
配
分
に
よ
り
十

分
な
財
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
引
き

続
き
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

◆
総
務
部
長

　
多
く
の
自
治
体
の
共
通
課
題
で
あ

り
、
県
、
東
海
、
全
国
の
市
長
会
に
お

い
て
、
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
総
合
的
ま
ち

づ
く
り
と
連
携
し
て

　
2
0
3
0
年
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は

多
く
な
い
。
市
民
の
積
極
的
参
加
を
図

り
、
地
元
企
業
が
省
エ
ネ
対
策
や
再
エ

ネ
導
入
で
仕
事
を
受
注
し
、
雇
用
が
増

え
る
よ
う
に
協
力
や
支
援
の
体
制
を
。

◆
環
境
部
長

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
地
域
脱
炭

素
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
最
大
限
導
入
の
た
め
の
計
画
づ

く
り
に
着
手
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
は
　
市
民
の
理

解
と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
必
要

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
現
行
の
保

険
証
廃
止
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
多
く

の
市
民
に
対
す
る
対
策
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
定
め
ら
れ
た
法
令
等
を
遵
守
し
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

②
個
人
情
報
の
確
実
な
保
護
に
つ
い
て

　
市
の
業
務
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
全
性
と
利
便
性
の
両
立
を
追
求
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築
が
必
要

と
な
る
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員

７　番
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愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学
舎 「
淑
友

館
」
の
取
得
に
つ
い
て

①
９
月
定
例
会
最
終
日
本
会
議
で
可
決

さ
れ
た 

「
愛
知
淑
徳
学
園
飛
騨
林
間
学

舎
淑
友
館
の
取
得
に
対
す
る
決
議
」
を

受
け
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た

の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
愛
知
淑
徳
学
園
へ
の
譲
受
に
係
る
回

答
期
限
延
伸
の
申
し
出
、
議
会
へ
の
再

説
明
内
容
、
公
募
の
実
施
要
領
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。
決
議
の
内
容
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
対
応
を
進
め

た
い
。

②
淑
友
館
を
取
得
し
た
場
合
、
将
来
の

負
担
と
し
て
想
定
さ
れ
る
施
設
解
体
費

用
の
算
定
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◆
小
坂
振
興
事
務
所
長

　
市
発
注
の
同
規
模
、
同
構
造
の
工
事

実
績
か
ら
算
出
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
附
属
構
造
物
の
解
体
費
等
の
概

算
工
事
費
は
約
１
億
円
と
試
算
し
て
い

る
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
を
活
用
し
た

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校

給
食
費
や
教
材
費
等
に
係
る
通
知
を
デ

ジ
タ
ル
で
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

を
依
頼
し
た
が
、
x
I
D
ア
プ
リ
登
録

済
者
の
状
況
と
登
録
す
る
利
点
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
で
全
体
74
％
の
方

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
就
学
援
助
の
決
定
通
知
、
子
育
て
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
通
知
、
給
食
費

の
決
定
通
知
、
保
育
料
決
定
通
知
、
乳

幼
児
健
診
の
案
内
な
ど
20
件
以
上
を
デ

ジ
タ
ル
で
通
知
し
て
い
る
。

　
来
庁
す
る
こ
と
な
く
、
申
請
か
ら
通

知
を
受
け
取
る
ま
で
自
身
の
ス
マ
ホ
で

で
き
、
不
在
時
に
受
け
取
れ
な
い
通
知

物
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

②
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
一
人

当
た
り
１
万
円
分
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
を

給
付
す
る 

「
子
育
て
世
帯
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業
」
へ
の
給
付
申
請
者
の
状

況
は
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
届
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
12
月
11
日
現
在
の
給
付
申
請
者
は
対

象
世
帯
の
約
60 

・
５
％
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
々

に
対
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送

付
や
申
請
支
援
窓
口
の
開
設
を
行
う
ほ

か
、
専
用
ア
プ
リ
で
の
再
通
知
や
市
民

メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
も
行
い
、
多
く

の
方
々
に
給
付
金
が
早
期
に
届
く
よ
う

努
め
て
い
く
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を

①
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
導
入
す
る
自

治
体
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
市
と
し
て

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
対
す
る
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
学
校
給
食
の
食
材
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
食
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

②
今
後
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
推
進
に

向
け
た
予
算
の
確
保 

・
拡
充
の
考
え

は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
令
和
５
年
度
は
地
産
地
消
推
進
事
業

に
よ
り
有
機
ト
マ
ト
を
購
入
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
も
地
産
地
消
の
推
進

に
向
け
て
予
算
要
求
し
て
い
る
。

③
有
機
農
業
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

む「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
創
出

に
向
け
た
考
え
は
。

◆
農
林
部
長

　
ま
ず
は
有
機
農
業
に
対
す
る
農
業

者
、
地
域
、
消
費
者
の
理
解
と
食
育
な

ど
を
通
し
た
意
識
の
醸
成
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
の
管
理
に

つ
い
て

①
馬
瀬
地
域
で
指
定
さ
れ
て
い
る「
馬

瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
」
を
守
る
た

め
の
活
動
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
減
農
薬
や
有
機
栽
培
に
よ
る
農
業

や
、
河
川
お
よ
び
河
川
周
辺
の
環
境
整

備
や
美
化
活
動
な
ど
に
地
域
住
民
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
地
域
挙
げ
て
の
高
い

意
識
に
よ
り
、
馬
瀬
川
流
域
の
水
質
や

美
し
い
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

②
馬
瀬
川
渓
流
魚
付
き
保
全
林
連
絡
会

議
の
開
催
状
況
は
。

◆
馬
瀬
振
興
事
務
所
長

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
令
和
２

年
４
月
の
開
催
を
最
後
に
連
絡
調
整
会

議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
関

係
諸
団
体
と
相
談
し
、
取
り
組
み
を
再

開
し
て
い
き
た
い
。

河
川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
対
策
に

つ
い
て

　
台
風
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
、
河

川
に
隣
接
す
る
山
林
の
崩
壊
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
、
復
旧
の
計
画
と
今

後
の
対
応
策
は
。

◆
建
設
部
長

　
護
岸
工
事
は
人
家
付
近
を
優
先
に
行

わ
れ
る
た
め
、
保
全
対
象
が
間
近
に
な

い
護
岸
整
備
は
進
捗
し
て
い
な
い
。
状

況
を
注
視
し
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

に
対
し
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
。

◆
農
林
部
理
事

　
県
が
行
う
治
山
事
業
は
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
は
、
緊
急
性
や
費
用
対
効
果

の
高
い
箇
所
し
か
事
業
化
さ
れ
て
い
な

い
。
対
策
が
必
要
で
事
業
化
が
見
込
め

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
県
に

対
し
て
事
業
の
実
施
を
要
望
し
、
予
算

確
保
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

６　番
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フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

　
昨
年
度
、
全
国
で
不
登
校
の
小
中
学

生
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
市
で
の
現

状
と
そ
の
受
け
皿
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
の
運
営
状
況
は
。
ま
た
、
不
登
校

の
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
学
べ
て
い
る

か
、
ど
の
よ
う
に
目
配
り
さ
れ
て
い
る

か
。

◆
教
育
長

　
令
和
４
年
度
の
１
０
０
０
人
当
た
り

の
不
登
校
者
数
は
、国
は
小
学
校
17
人
、

中
学
校
59 

・
８
人
。
県
は
小
学
校
18 

・

６
人
、
中
学
校
62 

・
５
人
。
下
呂
市
は

小
学
校
６ 

・
８
人
、
中
学
校
35
人
で
あ

り
、
割
合
は
少
な
い
が
、
国
や
県
と
同

様
に
増
加
し
て
お
り
、
校
長
会
と
共
に

対
策
を
練
っ
て
い
る
。

　
学
校
以
外
の
支
援
策
と
し
て
、
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
は
な
い
が
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
を
設
置
し
て
お
り
、

運
営
状
況
は
11
月
末
現
在
で
来
所
相
談

は
１
２
９
件
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
相
談

を
含
め
る
と
２
８
６
件
、
昨
年
度
と
比

べ
、
来
所
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
と
も
に
わ
ず
か

に
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
の
中
に
も
、
国
が
進
め

る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
校

内
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

「
ふ
ら
っ
と
」
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
目
配
り
さ
れ
、
き
ち
ん
と
学

べ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
学

び
の
保
障
を
行
っ
て
い
る
。

主
要
地
方
道
下
呂
小
坂
線
の
安
全
安
心

対
策
に
つ
い
て

①
萩
原
町
跡
津 

・
西
上
田
間
で
は
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
よ
り
沿
道
の

立
木
が
伐
採
さ
れ
、
道
路
が
明
る
く
な

り
好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
、
改
良
計

画
の
予
定
は
。

◆
建
設
部
長

　
こ
の
区
間
は
幅
員
が
狭
く
２
車
線
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
市

と
し
て
も
改
良
を
要
望
し
て
い
る
が
、

現
時
点
で
は
改
良
計
画
は
決
定
し
て
お

ら
ず
、伐
採
さ
れ
た
区
間
に
お
い
て
も
、

拡
幅
計
画
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

②
萩
原
町
羽
根
地
内
を
素
通
り
す
る
車

両
を
、
飛
騨
川
大
橋
交
差
点
と
浅
水
大

橋
交
差
点
で
の
街
頭
指
導
や
関
係
各
機

関 

・
事
業
所
へ
の
協
力
要
請
に
よ
っ

て
、
国
道
41
号
へ
迂
回
す
る
交
通
社
会

実
験
の
実
施
に
よ
り
、
交
通
弱
者
の
安

全
安
心
を
確
保
で
き
な
い
か
問
う
。

◆
総
務
部
長

　
提
案
が
実
施
で
き
る
か
は
、
県
道
で

も
あ
り
、通
行
者
の
都
合
も
あ
る
た
め
、

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
る
。

３　番
飯塚英夫議員
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人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て

①
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
労
働

力
不
足
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
に
お
け
る
状
況
と
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
本
市
の
生
産
年
齢
人
口
は
、
令
和
２

年
の
国
勢
調
査
で
1
万
5
0
5
1
人
、

国
立
社
会
保
障 

・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
る
と
、
2
0
4
0
年
に
は

8
4
1
8
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
雇
用
が
厳
し
い
事
業
所
で

は
今
後
、
事
業
縮
小
や
労
働
環
境
の
悪

化
も
懸
念
さ
れ
る
。

②
看
護
職 

・
介
護
職 

・
保
育
職
の
人

材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
平
成
22
年
か
ら
の 

「
看
護
師
等
修
学

資
金
貸
与
制
度
」
を
利
用
し
て
看
護
師

に
な
ら
れ
た
方
は
、
現
在
87
名
。
看
護

師
の
確
保
に
お
い
て
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
検
証
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
、
奨

励
金
の
支
給
や
家
賃
補
助
な
ど
、
令
和

５
年
度
か
ら
内
容
を
大
き
く
充
実
さ
せ

て
い
る
。
保
育
士
は
、
保
育
現
場
の
要

請
に
早
急
に
対
応
で
き
る
人
材
確
保
と

処
遇
改
善
を
実
施
し
て
き
た
。

若
者
の
定
住
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

　
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
へ
の
手

厚
い
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
市
内
全
小
中
学
校
区
で
の
地
域
学
校

協
働
活
動
を
推
進
し
、
地
域
と
子
ど
も

た
ち
が
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
地
域

の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

◆
教
育
長

　
学
校 

・
地
域 

・
家
庭
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
心

に
火
を
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
、
若
者
の
定
着
に
向
け
た

支
援
と
考
え
る
。

農
地 

・
農
家
の
確
保
に
つ
い
て

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
農
業

が
衰
退
傾
向
で
あ
り
、
今
後
、
食
料
自

給
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
農
業
経
営
安
定

対
策
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。
市

と
し
て
の
対
策
の
方
向
性
は
。

◆
農
林
部
長

　
担
い
手
に
農
地
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
軸

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
深
刻
化
す
る
農
家
の
高
齢

化
と
人
手
不
足
に
対
し
、
対
策
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

　
将
来
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
よ

う
な
助
成
制
度
の
拡
充 

・
創
設
な
ど
も

検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
農
業
政

策
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い
。

10　番
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市
内
公
設
公
園
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー

ル
に
つ
い
て

　
公
園
利
用
の
際
の
注
意
事
項
、
ル
ー

ル
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
管
理
の
あ
り
方
な
ど
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
下
呂
市
公
園
整
備
計
画

で
選
定
さ
れ
て
い
る
拠
点
公
園
５
カ
所

に
お
け
る
公
園
の
管
理
や
基
本
的
な
利

用
ル
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
る
。

下
呂
駅
周
辺
お
よ
び
下
呂
温
泉
街
に
お

け
る
駐
車
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

①「
旧
下
呂
温
泉
病
院
本
館
棟
跡
地
」

の
活
用
方
法
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
有
料
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
つ

つ
、
観
光
客
数
の
増
大
も
想
定
し
た
周

辺
駐
車
場
の
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

②「
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討

事
業
」
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
周
辺
の
現
地
測
量
お
よ
び
交
通
量
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
委
託

事
業
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
３
月
中
旬
を
め

ど
に
、
複
数
の
提
案
を
併
記
し
た
整
備

方
針
素
案 

（
概
算
事
業
費
含
む
）
が
報

告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

③
駐
車
場
、
バ
イ
ク
専
用
駐
車
場
、
市

内
観
光
案
内
看
板
等
の
整
備
方
針
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
駐
車
場
整
備
は
急
務
で
あ
り
、
適
切

な
立
地
に
お
い
て
必
要
な
規
模
の
整
備

を
し
た
い
。
看
板
等
整
備
は
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る 

「
歴
史
的
資
源
を
活
用

し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
」の
中
で
、

住
民
の
合
意
の
下
、
一
定
の
景
観
ル
ー

ル
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

と
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
ド
イ
ツ
で
治
療
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る 

「
気
候
性
地
形
療
法
」
を
日
本
の

環
境
に
適
合
さ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
こ

と
で
、
認
定
さ
れ
た
専
門
コ
ー
ス
に
お

い
て
専
門
ガ
イ
ド
の
指
導
の
下
、
よ
り

運
動
効
果
を
高
め
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

②
今
後
の
取
り
組
み
の
詳
細
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
令
和
４
年
に
受
賞
し
た 

「
ク
ア
オ
ル

ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
」
優

秀
賞
の
副
賞
と
し
て
、
ク
ア
オ
ル
ト
研

究
所
に
お
い
て
２
つ
の
専
門
コ
ー
ス
が

認
定
さ
れ
る
。
令
和
５
年
度
中
に
整
備

を
行
い
、
令
和
６
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

２　番
田口琢弥議員

少
子
高
齢
化
の
現
状
と
今
後
の
予
測
に

対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
ど
も

園
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
か
。

◆
福
祉
部
長

　
体
調
不
良
児
対
応
型
病
児
保
育
の
実

施
、
保
護
者
等
へ
配
信
で
き
る
保
育
園

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
通
園
バ
ス
の
置
き

去
り
防
止
警
報
装
置
の
設
置
の
ほ
か
、

保
育
士
に
対
す
る
研
修
や
安
心
安
全
な

保
育
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
徹
底

し
て
き
た
。

②
こ
れ
ま
で
も
少
子
化
に
対
応
し
た
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
異

次
元
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
環
境
の

整
備
、
女
性
が
働
く
比
率
の
高
い
保
育

士 

・
看
護
師 

・
介
護
福
祉
士
の
職
場

環
境
改
善
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

益
田
清
風
高
校
と
下
呂
市
の
連
携
交
流

に
つ
い
て

①
現
状
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
今
年
度
よ
り
中
学
校
長
会
へ
益
田
清

風
高
等
学
校
長
が
参
加
さ
れ
、
中
高
の

連
携
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け

て
い
る
。

②
地
元
就
職
者
の
確
保
と
進
学
か
ら
の

Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
に
結
び
付
け
る
た

め
、
高
校
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
事
業
所
が
選
択
肢
と
な
る
よ

う
、
就
職
希
望
者
に
限
ら
ず
、
進
学
希

望
者
に
も
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
開
催
方
法
や
開
催

時
期
な
ど
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
５
年
度
か
ら
益
田
清
風
高
校
生

に
、
市
役
所
の
業
務
内
容
や
魅
力
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
取
り
組
み
を
協
力
し
て
実
施
し

て
い
る
。

市
内
に
暮
ら
す
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

が
、
人
生
の
終
焉 （
し
ゅ
う
え
ん
）
を

迎
え
る
際
の
支
援
に
つ
い
て

　
終
焉
に
際
し
て
、
市
と
し
て
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

◆
福
祉
部
長

　
終
活 

（
人
生
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考

え
る
活
動
）
に
関
連
す
る
総
合
的
な
相

談
窓
口
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
受
け
た
い
医
療
や
介
護
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
共
有
す
る 

「
ア
ド
バ
ン

ス ・
ケ
ア 

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
A
C
P
）」

や
、
人
生
の
終
焉
に
備
え
て
書
き
留
め

て
お
く 

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

普
及
に
つ
い
て
予
算
化
に
向
け
作
業
を

進
め
て
い
る
。

５　番
田中喜登議員

重
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

　
令
和
６
年
か
ら
６
年
間
で
国
保
税
の

県
内
統
一
化
を
目
標
と
し
て
、
県
が
示

す
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
下
呂
市
の

保
険
税
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
市
は

自
治
権
を
発
揮
し
、
医
療
環
境
や
地
理

的
条
件
な
ど
の
実
情
に
沿
っ
て
、
国
保

基
金
５
億
円
余
を
活
用
し
た
負
担
軽
減

を
図
る
べ
き
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
子
ど
も

の
均
等
割
無
料
化
を
第
１
子 

・
第
２
子

に
も
拡
大
を
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
被
保
険
者
へ
の
急
激
な
増
額
に
な
ら

な
い
よ
う
、
毎
年
国
保
税
の
算
定
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
国
保
基
金
を
活
用

し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
現
行

の
軽
減
措
置
以
外
の
計
画
は
な
い
が
、

現
制
度
を
適
切
に
運
用
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た

い
。

家
族
介
護
を
支
え
る
た
め
に

　
介
護
の
人
材
不
足
は
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ず
、家
族
介
護
の
負
担
が
増
え
、

介
護
離
職
の
問
題
も
出
て
お
り
、
家
族

介
護
を
も
っ
と
支
え
る
必
要
が
あ
る
。

①
現
行
の
在
宅
介
護
支
援
券
の
交
付
対

象
者
の
拡
大
、
介
護
者
慰
労
品
な
ど
適

用
品
目
の
拡
大
を
。

◆
福
祉
部
長

　
適
用
品
目
の
拡
大
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
検

討
を
進
め
て
い
る
が
、
交
付
対
象
者
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
給
付
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

②
介
護
離
職
防
止
の
た
め
に
、
土
日
相

談
な
ど
の
思
い
切
っ
た
改
善
を
。

◆
福
祉
部
長

　
総
合
相
談
事
業
と
し
て
、
現
在
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
高
齢
者
の

介
護
や
権
利
擁
護
な
ど
、
高
齢
者
の
生

活
全
般
に
関
す
る
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
介
護
離
職
防
止
に
特

化
し
て
お
ら
ず
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
な
ど
と

併
せ
て
、
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

③
独
居
高
齢
者
や
老
々
介
護
世
帯
へ
の

見
守
り
体
制
の
充
実
で
、
一
人
も
取
り

残
さ
な
い
地
域
社
会
に
。

◆
福
祉
部
長

　
各
地
域
の
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
に

よ
る
見
守
り
、
見
守
り
配
食
事
業
、
見

守
り
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通

報
装
置
運
営
事
業
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て

①
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
労
働

力
不
足
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
に
お
け
る
状
況
と
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
本
市
の
生
産
年
齢
人
口
は
、
令
和
２

年
の
国
勢
調
査
で
1
万
5
0
5
1
人
、

国
立
社
会
保
障 

・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
る
と
、
2
0
4
0
年
に
は

8
4
1
8
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
雇
用
が
厳
し
い
事
業
所
で

は
今
後
、
事
業
縮
小
や
労
働
環
境
の
悪

化
も
懸
念
さ
れ
る
。

②
看
護
職 

・
介
護
職 

・
保
育
職
の
人

材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
平
成
22
年
か
ら
の 

「
看
護
師
等
修
学

資
金
貸
与
制
度
」
を
利
用
し
て
看
護
師

に
な
ら
れ
た
方
は
、
現
在
87
名
。
看
護

師
の
確
保
に
お
い
て
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
検
証
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
、
奨

励
金
の
支
給
や
家
賃
補
助
な
ど
、
令
和

５
年
度
か
ら
内
容
を
大
き
く
充
実
さ
せ

て
い
る
。
保
育
士
は
、
保
育
現
場
の
要

請
に
早
急
に
対
応
で
き
る
人
材
確
保
と

処
遇
改
善
を
実
施
し
て
き
た
。

若
者
の
定
住
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

　
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
へ
の
手

厚
い
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
市
内
全
小
中
学
校
区
で
の
地
域
学
校

協
働
活
動
を
推
進
し
、
地
域
と
子
ど
も

た
ち
が
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
地
域

の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

◆
教
育
長

　
学
校 

・
地
域 

・
家
庭
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
心

に
火
を
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
、
若
者
の
定
着
に
向
け
た

支
援
と
考
え
る
。

農
地 

・
農
家
の
確
保
に
つ
い
て

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
農
業

が
衰
退
傾
向
で
あ
り
、
今
後
、
食
料
自

給
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
農
業
経
営
安
定

対
策
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。
市

と
し
て
の
対
策
の
方
向
性
は
。

◆
農
林
部
長

　
担
い
手
に
農
地
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
軸

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
深
刻
化
す
る
農
家
の
高
齢

化
と
人
手
不
足
に
対
し
、
対
策
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

　
将
来
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
よ

う
な
助
成
制
度
の
拡
充 

・
創
設
な
ど
も

検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
農
業
政

策
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い
。

10　番
伊藤嚴悟議員

市
内
公
設
公
園
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー

ル
に
つ
い
て

　
公
園
利
用
の
際
の
注
意
事
項
、
ル
ー

ル
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
管
理
の
あ
り
方
な
ど
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
下
呂
市
公
園
整
備
計
画

で
選
定
さ
れ
て
い
る
拠
点
公
園
５
カ
所

に
お
け
る
公
園
の
管
理
や
基
本
的
な
利

用
ル
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
る
。

下
呂
駅
周
辺
お
よ
び
下
呂
温
泉
街
に
お

け
る
駐
車
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

①「
旧
下
呂
温
泉
病
院
本
館
棟
跡
地
」

の
活
用
方
法
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
有
料
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
つ

つ
、
観
光
客
数
の
増
大
も
想
定
し
た
周

辺
駐
車
場
の
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

②「
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討

事
業
」
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
周
辺
の
現
地
測
量
お
よ
び
交
通
量
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
委
託

事
業
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
３
月
中
旬
を
め

ど
に
、
複
数
の
提
案
を
併
記
し
た
整
備

方
針
素
案 

（
概
算
事
業
費
含
む
）
が
報

告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

③
駐
車
場
、
バ
イ
ク
専
用
駐
車
場
、
市

内
観
光
案
内
看
板
等
の
整
備
方
針
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
駐
車
場
整
備
は
急
務
で
あ
り
、
適
切

な
立
地
に
お
い
て
必
要
な
規
模
の
整
備

を
し
た
い
。
看
板
等
整
備
は
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る 

「
歴
史
的
資
源
を
活
用

し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
」の
中
で
、

住
民
の
合
意
の
下
、
一
定
の
景
観
ル
ー

ル
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

と
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
ド
イ
ツ
で
治
療
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る 

「
気
候
性
地
形
療
法
」
を
日
本
の

環
境
に
適
合
さ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
こ

と
で
、
認
定
さ
れ
た
専
門
コ
ー
ス
に
お

い
て
専
門
ガ
イ
ド
の
指
導
の
下
、
よ
り

運
動
効
果
を
高
め
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

②
今
後
の
取
り
組
み
の
詳
細
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
令
和
４
年
に
受
賞
し
た 

「
ク
ア
オ
ル

ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
」
優

秀
賞
の
副
賞
と
し
て
、
ク
ア
オ
ル
ト
研

究
所
に
お
い
て
２
つ
の
専
門
コ
ー
ス
が

認
定
さ
れ
る
。
令
和
５
年
度
中
に
整
備

を
行
い
、
令
和
６
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

２　番
田口琢弥議員

少
子
高
齢
化
の
現
状
と
今
後
の
予
測
に

対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
ど
も

園
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
か
。

◆
福
祉
部
長

　
体
調
不
良
児
対
応
型
病
児
保
育
の
実

施
、
保
護
者
等
へ
配
信
で
き
る
保
育
園

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
通
園
バ
ス
の
置
き

去
り
防
止
警
報
装
置
の
設
置
の
ほ
か
、

保
育
士
に
対
す
る
研
修
や
安
心
安
全
な

保
育
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
徹
底

し
て
き
た
。

②
こ
れ
ま
で
も
少
子
化
に
対
応
し
た
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
異

次
元
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
環
境
の

整
備
、
女
性
が
働
く
比
率
の
高
い
保
育

士 

・
看
護
師 

・
介
護
福
祉
士
の
職
場

環
境
改
善
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

益
田
清
風
高
校
と
下
呂
市
の
連
携
交
流

に
つ
い
て

①
現
状
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
今
年
度
よ
り
中
学
校
長
会
へ
益
田
清

風
高
等
学
校
長
が
参
加
さ
れ
、
中
高
の

連
携
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け

て
い
る
。

②
地
元
就
職
者
の
確
保
と
進
学
か
ら
の

Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
に
結
び
付
け
る
た

め
、
高
校
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
事
業
所
が
選
択
肢
と
な
る
よ

う
、
就
職
希
望
者
に
限
ら
ず
、
進
学
希

望
者
に
も
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
開
催
方
法
や
開
催

時
期
な
ど
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
５
年
度
か
ら
益
田
清
風
高
校
生

に
、
市
役
所
の
業
務
内
容
や
魅
力
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
取
り
組
み
を
協
力
し
て
実
施
し

て
い
る
。

市
内
に
暮
ら
す
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

が
、
人
生
の
終
焉 （
し
ゅ
う
え
ん
）
を

迎
え
る
際
の
支
援
に
つ
い
て

　
終
焉
に
際
し
て
、
市
と
し
て
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

◆
福
祉
部
長

　
終
活 

（
人
生
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考

え
る
活
動
）
に
関
連
す
る
総
合
的
な
相

談
窓
口
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
受
け
た
い
医
療
や
介
護
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
共
有
す
る 

「
ア
ド
バ
ン

ス ・
ケ
ア 

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
A
C
P
）」

や
、
人
生
の
終
焉
に
備
え
て
書
き
留
め

て
お
く 

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

普
及
に
つ
い
て
予
算
化
に
向
け
作
業
を

進
め
て
い
る
。

５　番
田中喜登議員

重
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

　
令
和
６
年
か
ら
６
年
間
で
国
保
税
の

県
内
統
一
化
を
目
標
と
し
て
、
県
が
示

す
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
下
呂
市
の

保
険
税
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
市
は

自
治
権
を
発
揮
し
、
医
療
環
境
や
地
理

的
条
件
な
ど
の
実
情
に
沿
っ
て
、
国
保

基
金
５
億
円
余
を
活
用
し
た
負
担
軽
減

を
図
る
べ
き
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
子
ど
も

の
均
等
割
無
料
化
を
第
１
子 
・
第
２
子

に
も
拡
大
を
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
被
保
険
者
へ
の
急
激
な
増
額
に
な
ら

な
い
よ
う
、
毎
年
国
保
税
の
算
定
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
国
保
基
金
を
活
用

し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
現
行

の
軽
減
措
置
以
外
の
計
画
は
な
い
が
、

現
制
度
を
適
切
に
運
用
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た

い
。

家
族
介
護
を
支
え
る
た
め
に

　
介
護
の
人
材
不
足
は
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ず
、家
族
介
護
の
負
担
が
増
え
、

介
護
離
職
の
問
題
も
出
て
お
り
、
家
族

介
護
を
も
っ
と
支
え
る
必
要
が
あ
る
。

①
現
行
の
在
宅
介
護
支
援
券
の
交
付
対

象
者
の
拡
大
、
介
護
者
慰
労
品
な
ど
適

用
品
目
の
拡
大
を
。

◆
福
祉
部
長

　
適
用
品
目
の
拡
大
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
検

討
を
進
め
て
い
る
が
、
交
付
対
象
者
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
給
付
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

②
介
護
離
職
防
止
の
た
め
に
、
土
日
相

談
な
ど
の
思
い
切
っ
た
改
善
を
。

◆
福
祉
部
長

　
総
合
相
談
事
業
と
し
て
、
現
在
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
高
齢
者
の

介
護
や
権
利
擁
護
な
ど
、
高
齢
者
の
生

活
全
般
に
関
す
る
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
介
護
離
職
防
止
に
特

化
し
て
お
ら
ず
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
な
ど
と

併
せ
て
、
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

③
独
居
高
齢
者
や
老
々
介
護
世
帯
へ
の

見
守
り
体
制
の
充
実
で
、
一
人
も
取
り

残
さ
な
い
地
域
社
会
に
。

◆
福
祉
部
長

　
各
地
域
の
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
に

よ
る
見
守
り
、
見
守
り
配
食
事
業
、
見

守
り
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通

報
装
置
運
営
事
業
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

12 番　（日本共産党）
吾郷孝枝議員



GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

10下呂市議会だより11 下呂市議会だより

人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て

①
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
労
働

力
不
足
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
に
お
け
る
状
況
と
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
本
市
の
生
産
年
齢
人
口
は
、
令
和
２

年
の
国
勢
調
査
で
1
万
5
0
5
1
人
、

国
立
社
会
保
障 

・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
る
と
、
2
0
4
0
年
に
は

8
4
1
8
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
雇
用
が
厳
し
い
事
業
所
で

は
今
後
、
事
業
縮
小
や
労
働
環
境
の
悪

化
も
懸
念
さ
れ
る
。

②
看
護
職 

・
介
護
職 

・
保
育
職
の
人

材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
平
成
22
年
か
ら
の 

「
看
護
師
等
修
学

資
金
貸
与
制
度
」
を
利
用
し
て
看
護
師

に
な
ら
れ
た
方
は
、
現
在
87
名
。
看
護

師
の
確
保
に
お
い
て
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
検
証
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
、
奨

励
金
の
支
給
や
家
賃
補
助
な
ど
、
令
和

５
年
度
か
ら
内
容
を
大
き
く
充
実
さ
せ

て
い
る
。
保
育
士
は
、
保
育
現
場
の
要

請
に
早
急
に
対
応
で
き
る
人
材
確
保
と

処
遇
改
善
を
実
施
し
て
き
た
。

若
者
の
定
住
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

　
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
へ
の
手

厚
い
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
市
内
全
小
中
学
校
区
で
の
地
域
学
校

協
働
活
動
を
推
進
し
、
地
域
と
子
ど
も

た
ち
が
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
地
域

の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

◆
教
育
長

　
学
校 

・
地
域 

・
家
庭
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
心

に
火
を
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
、
若
者
の
定
着
に
向
け
た

支
援
と
考
え
る
。

農
地 

・
農
家
の
確
保
に
つ
い
て

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
農
業

が
衰
退
傾
向
で
あ
り
、
今
後
、
食
料
自

給
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
農
業
経
営
安
定

対
策
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。
市

と
し
て
の
対
策
の
方
向
性
は
。

◆
農
林
部
長

　
担
い
手
に
農
地
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
軸

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
深
刻
化
す
る
農
家
の
高
齢

化
と
人
手
不
足
に
対
し
、
対
策
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

　
将
来
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
よ

う
な
助
成
制
度
の
拡
充 

・
創
設
な
ど
も

検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
農
業
政

策
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い
。

10　番
伊藤嚴悟議員

市
内
公
設
公
園
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー

ル
に
つ
い
て

　
公
園
利
用
の
際
の
注
意
事
項
、
ル
ー

ル
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
管
理
の
あ
り
方
な
ど
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
下
呂
市
公
園
整
備
計
画

で
選
定
さ
れ
て
い
る
拠
点
公
園
５
カ
所

に
お
け
る
公
園
の
管
理
や
基
本
的
な
利

用
ル
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
る
。

下
呂
駅
周
辺
お
よ
び
下
呂
温
泉
街
に
お

け
る
駐
車
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

①「
旧
下
呂
温
泉
病
院
本
館
棟
跡
地
」

の
活
用
方
法
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
有
料
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
つ

つ
、
観
光
客
数
の
増
大
も
想
定
し
た
周

辺
駐
車
場
の
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

②「
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討

事
業
」
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
周
辺
の
現
地
測
量
お
よ
び
交
通
量
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
委
託

事
業
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
３
月
中
旬
を
め

ど
に
、
複
数
の
提
案
を
併
記
し
た
整
備

方
針
素
案 

（
概
算
事
業
費
含
む
）
が
報

告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

③
駐
車
場
、
バ
イ
ク
専
用
駐
車
場
、
市

内
観
光
案
内
看
板
等
の
整
備
方
針
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
駐
車
場
整
備
は
急
務
で
あ
り
、
適
切

な
立
地
に
お
い
て
必
要
な
規
模
の
整
備

を
し
た
い
。
看
板
等
整
備
は
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る 

「
歴
史
的
資
源
を
活
用

し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
」の
中
で
、

住
民
の
合
意
の
下
、
一
定
の
景
観
ル
ー

ル
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

と
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
ド
イ
ツ
で
治
療
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る 

「
気
候
性
地
形
療
法
」
を
日
本
の

環
境
に
適
合
さ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
こ

と
で
、
認
定
さ
れ
た
専
門
コ
ー
ス
に
お

い
て
専
門
ガ
イ
ド
の
指
導
の
下
、
よ
り

運
動
効
果
を
高
め
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

②
今
後
の
取
り
組
み
の
詳
細
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
令
和
４
年
に
受
賞
し
た 

「
ク
ア
オ
ル

ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
」
優

秀
賞
の
副
賞
と
し
て
、
ク
ア
オ
ル
ト
研

究
所
に
お
い
て
２
つ
の
専
門
コ
ー
ス
が

認
定
さ
れ
る
。
令
和
５
年
度
中
に
整
備

を
行
い
、
令
和
６
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

２　番
田口琢弥議員

少
子
高
齢
化
の
現
状
と
今
後
の
予
測
に

対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
ど
も

園
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
か
。

◆
福
祉
部
長

　
体
調
不
良
児
対
応
型
病
児
保
育
の
実

施
、
保
護
者
等
へ
配
信
で
き
る
保
育
園

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
通
園
バ
ス
の
置
き

去
り
防
止
警
報
装
置
の
設
置
の
ほ
か
、

保
育
士
に
対
す
る
研
修
や
安
心
安
全
な

保
育
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
徹
底

し
て
き
た
。

②
こ
れ
ま
で
も
少
子
化
に
対
応
し
た
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
異

次
元
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
環
境
の

整
備
、
女
性
が
働
く
比
率
の
高
い
保
育

士 

・
看
護
師 

・
介
護
福
祉
士
の
職
場

環
境
改
善
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

益
田
清
風
高
校
と
下
呂
市
の
連
携
交
流

に
つ
い
て

①
現
状
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
今
年
度
よ
り
中
学
校
長
会
へ
益
田
清

風
高
等
学
校
長
が
参
加
さ
れ
、
中
高
の

連
携
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け

て
い
る
。

②
地
元
就
職
者
の
確
保
と
進
学
か
ら
の

Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
に
結
び
付
け
る
た

め
、
高
校
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
事
業
所
が
選
択
肢
と
な
る
よ

う
、
就
職
希
望
者
に
限
ら
ず
、
進
学
希

望
者
に
も
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
開
催
方
法
や
開
催

時
期
な
ど
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
５
年
度
か
ら
益
田
清
風
高
校
生

に
、
市
役
所
の
業
務
内
容
や
魅
力
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
取
り
組
み
を
協
力
し
て
実
施
し

て
い
る
。

市
内
に
暮
ら
す
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

が
、
人
生
の
終
焉 （
し
ゅ
う
え
ん
）
を

迎
え
る
際
の
支
援
に
つ
い
て

　
終
焉
に
際
し
て
、
市
と
し
て
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

◆
福
祉
部
長

　
終
活 

（
人
生
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考

え
る
活
動
）
に
関
連
す
る
総
合
的
な
相

談
窓
口
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
受
け
た
い
医
療
や
介
護
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
共
有
す
る 

「
ア
ド
バ
ン

ス ・
ケ
ア 

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
A
C
P
）」

や
、
人
生
の
終
焉
に
備
え
て
書
き
留
め

て
お
く 

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

普
及
に
つ
い
て
予
算
化
に
向
け
作
業
を

進
め
て
い
る
。

５　番
田中喜登議員

重
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

　
令
和
６
年
か
ら
６
年
間
で
国
保
税
の

県
内
統
一
化
を
目
標
と
し
て
、
県
が
示

す
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
下
呂
市
の

保
険
税
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
市
は

自
治
権
を
発
揮
し
、
医
療
環
境
や
地
理

的
条
件
な
ど
の
実
情
に
沿
っ
て
、
国
保

基
金
５
億
円
余
を
活
用
し
た
負
担
軽
減

を
図
る
べ
き
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
子
ど
も

の
均
等
割
無
料
化
を
第
１
子 

・
第
２
子

に
も
拡
大
を
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
被
保
険
者
へ
の
急
激
な
増
額
に
な
ら

な
い
よ
う
、
毎
年
国
保
税
の
算
定
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
国
保
基
金
を
活
用

し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
現
行

の
軽
減
措
置
以
外
の
計
画
は
な
い
が
、

現
制
度
を
適
切
に
運
用
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た

い
。

家
族
介
護
を
支
え
る
た
め
に

　
介
護
の
人
材
不
足
は
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ず
、家
族
介
護
の
負
担
が
増
え
、

介
護
離
職
の
問
題
も
出
て
お
り
、
家
族

介
護
を
も
っ
と
支
え
る
必
要
が
あ
る
。

①
現
行
の
在
宅
介
護
支
援
券
の
交
付
対

象
者
の
拡
大
、
介
護
者
慰
労
品
な
ど
適

用
品
目
の
拡
大
を
。

◆
福
祉
部
長

　
適
用
品
目
の
拡
大
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
検

討
を
進
め
て
い
る
が
、
交
付
対
象
者
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
給
付
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

②
介
護
離
職
防
止
の
た
め
に
、
土
日
相

談
な
ど
の
思
い
切
っ
た
改
善
を
。

◆
福
祉
部
長

　
総
合
相
談
事
業
と
し
て
、
現
在
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
高
齢
者
の

介
護
や
権
利
擁
護
な
ど
、
高
齢
者
の
生

活
全
般
に
関
す
る
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
介
護
離
職
防
止
に
特

化
し
て
お
ら
ず
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
な
ど
と

併
せ
て
、
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

③
独
居
高
齢
者
や
老
々
介
護
世
帯
へ
の

見
守
り
体
制
の
充
実
で
、
一
人
も
取
り

残
さ
な
い
地
域
社
会
に
。

◆
福
祉
部
長

　
各
地
域
の
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
に

よ
る
見
守
り
、
見
守
り
配
食
事
業
、
見

守
り
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通

報
装
置
運
営
事
業
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て

①
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
労
働

力
不
足
が
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
に
お
け
る
状
況
と
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
本
市
の
生
産
年
齢
人
口
は
、
令
和
２

年
の
国
勢
調
査
で
1
万
5
0
5
1
人
、

国
立
社
会
保
障 

・
人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
に
よ
る
と
、
2
0
4
0
年
に
は

8
4
1
8
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
雇
用
が
厳
し
い
事
業
所
で

は
今
後
、
事
業
縮
小
や
労
働
環
境
の
悪

化
も
懸
念
さ
れ
る
。

②
看
護
職 

・
介
護
職 

・
保
育
職
の
人

材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
平
成
22
年
か
ら
の 

「
看
護
師
等
修
学

資
金
貸
与
制
度
」
を
利
用
し
て
看
護
師

に
な
ら
れ
た
方
は
、
現
在
87
名
。
看
護

師
の
確
保
に
お
い
て
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
検
証
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
、
奨

励
金
の
支
給
や
家
賃
補
助
な
ど
、
令
和

５
年
度
か
ら
内
容
を
大
き
く
充
実
さ
せ

て
い
る
。
保
育
士
は
、
保
育
現
場
の
要

請
に
早
急
に
対
応
で
き
る
人
材
確
保
と

処
遇
改
善
を
実
施
し
て
き
た
。

若
者
の
定
住
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

　
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
へ
の
手

厚
い
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

取
り
組
み
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
市
内
全
小
中
学
校
区
で
の
地
域
学
校

協
働
活
動
を
推
進
し
、
地
域
と
子
ど
も

た
ち
が
つ
な
が
り
合
う
こ
と
で
、
地
域

の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

◆
教
育
長

　
学
校 

・
地
域 

・
家
庭
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
心

に
火
を
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
学
校
教

育
や
社
会
教
育
の
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
、
若
者
の
定
着
に
向
け
た

支
援
と
考
え
る
。

農
地 

・
農
家
の
確
保
に
つ
い
て

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
り
農
業

が
衰
退
傾
向
で
あ
り
、
今
後
、
食
料
自

給
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
農
業
経
営
安
定

対
策
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
。
市

と
し
て
の
対
策
の
方
向
性
は
。

◆
農
林
部
長

　
担
い
手
に
農
地
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
軸

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
深
刻
化
す
る
農
家
の
高
齢

化
と
人
手
不
足
に
対
し
、
対
策
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。

　
将
来
の
担
い
手
育
成
に
つ
な
が
る
よ

う
な
助
成
制
度
の
拡
充 

・
創
設
な
ど
も

検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
次
期
総
合
計

画
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
農
業
政

策
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い
。

10　番
伊藤嚴悟議員

市
内
公
設
公
園
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー

ル
に
つ
い
て

　
公
園
利
用
の
際
の
注
意
事
項
、
ル
ー

ル
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
管
理
の
あ
り
方
な
ど
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
下
呂
市
公
園
整
備
計
画

で
選
定
さ
れ
て
い
る
拠
点
公
園
５
カ
所

に
お
け
る
公
園
の
管
理
や
基
本
的
な
利

用
ル
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
る
。

下
呂
駅
周
辺
お
よ
び
下
呂
温
泉
街
に
お

け
る
駐
車
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

①「
旧
下
呂
温
泉
病
院
本
館
棟
跡
地
」

の
活
用
方
法
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
有
料
臨
時
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
つ

つ
、
観
光
客
数
の
増
大
も
想
定
し
た
周

辺
駐
車
場
の
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

②「
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討

事
業
」
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
周
辺
の
現
地
測
量
お
よ
び
交
通
量
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
委
託

事
業
者
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
３
月
中
旬
を
め

ど
に
、
複
数
の
提
案
を
併
記
し
た
整
備

方
針
素
案 

（
概
算
事
業
費
含
む
）
が
報

告
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

③
駐
車
場
、
バ
イ
ク
専
用
駐
車
場
、
市

内
観
光
案
内
看
板
等
の
整
備
方
針
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
駐
車
場
整
備
は
急
務
で
あ
り
、
適
切

な
立
地
に
お
い
て
必
要
な
規
模
の
整
備

を
し
た
い
。
看
板
等
整
備
は
、
現
在
取

り
組
ん
で
い
る 

「
歴
史
的
資
源
を
活
用

し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り
事
業
」の
中
で
、

住
民
の
合
意
の
下
、
一
定
の
景
観
ル
ー

ル
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①「
ク
ア
オ
ル
ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

と
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
ド
イ
ツ
で
治
療
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る 

「
気
候
性
地
形
療
法
」
を
日
本
の

環
境
に
適
合
さ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
こ

と
で
、
認
定
さ
れ
た
専
門
コ
ー
ス
に
お

い
て
専
門
ガ
イ
ド
の
指
導
の
下
、
よ
り

運
動
効
果
を
高
め
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

②
今
後
の
取
り
組
み
の
詳
細
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
令
和
４
年
に
受
賞
し
た 

「
ク
ア
オ
ル

ト
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
」
優

秀
賞
の
副
賞
と
し
て
、
ク
ア
オ
ル
ト
研

究
所
に
お
い
て
２
つ
の
専
門
コ
ー
ス
が

認
定
さ
れ
る
。
令
和
５
年
度
中
に
整
備

を
行
い
、
令
和
６
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

２　番
田口琢弥議員

少
子
高
齢
化
の
現
状
と
今
後
の
予
測
に

対
応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
こ
ど
も

園
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
か
。

◆
福
祉
部
長

　
体
調
不
良
児
対
応
型
病
児
保
育
の
実

施
、
保
護
者
等
へ
配
信
で
き
る
保
育
園

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
通
園
バ
ス
の
置
き

去
り
防
止
警
報
装
置
の
設
置
の
ほ
か
、

保
育
士
に
対
す
る
研
修
や
安
心
安
全
な

保
育
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
徹
底

し
て
き
た
。

②
こ
れ
ま
で
も
少
子
化
に
対
応
し
た
施

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
異

次
元
の
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
環
境
の

整
備
、
女
性
が
働
く
比
率
の
高
い
保
育

士 

・
看
護
師 

・
介
護
福
祉
士
の
職
場

環
境
改
善
な
ど
、
積
極
的
な
支
援
体
制

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

益
田
清
風
高
校
と
下
呂
市
の
連
携
交
流

に
つ
い
て

①
現
状
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
今
年
度
よ
り
中
学
校
長
会
へ
益
田
清

風
高
等
学
校
長
が
参
加
さ
れ
、
中
高
の

連
携
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
設
け

て
い
る
。

②
地
元
就
職
者
の
確
保
と
進
学
か
ら
の

Ｕ
タ
ー
ン
の
増
加
に
結
び
付
け
る
た

め
、
高
校
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
の
か
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
事
業
所
が
選
択
肢
と
な
る
よ

う
、
就
職
希
望
者
に
限
ら
ず
、
進
学
希

望
者
に
も
合
同
企
業
説
明
会
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
開
催
方
法
や
開
催

時
期
な
ど
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◆
総
務
部
長

　
令
和
５
年
度
か
ら
益
田
清
風
高
校
生

に
、
市
役
所
の
業
務
内
容
や
魅
力
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
取
り
組
み
を
協
力
し
て
実
施
し

て
い
る
。

市
内
に
暮
ら
す
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

が
、
人
生
の
終
焉 （
し
ゅ
う
え
ん
）
を

迎
え
る
際
の
支
援
に
つ
い
て

　
終
焉
に
際
し
て
、
市
と
し
て
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

◆
福
祉
部
長

　
終
活 

（
人
生
の
終
わ
り
に
つ
い
て
考

え
る
活
動
）
に
関
連
す
る
総
合
的
な
相

談
窓
口
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
受
け
た
い
医
療
や
介
護
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
共
有
す
る 

「
ア
ド
バ
ン

ス ・
ケ
ア 

・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
A
C
P
）」

や
、
人
生
の
終
焉
に
備
え
て
書
き
留
め

て
お
く 

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の

普
及
に
つ
い
て
予
算
化
に
向
け
作
業
を

進
め
て
い
る
。

５　番
田中喜登議員

重
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を

　
令
和
６
年
か
ら
６
年
間
で
国
保
税
の

県
内
統
一
化
を
目
標
と
し
て
、
県
が
示

す
標
準
保
険
料
率
を
参
考
に
下
呂
市
の

保
険
税
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
市
は

自
治
権
を
発
揮
し
、
医
療
環
境
や
地
理

的
条
件
な
ど
の
実
情
に
沿
っ
て
、
国
保

基
金
５
億
円
余
を
活
用
し
た
負
担
軽
減

を
図
る
べ
き
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
子
ど
も

の
均
等
割
無
料
化
を
第
１
子 

・
第
２
子

に
も
拡
大
を
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
被
保
険
者
へ
の
急
激
な
増
額
に
な
ら

な
い
よ
う
、
毎
年
国
保
税
の
算
定
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
国
保
基
金
を
活
用

し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
と
し
て
現
行

の
軽
減
措
置
以
外
の
計
画
は
な
い
が
、

現
制
度
を
適
切
に
運
用
し
て
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た

い
。

家
族
介
護
を
支
え
る
た
め
に

　
介
護
の
人
材
不
足
は
深
刻
さ
を
増
し

て
い
る
。
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ず
、家
族
介
護
の
負
担
が
増
え
、

介
護
離
職
の
問
題
も
出
て
お
り
、
家
族

介
護
を
も
っ
と
支
え
る
必
要
が
あ
る
。

①
現
行
の
在
宅
介
護
支
援
券
の
交
付
対

象
者
の
拡
大
、
介
護
者
慰
労
品
な
ど
適

用
品
目
の
拡
大
を
。

◆
福
祉
部
長

　
適
用
品
目
の
拡
大
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
検

討
を
進
め
て
い
る
が
、
交
付
対
象
者
の

拡
大
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
給
付
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

②
介
護
離
職
防
止
の
た
め
に
、
土
日
相

談
な
ど
の
思
い
切
っ
た
改
善
を
。

◆
福
祉
部
長

　
総
合
相
談
事
業
と
し
て
、
現
在
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
高
齢
者
の

介
護
や
権
利
擁
護
な
ど
、
高
齢
者
の
生

活
全
般
に
関
す
る
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。
た
だ
し
、
介
護
離
職
防
止
に
特

化
し
て
お
ら
ず
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
な
ど
と

併
せ
て
、
相
談
体
制
の
充
実
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

③
独
居
高
齢
者
や
老
々
介
護
世
帯
へ
の

見
守
り
体
制
の
充
実
で
、
一
人
も
取
り

残
さ
な
い
地
域
社
会
に
。

◆
福
祉
部
長

　
各
地
域
の
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
に

よ
る
見
守
り
、
見
守
り
配
食
事
業
、
見

守
り
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通

報
装
置
運
営
事
業
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

12 番　（日本共産党）
吾郷孝枝議員
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Ｊ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
店
舗
撤
退
に
つ
い
て

　
店
舗
撤
退
に
よ
る
地
域
住
民
、
消
費

者
、
民
間
事
業
者
、
市
関
連
施
設
並
び

に
流
通
に
及
ぼ
す
影
響
と
対
応
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
店
舗
の
撤
退
は
市
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民 

・
消

費
者 

・
流
通
に
非
常
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
ひ

だ
か
ら
市
に
対
し 

「
ご
理
解 

・
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
事
項
」
と
し
て
依
頼

の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
真
摯
に
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
地
域
住
民
が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
公

共
交
通
を
利
用
し
て
買
い
物
な
ど
に
出

掛
け
る
場
合
に
、
よ
り
自
宅
近
く
で
乗

降
が
で
き
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
よ

り
近
い
形
で
の
運
行
と
い
う
も
の
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
な
ど
福

祉
的
に
公
共
交
通
を
補
完
す
る
取
り
組

み
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
遊
休
農
地
に

つ
い
て

①
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の
面
積

に
占
め
る
遊
休
農
地
の
割
合
と
そ
の
活

用
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
市
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の

面
積
約
１
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
、
耕
作
再
開
が
比
較
的
容
易
な
状
態

の
農
地
が
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
重
機
等
を

用
い
な
け
れ
ば
再
生
利
用
が
困
難
な
状

態
の
農
地
が
2
0
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

②
高
齢
化 

・
後
継
者
不
足
に
よ
り
増
え

る
非
農
地
な
ど
に
お
け
る
今
後
の
課
題

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
農
地
集
積
と
集
落
営
農
の
推
進
、
新

規
就
農
者
の
確
保 

・
育
成
、
直
接
支
払

交
付
金
の
活
用
や
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、
優
良
農
地
を
守
る
た
め
の
対
策

を
進
め
て
き
た
が
、
将
来
の
農
業 

・
農

地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
意

向 

・
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
施
策
に
反
映

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
令
和
元
年
度
に

実
質
化
し
た 

「
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て
、
10
年
後
に
目
指
す
地
域
の
農

地
利
用
を
示
す
目
標
地
図
を
備
え
た 

「
地
域
計
画
」
に
変
更
す
る
手
続
き
を

現
在
進
め
て
い
る
。

　
農
振
除
外
に
係
る
申
請
期
間
に
つ
い

て
は
、
現
状
１
年
に
１
回
と
な
っ
て
い

る
が
、
県
内
で
も
年
２
回
の
受
付
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
た
め
、
県

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
。

11　番
一木良一議員

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日
に
か
け

て
、
人
口
減
少 

・
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
の
部
活
動
の
地
域
移
行
、
子
育
て

支
援
施
策
、
公
共
交
通 

（
自
動
運
転
移

動
サ
ー
ビ
ス
）
を
テ
ー
マ
に
、
富
山
県

南
砺
市
、
福
井
県
大
野
市 

・
永
平
寺
町

を
視
察
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
南
砺
市
》

　
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、
中
学
校

部
活
動
の
運
営
に
課
題
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
部
活
動
改
革
に
取
り
組
み
、
関

係
者
、
学
識
経
験
者
や
公
募
委
員
か
ら

成
る 

「
中
学
校
部
活
動
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
が
、
よ
り
良
い
運
営
体
制
の

構
築
等
、
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
提
言
書
を
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
主
な
内
容
は
、「
部
活
動

の
拠
点
校
化 

（
各
学
校
に
あ
る
部
活
動

種
目
を
市
内
の
ど

こ
か
の
学
校
に
集

約
し
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
）」「
部

活
動
の
地
域
移
行

の
推
進 
（
教
員
の

勤
務
時
間
外
の
指

導
を
地
域
の
指
導

者
団
体
へ
移
行
）

「
特
認
校
制
度
の

導
入 

（
部
活
動
選
択
の
自
由
を
確
保
す

る
た
め
、
通
学
区
域
以
外
の
学
校
へ
の

就
学
を
認
め
る
）」
等
で
す
。

　
提
言
内
容
を
も
と
に
改
革
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
拠
点
校
化

が
で
き
な
い
種
目
は
部
活
動
で
は
な

く
、
地
域
型
ク
ラ
ブ
と
し
て
残
す
と
の

方
針
で
、
部
活
動
改
革
を
学
校
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
生
涯
教
育
の
環
境
づ
く

り
と
捉
え
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

《
大
野
市
》

　「
安
心
し
て
結
婚 

・
出
産 

・
子
育
て

が
で
き
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢

を
持
っ
て
笑
顔
で
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
」
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
策
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

「
大
野
で
す
く

す
く
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
毎

年
作
製
さ
れ
て
お
り
、「
妊
娠
期
」「
乳

児
期
」
か
ら 

「
思
春
期
」
等
ま
で
切
れ

目
な
く
、
中
に
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
施
策
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
主
な
子
育
て
支
援
施
策
）

　「
子
ど
も
医
療
費
の
助
成（
０
歳
か
ら

県
内
大
学
等
に
通
学
す
る
20
歳
の
学
生

ま
で
無
料
化
）」

※

全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス

「
第
２
子
以
降

の
３
歳
未
満
児

保
育
料
無
料
」

「
第
２
子
以
降

の
児
童 

（
３
歳

未
満
）
を
在
宅

で
育
児
し
て
い
る
家
庭
へ
の
手
当
支

給
」
等※

福
井
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
各
委
員
か
ら
は
、「
支
援
内
容
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
分
か
り
や
す
く

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
」「
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
解
決

に
向
け
、
自
治
体
間
競
争
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
下
呂
市
で
も
独
自
メ
ニ
ュ
ー

が
必
要
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

《
永
平
寺
町
》

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
町
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
自
転
車 

・
歩
行
者
専
用
道
路

で
、
全
国
初
の
レ
ベ
ル
４ 

（
特
定
条
件

下
で
の
完
全
自
動
運
転
）
の
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
視
察
直

前
の
10
月
29
日
に
対
物
事
故
が
発
生

し
、
運
行
は
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

車
両
を
含
め
た
施
設
を
見
学
し
、
担
当

者
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、「
実
用
的
な
移
動

手
段
と
し
て
の
運
行
に
は
、
ま
だ
時
間

が
掛
か
る
」「
生
活
目
的
で
は
な
く
、

観
光
目
的
の
乗
り
物
と
し
て
は
話
題
性

が
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
石

川
県
白
山
市 

・
加
賀
市
、
富
山
県
南
砺

市
に
お
け
る
観
光
振
興
や
農
業
に
関
わ

る
施
設
を
視
察
し
、
先
進
的
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

《
白
山
市
》

　
平
成
17
年
２
月
に
１
市
２
町
５
村
が

合
併
し
、
白
山
麓
地
域
か
ら
日
本
海
に

面
す
る
平
野
部
ま
で
の
広
大
な
市
域
を

も
っ
て
お
り
、
多
く
の
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
３
月
の
北
陸

新
幹
線 

（
金
沢
ー
敦
賀
駅
間
）
の
開
業

や
、
令
和
６
年
春
に 

「
白
山
市
高
速
鉄

道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
今
後
の
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
」

が
令
和
５
年
５
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け
ら
れ
、
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
中
心
に
観
光
の
み
な

ら
ず
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
に
そ
の
意
識
が
か
な

り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸
透
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
当
市
と
し
て
、
今
後
の
Ｅ
ー
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当
た

り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

貴
重
な
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

《
加
賀
市
》

　「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
を
先
進
的
に
取
り
組

ま
れ
た
、
山
代
温
泉
観
光
協
会
の
関
係

者
か
ら
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振

興
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
併

せ
て
、
山
代
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

古
総
湯 

・
総
湯
の
施
設
も
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
代
温
泉
だ
け
に
限
ら
ず
、
市
内
の

山
中
温
泉 

・
片
山
津
温
泉
と
共
に
以
前

の
加
賀
温
泉
郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
抜
け
切

ら
ず
、
集
客
に
か
な
り
苦
戦
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
策
定
し
、
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、

街
並
み
整
備
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
を

見
越
し
た
二
次
交
通
の
整
備
、
変
化
す

る
観
光
ト
レ
ン
ド
へ
の
柔
軟
な
対
応
な

ど
、
当
市
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の

声
と
理
解
が
第
一
条
件
で
あ
り
、
下
呂

地
域
の
松
原
通
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
と
の
連

携
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

《
南
砺
市
》　（
有
）
さ
く
さ
く
村

 

米 

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
は
じ
め
と
し

て
酒
米
、
も
ち
米
の
生
産
な
ど
、
農
産

物
の
生
産 

・
加
工 

・
販
売
を
経
営
さ

れ
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
社
長
に
説

明
を
い
た
だ
き
、
現
地
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
個
人
生
産
者
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

耕
作
が
続
け
ら
れ
ず
水
田
を
託
さ
れ
て

い
く
中
、
年
々
耕
作
地
を
拡
大
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
け
で
な
く

酒
米
も
栽
培
す
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営

状
況
の
中
、
自
社
独
自
で
活
路
を
見
つ

け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り

経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
が
済
ん
だ
後
に
は
、
柿
の
収

穫
や
干
し
柿
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
年

間
を
通
じ
て
仕
事
に
切
れ
目
が
な
い
経

営
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。
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Ｊ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
店
舗
撤
退
に
つ
い
て

　
店
舗
撤
退
に
よ
る
地
域
住
民
、
消
費

者
、
民
間
事
業
者
、
市
関
連
施
設
並
び

に
流
通
に
及
ぼ
す
影
響
と
対
応
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
店
舗
の
撤
退
は
市
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民 

・
消

費
者 

・
流
通
に
非
常
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
ひ

だ
か
ら
市
に
対
し 

「
ご
理
解 

・
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
事
項
」
と
し
て
依
頼

の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
真
摯
に
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
地
域
住
民
が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
公

共
交
通
を
利
用
し
て
買
い
物
な
ど
に
出

掛
け
る
場
合
に
、
よ
り
自
宅
近
く
で
乗

降
が
で
き
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
よ

り
近
い
形
で
の
運
行
と
い
う
も
の
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
な
ど
福

祉
的
に
公
共
交
通
を
補
完
す
る
取
り
組

み
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
遊
休
農
地
に

つ
い
て

①
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の
面
積

に
占
め
る
遊
休
農
地
の
割
合
と
そ
の
活

用
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
市
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の

面
積
約
１
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
、
耕
作
再
開
が
比
較
的
容
易
な
状
態

の
農
地
が
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
重
機
等
を

用
い
な
け
れ
ば
再
生
利
用
が
困
難
な
状

態
の
農
地
が
2
0
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

②
高
齢
化 

・
後
継
者
不
足
に
よ
り
増
え

る
非
農
地
な
ど
に
お
け
る
今
後
の
課
題

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
農
地
集
積
と
集
落
営
農
の
推
進
、
新

規
就
農
者
の
確
保 

・
育
成
、
直
接
支
払

交
付
金
の
活
用
や
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、
優
良
農
地
を
守
る
た
め
の
対
策

を
進
め
て
き
た
が
、
将
来
の
農
業 

・
農

地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
意

向 

・
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
施
策
に
反
映

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
令
和
元
年
度
に

実
質
化
し
た 

「
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て
、
10
年
後
に
目
指
す
地
域
の
農

地
利
用
を
示
す
目
標
地
図
を
備
え
た 

「
地
域
計
画
」
に
変
更
す
る
手
続
き
を

現
在
進
め
て
い
る
。

　
農
振
除
外
に
係
る
申
請
期
間
に
つ
い

て
は
、
現
状
１
年
に
１
回
と
な
っ
て
い

る
が
、
県
内
で
も
年
２
回
の
受
付
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
た
め
、
県

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
。

11　番
一木良一議員

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日
に
か
け

て
、
人
口
減
少 

・
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
の
部
活
動
の
地
域
移
行
、
子
育
て

支
援
施
策
、
公
共
交
通 

（
自
動
運
転
移

動
サ
ー
ビ
ス
）
を
テ
ー
マ
に
、
富
山
県

南
砺
市
、
福
井
県
大
野
市 

・
永
平
寺
町

を
視
察
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
南
砺
市
》

　
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、
中
学
校

部
活
動
の
運
営
に
課
題
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
部
活
動
改
革
に
取
り
組
み
、
関

係
者
、
学
識
経
験
者
や
公
募
委
員
か
ら

成
る 

「
中
学
校
部
活
動
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
が
、
よ
り
良
い
運
営
体
制
の

構
築
等
、
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
提
言
書
を
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
主
な
内
容
は
、「
部
活
動

の
拠
点
校
化 

（
各
学
校
に
あ
る
部
活
動

種
目
を
市
内
の
ど

こ
か
の
学
校
に
集

約
し
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
）」「
部

活
動
の
地
域
移
行

の
推
進 

（
教
員
の

勤
務
時
間
外
の
指

導
を
地
域
の
指
導

者
団
体
へ
移
行
）

「
特
認
校
制
度
の

導
入 

（
部
活
動
選
択
の
自
由
を
確
保
す

る
た
め
、
通
学
区
域
以
外
の
学
校
へ
の

就
学
を
認
め
る
）」
等
で
す
。

　
提
言
内
容
を
も
と
に
改
革
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
拠
点
校
化

が
で
き
な
い
種
目
は
部
活
動
で
は
な

く
、
地
域
型
ク
ラ
ブ
と
し
て
残
す
と
の

方
針
で
、
部
活
動
改
革
を
学
校
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
生
涯
教
育
の
環
境
づ
く

り
と
捉
え
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

《
大
野
市
》

　「
安
心
し
て
結
婚 

・
出
産 

・
子
育
て

が
で
き
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢

を
持
っ
て
笑
顔
で
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
」
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
策
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

「
大
野
で
す
く

す
く
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
毎

年
作
製
さ
れ
て
お
り
、「
妊
娠
期
」「
乳

児
期
」
か
ら 

「
思
春
期
」
等
ま
で
切
れ

目
な
く
、
中
に
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
施
策
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
主
な
子
育
て
支
援
施
策
）

　「
子
ど
も
医
療
費
の
助
成（
０
歳
か
ら

県
内
大
学
等
に
通
学
す
る
20
歳
の
学
生

ま
で
無
料
化
）」

※

全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス

「
第
２
子
以
降

の
３
歳
未
満
児

保
育
料
無
料
」

「
第
２
子
以
降

の
児
童 

（
３
歳

未
満
）
を
在
宅

で
育
児
し
て
い
る
家
庭
へ
の
手
当
支

給
」
等※

福
井
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
各
委
員
か
ら
は
、「
支
援
内
容
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
分
か
り
や
す
く

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
」「
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
解
決

に
向
け
、
自
治
体
間
競
争
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
下
呂
市
で
も
独
自
メ
ニ
ュ
ー

が
必
要
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

《
永
平
寺
町
》

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
町
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
自
転
車 

・
歩
行
者
専
用
道
路

で
、
全
国
初
の
レ
ベ
ル
４ 

（
特
定
条
件

下
で
の
完
全
自
動
運
転
）
の
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
視
察
直

前
の
10
月
29
日
に
対
物
事
故
が
発
生

し
、
運
行
は
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

車
両
を
含
め
た
施
設
を
見
学
し
、
担
当

者
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、「
実
用
的
な
移
動

手
段
と
し
て
の
運
行
に
は
、
ま
だ
時
間

が
掛
か
る
」「
生
活
目
的
で
は
な
く
、

観
光
目
的
の
乗
り
物
と
し
て
は
話
題
性

が
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
石

川
県
白
山
市 

・
加
賀
市
、
富
山
県
南
砺

市
に
お
け
る
観
光
振
興
や
農
業
に
関
わ

る
施
設
を
視
察
し
、
先
進
的
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

《
白
山
市
》

　
平
成
17
年
２
月
に
１
市
２
町
５
村
が

合
併
し
、
白
山
麓
地
域
か
ら
日
本
海
に

面
す
る
平
野
部
ま
で
の
広
大
な
市
域
を

も
っ
て
お
り
、
多
く
の
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
３
月
の
北
陸

新
幹
線 

（
金
沢
ー
敦
賀
駅
間
）
の
開
業

や
、
令
和
６
年
春
に 

「
白
山
市
高
速
鉄

道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
今
後
の
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
」

が
令
和
５
年
５
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け
ら
れ
、
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
中
心
に
観
光
の
み
な

ら
ず
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
に
そ
の
意
識
が
か
な

り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸
透
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
当
市
と
し
て
、
今
後
の
Ｅ
ー
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当
た

り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

貴
重
な
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

《
加
賀
市
》

　「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
を
先
進
的
に
取
り
組

ま
れ
た
、
山
代
温
泉
観
光
協
会
の
関
係

者
か
ら
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振

興
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
併

せ
て
、
山
代
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

古
総
湯 

・
総
湯
の
施
設
も
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
代
温
泉
だ
け
に
限
ら
ず
、
市
内
の

山
中
温
泉 

・
片
山
津
温
泉
と
共
に
以
前

の
加
賀
温
泉
郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
抜
け
切

ら
ず
、
集
客
に
か
な
り
苦
戦
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
策
定
し
、
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、

街
並
み
整
備
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
を

見
越
し
た
二
次
交
通
の
整
備
、
変
化
す

る
観
光
ト
レ
ン
ド
へ
の
柔
軟
な
対
応
な

ど
、
当
市
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の

声
と
理
解
が
第
一
条
件
で
あ
り
、
下
呂

地
域
の
松
原
通
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
と
の
連

携
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

《
南
砺
市
》　（
有
）
さ
く
さ
く
村

 

米 

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
は
じ
め
と
し

て
酒
米
、
も
ち
米
の
生
産
な
ど
、
農
産

物
の
生
産 

・
加
工 

・
販
売
を
経
営
さ

れ
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
社
長
に
説

明
を
い
た
だ
き
、
現
地
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
個
人
生
産
者
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

耕
作
が
続
け
ら
れ
ず
水
田
を
託
さ
れ
て

い
く
中
、
年
々
耕
作
地
を
拡
大
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
け
で
な
く

酒
米
も
栽
培
す
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営

状
況
の
中
、
自
社
独
自
で
活
路
を
見
つ

け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り

経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
が
済
ん
だ
後
に
は
、
柿
の
収

穫
や
干
し
柿
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
年

間
を
通
じ
て
仕
事
に
切
れ
目
が
な
い
経

営
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。
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Ｊ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
店
舗
撤
退
に
つ
い
て

　
店
舗
撤
退
に
よ
る
地
域
住
民
、
消
費

者
、
民
間
事
業
者
、
市
関
連
施
設
並
び

に
流
通
に
及
ぼ
す
影
響
と
対
応
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
店
舗
の
撤
退
は
市
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民 

・
消

費
者 

・
流
通
に
非
常
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
ひ

だ
か
ら
市
に
対
し 

「
ご
理
解 

・
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
事
項
」
と
し
て
依
頼

の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
真
摯
に
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
地
域
住
民
が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
公

共
交
通
を
利
用
し
て
買
い
物
な
ど
に
出

掛
け
る
場
合
に
、
よ
り
自
宅
近
く
で
乗

降
が
で
き
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
よ

り
近
い
形
で
の
運
行
と
い
う
も
の
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
な
ど
福

祉
的
に
公
共
交
通
を
補
完
す
る
取
り
組

み
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
遊
休
農
地
に

つ
い
て

①
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の
面
積

に
占
め
る
遊
休
農
地
の
割
合
と
そ
の
活

用
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
市
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の

面
積
約
１
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
、
耕
作
再
開
が
比
較
的
容
易
な
状
態

の
農
地
が
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
重
機
等
を

用
い
な
け
れ
ば
再
生
利
用
が
困
難
な
状

態
の
農
地
が
2
0
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

②
高
齢
化 

・
後
継
者
不
足
に
よ
り
増
え

る
非
農
地
な
ど
に
お
け
る
今
後
の
課
題

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
農
地
集
積
と
集
落
営
農
の
推
進
、
新

規
就
農
者
の
確
保 

・
育
成
、
直
接
支
払

交
付
金
の
活
用
や
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、
優
良
農
地
を
守
る
た
め
の
対
策

を
進
め
て
き
た
が
、
将
来
の
農
業 

・
農

地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
意

向 

・
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
施
策
に
反
映

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
令
和
元
年
度
に

実
質
化
し
た 

「
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て
、
10
年
後
に
目
指
す
地
域
の
農

地
利
用
を
示
す
目
標
地
図
を
備
え
た 

「
地
域
計
画
」
に
変
更
す
る
手
続
き
を

現
在
進
め
て
い
る
。

　
農
振
除
外
に
係
る
申
請
期
間
に
つ
い

て
は
、
現
状
１
年
に
１
回
と
な
っ
て
い

る
が
、
県
内
で
も
年
２
回
の
受
付
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
た
め
、
県

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
。

11　番
一木良一議員

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日
に
か
け

て
、
人
口
減
少 

・
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
の
部
活
動
の
地
域
移
行
、
子
育
て

支
援
施
策
、
公
共
交
通 

（
自
動
運
転
移

動
サ
ー
ビ
ス
）
を
テ
ー
マ
に
、
富
山
県

南
砺
市
、
福
井
県
大
野
市 

・
永
平
寺
町

を
視
察
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
南
砺
市
》

　
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、
中
学
校

部
活
動
の
運
営
に
課
題
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
部
活
動
改
革
に
取
り
組
み
、
関

係
者
、
学
識
経
験
者
や
公
募
委
員
か
ら

成
る 

「
中
学
校
部
活
動
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
が
、
よ
り
良
い
運
営
体
制
の

構
築
等
、
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
提
言
書
を
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
主
な
内
容
は
、「
部
活
動

の
拠
点
校
化 

（
各
学
校
に
あ
る
部
活
動

種
目
を
市
内
の
ど

こ
か
の
学
校
に
集

約
し
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
）」「
部

活
動
の
地
域
移
行

の
推
進 

（
教
員
の

勤
務
時
間
外
の
指

導
を
地
域
の
指
導

者
団
体
へ
移
行
）

「
特
認
校
制
度
の

導
入 

（
部
活
動
選
択
の
自
由
を
確
保
す

る
た
め
、
通
学
区
域
以
外
の
学
校
へ
の

就
学
を
認
め
る
）」
等
で
す
。

　
提
言
内
容
を
も
と
に
改
革
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
拠
点
校
化

が
で
き
な
い
種
目
は
部
活
動
で
は
な

く
、
地
域
型
ク
ラ
ブ
と
し
て
残
す
と
の

方
針
で
、
部
活
動
改
革
を
学
校
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
生
涯
教
育
の
環
境
づ
く

り
と
捉
え
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

《
大
野
市
》

　「
安
心
し
て
結
婚 

・
出
産 

・
子
育
て

が
で
き
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢

を
持
っ
て
笑
顔
で
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
」
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
策
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

「
大
野
で
す
く

す
く
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
毎

年
作
製
さ
れ
て
お
り
、「
妊
娠
期
」「
乳

児
期
」
か
ら 

「
思
春
期
」
等
ま
で
切
れ

目
な
く
、
中
に
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
施
策
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
主
な
子
育
て
支
援
施
策
）

　「
子
ど
も
医
療
費
の
助
成（
０
歳
か
ら

県
内
大
学
等
に
通
学
す
る
20
歳
の
学
生

ま
で
無
料
化
）」

※

全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス

「
第
２
子
以
降

の
３
歳
未
満
児

保
育
料
無
料
」

「
第
２
子
以
降

の
児
童 

（
３
歳

未
満
）
を
在
宅

で
育
児
し
て
い
る
家
庭
へ
の
手
当
支

給
」
等※

福
井
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
各
委
員
か
ら
は
、「
支
援
内
容
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
分
か
り
や
す
く

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
」「
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
解
決

に
向
け
、
自
治
体
間
競
争
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
下
呂
市
で
も
独
自
メ
ニ
ュ
ー

が
必
要
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

《
永
平
寺
町
》

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
町
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
自
転
車 

・
歩
行
者
専
用
道
路

で
、
全
国
初
の
レ
ベ
ル
４ 

（
特
定
条
件

下
で
の
完
全
自
動
運
転
）
の
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
視
察
直

前
の
10
月
29
日
に
対
物
事
故
が
発
生

し
、
運
行
は
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

車
両
を
含
め
た
施
設
を
見
学
し
、
担
当

者
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、「
実
用
的
な
移
動

手
段
と
し
て
の
運
行
に
は
、
ま
だ
時
間

が
掛
か
る
」「
生
活
目
的
で
は
な
く
、

観
光
目
的
の
乗
り
物
と
し
て
は
話
題
性

が
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
石

川
県
白
山
市 

・
加
賀
市
、
富
山
県
南
砺

市
に
お
け
る
観
光
振
興
や
農
業
に
関
わ

る
施
設
を
視
察
し
、
先
進
的
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

《
白
山
市
》

　
平
成
17
年
２
月
に
１
市
２
町
５
村
が

合
併
し
、
白
山
麓
地
域
か
ら
日
本
海
に

面
す
る
平
野
部
ま
で
の
広
大
な
市
域
を

も
っ
て
お
り
、
多
く
の
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
３
月
の
北
陸

新
幹
線 

（
金
沢
ー
敦
賀
駅
間
）
の
開
業

や
、
令
和
６
年
春
に 

「
白
山
市
高
速
鉄

道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
今
後
の
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
」

が
令
和
５
年
５
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け
ら
れ
、
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
中
心
に
観
光
の
み
な

ら
ず
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
に
そ
の
意
識
が
か
な

り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸
透
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
当
市
と
し
て
、
今
後
の
Ｅ
ー
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当
た

り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

貴
重
な
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

《
加
賀
市
》

　「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
を
先
進
的
に
取
り
組

ま
れ
た
、
山
代
温
泉
観
光
協
会
の
関
係

者
か
ら
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振

興
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
併

せ
て
、
山
代
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

古
総
湯 

・
総
湯
の
施
設
も
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
代
温
泉
だ
け
に
限
ら
ず
、
市
内
の

山
中
温
泉 

・
片
山
津
温
泉
と
共
に
以
前

の
加
賀
温
泉
郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
抜
け
切

ら
ず
、
集
客
に
か
な
り
苦
戦
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
策
定
し
、
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、

街
並
み
整
備
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
を

見
越
し
た
二
次
交
通
の
整
備
、
変
化
す

る
観
光
ト
レ
ン
ド
へ
の
柔
軟
な
対
応
な

ど
、
当
市
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の

声
と
理
解
が
第
一
条
件
で
あ
り
、
下
呂

地
域
の
松
原
通
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
と
の
連

携
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

《
南
砺
市
》　（
有
）
さ
く
さ
く
村

 

米 

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
は
じ
め
と
し

て
酒
米
、
も
ち
米
の
生
産
な
ど
、
農
産

物
の
生
産 

・
加
工 

・
販
売
を
経
営
さ

れ
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
社
長
に
説

明
を
い
た
だ
き
、
現
地
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
個
人
生
産
者
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

耕
作
が
続
け
ら
れ
ず
水
田
を
託
さ
れ
て

い
く
中
、
年
々
耕
作
地
を
拡
大
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
け
で
な
く

酒
米
も
栽
培
す
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営

状
況
の
中
、
自
社
独
自
で
活
路
を
見
つ

け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り

経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
が
済
ん
だ
後
に
は
、
柿
の
収

穫
や
干
し
柿
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
年

間
を
通
じ
て
仕
事
に
切
れ
目
が
な
い
経

営
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。
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Ｊ
Ａ
マ
ー
ケ
ッ
ト
店
舗
撤
退
に
つ
い
て

　
店
舗
撤
退
に
よ
る
地
域
住
民
、
消
費

者
、
民
間
事
業
者
、
市
関
連
施
設
並
び

に
流
通
に
及
ぼ
す
影
響
と
対
応
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
店
舗
の
撤
退
は
市
民
の
暮
ら
し
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
民 

・
消

費
者 

・
流
通
に
非
常
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
ひ

だ
か
ら
市
に
対
し 

「
ご
理
解 

・
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
事
項
」
と
し
て
依
頼

の
あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
真
摯
に
対

応
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
地
域
住
民
が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
公

共
交
通
を
利
用
し
て
買
い
物
な
ど
に
出

掛
け
る
場
合
に
、
よ
り
自
宅
近
く
で
乗

降
が
で
き
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
よ

り
近
い
形
で
の
運
行
と
い
う
も
の
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
な
ど
福

祉
的
に
公
共
交
通
を
補
完
す
る
取
り
組

み
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
遊
休
農
地
に

つ
い
て

①
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の
面
積

に
占
め
る
遊
休
農
地
の
割
合
と
そ
の
活

用
策
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
市
の
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
の

面
積
約
１
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
、
耕
作
再
開
が
比
較
的
容
易
な
状
態

の
農
地
が
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
重
機
等
を

用
い
な
け
れ
ば
再
生
利
用
が
困
難
な
状

態
の
農
地
が
2
0
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
る
。

②
高
齢
化 

・
後
継
者
不
足
に
よ
り
増
え

る
非
農
地
な
ど
に
お
け
る
今
後
の
課
題

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
長

　
農
地
集
積
と
集
落
営
農
の
推
進
、
新

規
就
農
者
の
確
保 

・
育
成
、
直
接
支
払

交
付
金
の
活
用
や
農
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、
優
良
農
地
を
守
る
た
め
の
対
策

を
進
め
て
き
た
が
、
将
来
の
農
業 

・
農

地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
意

向 

・
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
施
策
に
反
映

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
令
和
元
年
度
に

実
質
化
し
た 

「
人 

・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て
、
10
年
後
に
目
指
す
地
域
の
農

地
利
用
を
示
す
目
標
地
図
を
備
え
た 

「
地
域
計
画
」
に
変
更
す
る
手
続
き
を

現
在
進
め
て
い
る
。

　
農
振
除
外
に
係
る
申
請
期
間
に
つ
い

て
は
、
現
状
１
年
に
１
回
と
な
っ
て
い

る
が
、
県
内
で
も
年
２
回
の
受
付
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
た
め
、
県

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
を
進

め
て
い
く
。

11　番
一木良一議員

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

　
10
月
31
日
か
ら
11
月
１
日
に
か
け

て
、
人
口
減
少 

・
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
の
部
活
動
の
地
域
移
行
、
子
育
て

支
援
施
策
、
公
共
交
通 

（
自
動
運
転
移

動
サ
ー
ビ
ス
）
を
テ
ー
マ
に
、
富
山
県

南
砺
市
、
福
井
県
大
野
市 

・
永
平
寺
町

を
視
察
し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

《
南
砺
市
》

　
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
、
中
学
校

部
活
動
の
運
営
に
課
題
が
生
じ
て
い
る

た
め
、
部
活
動
改
革
に
取
り
組
み
、
関

係
者
、
学
識
経
験
者
や
公
募
委
員
か
ら

成
る 

「
中
学
校
部
活
動
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
が
、
よ
り
良
い
運
営
体
制
の

構
築
等
、
部
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
提
言
書
を
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
主
な
内
容
は
、「
部
活
動

の
拠
点
校
化 

（
各
学
校
に
あ
る
部
活
動

種
目
を
市
内
の
ど

こ
か
の
学
校
に
集

約
し
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
配
置
）」「
部

活
動
の
地
域
移
行

の
推
進 

（
教
員
の

勤
務
時
間
外
の
指

導
を
地
域
の
指
導

者
団
体
へ
移
行
）

「
特
認
校
制
度
の

導
入 

（
部
活
動
選
択
の
自
由
を
確
保
す

る
た
め
、
通
学
区
域
以
外
の
学
校
へ
の

就
学
を
認
め
る
）」
等
で
す
。

　
提
言
内
容
を
も
と
に
改
革
を
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
拠
点
校
化

が
で
き
な
い
種
目
は
部
活
動
で
は
な

く
、
地
域
型
ク
ラ
ブ
と
し
て
残
す
と
の

方
針
で
、
部
活
動
改
革
を
学
校
だ
け
の

問
題
で
な
く
、
生
涯
教
育
の
環
境
づ
く

り
と
捉
え
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

《
大
野
市
》

　「
安
心
し
て
結
婚 

・
出
産 

・
子
育
て

が
で
き
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
夢

を
持
っ
て
笑
顔
で
健
や
か
に
育
つ
ま

ち
」
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
策
を
ま

と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

「
大
野
で
す
く

す
く
子
育
て
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
毎

年
作
製
さ
れ
て
お
り
、「
妊
娠
期
」「
乳

児
期
」
か
ら 

「
思
春
期
」
等
ま
で
切
れ

目
な
く
、
中
に
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
施
策
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
主
な
子
育
て
支
援
施
策
）

　「
子
ど
も
医
療
費
の
助
成（
０
歳
か
ら

県
内
大
学
等
に
通
学
す
る
20
歳
の
学
生

ま
で
無
料
化
）」

※

全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス

「
第
２
子
以
降

の
３
歳
未
満
児

保
育
料
無
料
」

「
第
２
子
以
降

の
児
童 

（
３
歳

未
満
）
を
在
宅

で
育
児
し
て
い
る
家
庭
へ
の
手
当
支

給
」
等※

福
井
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

　
各
委
員
か
ら
は
、「
支
援
内
容
が
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
分
か
り
や
す
く

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
」「
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
解
決

に
向
け
、
自
治
体
間
競
争
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
下
呂
市
で
も
独
自
メ
ニ
ュ
ー

が
必
要
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

《
永
平
寺
町
》

　
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
町
か
ら
の
委
託

を
受
け
、
自
転
車 

・
歩
行
者
専
用
道
路

で
、
全
国
初
の
レ
ベ
ル
４ 

（
特
定
条
件

下
で
の
完
全
自
動
運
転
）
の
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
視
察
直

前
の
10
月
29
日
に
対
物
事
故
が
発
生

し
、
運
行
は
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

車
両
を
含
め
た
施
設
を
見
学
し
、
担
当

者
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、「
実
用
的
な
移
動

手
段
と
し
て
の
運
行
に
は
、
ま
だ
時
間

が
掛
か
る
」「
生
活
目
的
で
は
な
く
、

観
光
目
的
の
乗
り
物
と
し
て
は
話
題
性

が
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
石

川
県
白
山
市 

・
加
賀
市
、
富
山
県
南
砺

市
に
お
け
る
観
光
振
興
や
農
業
に
関
わ

る
施
設
を
視
察
し
、
先
進
的
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

《
白
山
市
》

　
平
成
17
年
２
月
に
１
市
２
町
５
村
が

合
併
し
、
白
山
麓
地
域
か
ら
日
本
海
に

面
す
る
平
野
部
ま
で
の
広
大
な
市
域
を

も
っ
て
お
り
、
多
く
の
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
３
月
の
北
陸

新
幹
線 
（
金
沢
ー
敦
賀
駅
間
）
の
開
業

や
、
令
和
６
年
春
に 

「
白
山
市
高
速
鉄

道
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ン

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
今
後
の
観

光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー
ク
」

が
令
和
５
年
５
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
受
け
ら
れ
、
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
を
中
心
に
観
光
の
み
な

ら
ず
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
地
域
住
民
に
そ
の
意
識
が
か
な

り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸
透
し
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
当
市
と
し
て
、
今
後
の
Ｅ
ー
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
当
た

り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

貴
重
な
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

《
加
賀
市
》

　「
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
景
観
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
を
先
進
的
に
取
り
組

ま
れ
た
、
山
代
温
泉
観
光
協
会
の
関
係

者
か
ら
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
振

興
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
併

せ
て
、
山
代
温
泉
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

古
総
湯 

・
総
湯
の
施
設
も
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
代
温
泉
だ
け
に
限
ら
ず
、
市
内
の

山
中
温
泉 

・
片
山
津
温
泉
と
共
に
以
前

の
加
賀
温
泉
郷
の
イ
メ
ー
ジ
が
抜
け
切

ら
ず
、
集
客
に
か
な
り
苦
戦
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
策
定
し
、
景
観
ま
ち

づ
く
り
事
業
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、

街
並
み
整
備
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
を

見
越
し
た
二
次
交
通
の
整
備
、
変
化
す

る
観
光
ト
レ
ン
ド
へ
の
柔
軟
な
対
応
な

ど
、
当
市
と
重
な
る
部
分
が
大
き
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　
景
観
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の

声
と
理
解
が
第
一
条
件
で
あ
り
、
下
呂

地
域
の
松
原
通
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
と
の
連

携
に
よ
り
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ま
す
。

《
南
砺
市
》　（
有
）
さ
く
さ
く
村

 

米 

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
を
は
じ
め
と
し

て
酒
米
、
も
ち
米
の
生
産
な
ど
、
農
産

物
の
生
産 

・
加
工 

・
販
売
を
経
営
さ

れ
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
社
長
に
説

明
を
い
た
だ
き
、
現
地
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
個
人
生
産
者
が
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

耕
作
が
続
け
ら
れ
ず
水
田
を
託
さ
れ
て

い
く
中
、
年
々
耕
作
地
を
拡
大
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
だ
け
で
な
く

酒
米
も
栽
培
す
る
な
ど
、
厳
し
い
経
営

状
況
の
中
、
自
社
独
自
で
活
路
を
見
つ

け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り

経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
が
済
ん
だ
後
に
は
、
柿
の
収

穫
や
干
し
柿
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
年

間
を
通
じ
て
仕
事
に
切
れ
目
が
な
い
経

営
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
ま
し

た
。
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『議会への意見・提案箱』へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』へのご意見等と対応状況をお伝えします

《子育て支援》
【市　　民】
　他の自治体では、保育料完全無償にしているところが増えてきている。
　保育料の完全無償化を早期に取り組んでほしい。
【委 員 会】
●令和元年10月から、３歳以上の保育料については全国で無償化されていますが、３歳未満児保育料については
自治体によって異なっています。県内では、３歳未満児保育料を完全無償化している自治体はありませんが、第３子
以降の多子について、無償化している自治体があります。
●下呂市の場合、第３子以降の３歳未満児保育料は50％減免ですが、令和５年12月定例会の一般質問で市執行部
から 「令和６年度から第３子以降は無償化とするよう検討している」との答弁がありました。
●委員会では、保育料の負担軽減を含め、子育て支援について、引き続き調査研究を行っていきます。

《まちづくり ・子育て》
【市　　民】
　公園の遊具が少ないので、もっと増やしてほしい。
【委 員 会】
●令和５年11月２日の議会全員協議会において、市担当部局から令和６年３月までに飛騨川公園に大型遊具を整備
するとの報告がありました。また飛騨川公園以外についても、「下呂市公園整備計画 （子ども期）～第１ステージ遊
具整備編～」に基づき、順次整備していくとの説明を受けています。
●委員会では、飛騨川公園以外の公園への遊具設置についても、早期に整備するよう求めていきます。

《消防 ・防災》
【市　　民】
　操法大会を廃止、中止すべき。操法練習は実際の火事場では役に立たないことが多いため、基本の機械器具等
の操作訓練で十分火災時に対応できる。災害等に対応できる消防団にした方が良い。
【委 員 会】
●令和５年12月定例会の一般質問で、委員会所属議員が、消防操法大会と消防団の訓練について質問を行い、
市執行部から以下の回答がありました。
　「団員の減少と高齢化が進む中、大会を効率的に行うために今年度から各地区で開催していた消防操法競技会を
廃止し、下呂市消防操法大会に一本化しました。来年度の大会については、今年度の実績を踏まえ団幹部と共に
開催場所、出場隊数や運営方法について、さらに検討します。また、団員家族や市民に対し、消防団活動や防火
防災に係る意識向上を図るような催しも検討していく必要があると考えます。消防操法訓練は、今年度より訓練期間
を大会前の４週間に指定し、週休を１～２日取るようにしています。また、訓練終了時間は21時30分を超えないこと

とし、団員の負担軽減と家族の理解を得られるように行っています。操法訓練は、消防活動の基本を習得する上で
大変重要な訓練と捉えています。しかし、操法訓練だけに偏ることの無いように年間計画を立て、基本訓練、消防
操法訓練、出動訓練を順に行っています。今後も訓練については、実災害に対応できるよう、消防団と協議検討し
ていきます。」
●委員会では、消防団のあり方を含め、消防 ・防災に関する事項について、引き続き調査研究を行っていきます。

《教育関連》
【市　　民】
　他県の中学生が部活動帰りに熱中症で亡くなったというニュースがあった。このような事例は近年毎年起こってお
り、中 ・高 ・大学生でも暑さで亡くなってしまう今の時代に、小学生が重いランドセルを背負って長時間歩くのは、
あまりにも可哀想であり、命に関わる。通学に30分以上かかる地域の子を全てバス通学にしてほしい。
（同様のご意見が、他に３件寄せられました）
【委 員 会】
●寄せられたご意見は、教育委員会事務局へお伝えしました。なお、下呂市においては、スクールバス利用通学の
距離基準は、小学生は3km以上、中学生は4km以上です。ただし、基準以下の距離であっても、保護者の要望
等に基づき、校長がスクールバス利用を決定している事例がある、との回答がありました。
●委員会では、登下校の問題を含め、学校教育に関する事項について、引き続き調査研究を行っていきます。

《観光関連》
【市　　民】
　現在、急増しつつある外国人観光客の対応のために、下呂の観光従事者全員にポケトーク(翻訳機）の無償配布、
または無償レンタルを実施してほしい。
　その際、飲食店の接客マナー研修も行っていただきたい。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●接客マナーに関しては、関係団体へも共有していきたいと考えます。
【市　　民】
　今、都会では、料理廃油から飛行機や自動車などの燃料へのリサイクルとその売却が事業として成り立っている。
　下呂は、旅館施設が多々あり、それらの施設からの料理廃油や、各家庭からの料理廃油を集め、燃料にリサイ
クルして販売する施設を旧下呂温泉病院跡地に設けたらどうか。
　跡地利用にも雇用確保にもなり、日本各地への提言にもなると考える。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●法の規制や先進事例の取り組み等について委員会において調査・研究を進めていきます。また、旧下呂温泉病
院跡地の活用に関しては、下呂駅周辺エリア等整備特別委員会とも意見を共有しました。

《道路関連》
【市　　民】
　高速道路をつなげてほしい。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●議会では、濃飛横断道 ・リニア特別委員会を設置して、濃飛横断自動車道整備促進期成同盟会と共に濃飛横断
自動車道の整備促進に向けて取り組んでいます。

　下呂市議会では、『未来の下呂市を一緒に考えましょう』をテーマに、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案
をお気軽に出していただける仕組みとして、令和２年から 「議会への意見 ・提案箱」を設置しています。
　議会では、寄せられましたご意見等を関係する委員会に振り分け、引き継ぎをして、それぞれの委員会が決定し
た方針 （調査研究課題として位置付け、必要に応じて市担当部局へ提言、意見等が提出された背景や課題を整理し
て市担当部局へ伝達など）に基づき、必要な対応を行っています。
　このたび、令和５年12月末までに寄せられましたご意見等の一部と各委員会での対応状況についてご紹介します。
　ご意見の中には、引き続き調査研究を必要とする内容も多くありますが、市民の皆さまの貴重な声を反映した政
策提言へとつないでいけるように努めたいと考えています。

総 務 教 育 民 生 常 任 委 員会

産 業 経 済 常 任 委 員 会

【市民】 … 市民の皆さまからのご意見・ご提案 / 【委員会】 … 委員会での対応

GERO CITY assembly

14下呂市議会だより15 下呂市議会だより

『議会への意見・提案箱』へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』へのご意見等と対応状況をお伝えします

《子育て支援》
【市　　民】
　他の自治体では、保育料完全無償にしているところが増えてきている。
　保育料の完全無償化を早期に取り組んでほしい。
【委 員 会】
●令和元年10月から、３歳以上の保育料については全国で無償化されていますが、３歳未満児保育料については
自治体によって異なっています。県内では、３歳未満児保育料を完全無償化している自治体はありませんが、第３子
以降の多子について、無償化している自治体があります。
●下呂市の場合、第３子以降の３歳未満児保育料は50％減免ですが、令和５年12月定例会の一般質問で市執行部
から 「令和６年度から第３子以降は無償化とするよう検討している」との答弁がありました。
●委員会では、保育料の負担軽減を含め、子育て支援について、引き続き調査研究を行っていきます。

《まちづくり ・子育て》
【市　　民】
　公園の遊具が少ないので、もっと増やしてほしい。
【委 員 会】
●令和５年11月２日の議会全員協議会において、市担当部局から令和６年３月までに飛騨川公園に大型遊具を整備
するとの報告がありました。また飛騨川公園以外についても、「下呂市公園整備計画 （子ども期）～第１ステージ遊
具整備編～」に基づき、順次整備していくとの説明を受けています。
●委員会では、飛騨川公園以外の公園への遊具設置についても、早期に整備するよう求めていきます。

《消防 ・防災》
【市　　民】
　操法大会を廃止、中止すべき。操法練習は実際の火事場では役に立たないことが多いため、基本の機械器具等
の操作訓練で十分火災時に対応できる。災害等に対応できる消防団にした方が良い。
【委 員 会】
●令和５年12月定例会の一般質問で、委員会所属議員が、消防操法大会と消防団の訓練について質問を行い、
市執行部から以下の回答がありました。
　「団員の減少と高齢化が進む中、大会を効率的に行うために今年度から各地区で開催していた消防操法競技会を
廃止し、下呂市消防操法大会に一本化しました。来年度の大会については、今年度の実績を踏まえ団幹部と共に
開催場所、出場隊数や運営方法について、さらに検討します。また、団員家族や市民に対し、消防団活動や防火
防災に係る意識向上を図るような催しも検討していく必要があると考えます。消防操法訓練は、今年度より訓練期間
を大会前の４週間に指定し、週休を１～２日取るようにしています。また、訓練終了時間は21時30分を超えないこと

とし、団員の負担軽減と家族の理解を得られるように行っています。操法訓練は、消防活動の基本を習得する上で
大変重要な訓練と捉えています。しかし、操法訓練だけに偏ることの無いように年間計画を立て、基本訓練、消防
操法訓練、出動訓練を順に行っています。今後も訓練については、実災害に対応できるよう、消防団と協議検討し
ていきます。」
●委員会では、消防団のあり方を含め、消防 ・防災に関する事項について、引き続き調査研究を行っていきます。

《教育関連》
【市　　民】
　他県の中学生が部活動帰りに熱中症で亡くなったというニュースがあった。このような事例は近年毎年起こってお
り、中 ・高 ・大学生でも暑さで亡くなってしまう今の時代に、小学生が重いランドセルを背負って長時間歩くのは、
あまりにも可哀想であり、命に関わる。通学に30分以上かかる地域の子を全てバス通学にしてほしい。
（同様のご意見が、他に３件寄せられました）
【委 員 会】
●寄せられたご意見は、教育委員会事務局へお伝えしました。なお、下呂市においては、スクールバス利用通学の
距離基準は、小学生は3km以上、中学生は4km以上です。ただし、基準以下の距離であっても、保護者の要望
等に基づき、校長がスクールバス利用を決定している事例がある、との回答がありました。
●委員会では、登下校の問題を含め、学校教育に関する事項について、引き続き調査研究を行っていきます。

《観光関連》
【市　　民】
　現在、急増しつつある外国人観光客の対応のために、下呂の観光従事者全員にポケトーク(翻訳機）の無償配布、
または無償レンタルを実施してほしい。
　その際、飲食店の接客マナー研修も行っていただきたい。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●接客マナーに関しては、関係団体へも共有していきたいと考えます。
【市　　民】
　今、都会では、料理廃油から飛行機や自動車などの燃料へのリサイクルとその売却が事業として成り立っている。
　下呂は、旅館施設が多々あり、それらの施設からの料理廃油や、各家庭からの料理廃油を集め、燃料にリサイ
クルして販売する施設を旧下呂温泉病院跡地に設けたらどうか。
　跡地利用にも雇用確保にもなり、日本各地への提言にもなると考える。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●法の規制や先進事例の取り組み等について委員会において調査・研究を進めていきます。また、旧下呂温泉病
院跡地の活用に関しては、下呂駅周辺エリア等整備特別委員会とも意見を共有しました。

《道路関連》
【市　　民】
　高速道路をつなげてほしい。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●議会では、濃飛横断道 ・リニア特別委員会を設置して、濃飛横断自動車道整備促進期成同盟会と共に濃飛横断
自動車道の整備促進に向けて取り組んでいます。

　下呂市議会では、『未来の下呂市を一緒に考えましょう』をテーマに、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案
をお気軽に出していただける仕組みとして、令和２年から 「議会への意見 ・提案箱」を設置しています。
　議会では、寄せられましたご意見等を関係する委員会に振り分け、引き継ぎをして、それぞれの委員会が決定し
た方針 （調査研究課題として位置付け、必要に応じて市担当部局へ提言、意見等が提出された背景や課題を整理し
て市担当部局へ伝達など）に基づき、必要な対応を行っています。
　このたび、令和５年12月末までに寄せられましたご意見等の一部と各委員会での対応状況についてご紹介します。
　ご意見の中には、引き続き調査研究を必要とする内容も多くありますが、市民の皆さまの貴重な声を反映した政
策提言へとつないでいけるように努めたいと考えています。

総 務 教 育 民 生 常 任 委 員会
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大変重要な訓練と捉えています。しかし、操法訓練だけに偏ることの無いように年間計画を立て、基本訓練、消防
操法訓練、出動訓練を順に行っています。今後も訓練については、実災害に対応できるよう、消防団と協議検討し
ていきます。」
●委員会では、消防団のあり方を含め、消防 ・防災に関する事項について、引き続き調査研究を行っていきます。

《教育関連》
【市　　民】
　他県の中学生が部活動帰りに熱中症で亡くなったというニュースがあった。このような事例は近年毎年起こってお
り、中 ・高 ・大学生でも暑さで亡くなってしまう今の時代に、小学生が重いランドセルを背負って長時間歩くのは、
あまりにも可哀想であり、命に関わる。通学に30分以上かかる地域の子を全てバス通学にしてほしい。
（同様のご意見が、他に３件寄せられました）
【委 員 会】
●寄せられたご意見は、教育委員会事務局へお伝えしました。なお、下呂市においては、スクールバス利用通学の
距離基準は、小学生は3km以上、中学生は4km以上です。ただし、基準以下の距離であっても、保護者の要望
等に基づき、校長がスクールバス利用を決定している事例がある、との回答がありました。
●委員会では、登下校の問題を含め、学校教育に関する事項について、引き続き調査研究を行っていきます。

《観光関連》
【市　　民】
　現在、急増しつつある外国人観光客の対応のために、下呂の観光従事者全員にポケトーク(翻訳機）の無償配布、
または無償レンタルを実施してほしい。
　その際、飲食店の接客マナー研修も行っていただきたい。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●接客マナーに関しては、関係団体へも共有していきたいと考えます。
【市　　民】
　今、都会では、料理廃油から飛行機や自動車などの燃料へのリサイクルとその売却が事業として成り立っている。
　下呂は、旅館施設が多々あり、それらの施設からの料理廃油や、各家庭からの料理廃油を集め、燃料にリサイ
クルして販売する施設を旧下呂温泉病院跡地に設けたらどうか。
　跡地利用にも雇用確保にもなり、日本各地への提言にもなると考える。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●法の規制や先進事例の取り組み等について委員会において調査・研究を進めていきます。また、旧下呂温泉病
院跡地の活用に関しては、下呂駅周辺エリア等整備特別委員会とも意見を共有しました。

《道路関連》
【市　　民】
　高速道路をつなげてほしい。
【委 員 会】
●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
●議会では、濃飛横断道 ・リニア特別委員会を設置して、濃飛横断自動車道整備促進期成同盟会と共に濃飛横断
自動車道の整備促進に向けて取り組んでいます。

　下呂市議会では、『未来の下呂市を一緒に考えましょう』をテーマに、市民の皆さまから幅広いご意見やご提案
をお気軽に出していただける仕組みとして、令和２年から 「議会への意見 ・提案箱」を設置しています。
　議会では、寄せられましたご意見等を関係する委員会に振り分け、引き継ぎをして、それぞれの委員会が決定し
た方針 （調査研究課題として位置付け、必要に応じて市担当部局へ提言、意見等が提出された背景や課題を整理し
て市担当部局へ伝達など）に基づき、必要な対応を行っています。
　このたび、令和５年12月末までに寄せられましたご意見等の一部と各委員会での対応状況についてご紹介します。
　ご意見の中には、引き続き調査研究を必要とする内容も多くありますが、市民の皆さまの貴重な声を反映した政
策提言へとつないでいけるように努めたいと考えています。

総 務 教 育 民 生 常 任 委 員会

産 業 経 済 常 任 委 員 会

【市民】 … 市民の皆さまからのご意見・ご提案 / 【委員会】 … 委員会での対応
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『議会への意見・提案箱』へのご意見等と対応状況をお伝えします『議会への意見・提案箱』へのご意見等と対応状況をお伝えします

《子育て支援》
【市　　民】
　他の自治体では、保育料完全無償にしているところが増えてきている。
　保育料の完全無償化を早期に取り組んでほしい。
【委 員 会】
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自治体によって異なっています。県内では、３歳未満児保育料を完全無償化している自治体はありませんが、第３子
以降の多子について、無償化している自治体があります。
●下呂市の場合、第３子以降の３歳未満児保育料は50％減免ですが、令和５年12月定例会の一般質問で市執行部
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あまりにも可哀想であり、命に関わる。通学に30分以上かかる地域の子を全てバス通学にしてほしい。
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　その際、飲食店の接客マナー研修も行っていただきたい。
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●委員会において、情報共有を図り、市担当部局への情報共有を行いました。
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た方針 （調査研究課題として位置付け、必要に応じて市担当部局へ提言、意見等が提出された背景や課題を整理し
て市担当部局へ伝達など）に基づき、必要な対応を行っています。
　このたび、令和５年12月末までに寄せられましたご意見等の一部と各委員会での対応状況についてご紹介します。
　ご意見の中には、引き続き調査研究を必要とする内容も多くありますが、市民の皆さまの貴重な声を反映した政
策提言へとつないでいけるように努めたいと考えています。
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https://www.youtube.com/channel/
UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ/featured
ライブ配信動画は、次回定例会までYoutubeから視聴できます。
過去の配信動画は、下呂市ホームページにて視聴できます。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

　令和６年１月14日（日）、金山小学校グラウンドにおいて、金山地域４公民館主催による新春恒例のイベ
ント 「手づくり凧あげ大会」が開催されました。
　快晴となったものの、全く風が無く、凧を上げるには難しい状況の中、参加した子どもたちは自分で
作った凧を少しでも高く上げようと、グラウンド中を駆け回っていました。
　参加者には、ボランティアによる豚汁がふるまわれ、心も体も暖かくしてくれる大会でした。

【第42回 新春！手づくり凧あげ大会】

　３月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。
なお一般質問などの内容は新聞折込でお知らせします。

３月定例会会期日程（予定）

※日程は変更になる
　場合もあります。

インターネットライブ配信

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３-１会議室）
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インターネット上で
無料閲覧できる、
ギフイーブックスで
配信中です。

　広報広聴特別委員会では、「読みたくなる議会
だより」を目指して、本会議や委員会の報告、各
議員の一般質問等の掲載内容に係る編集に取り
組んできました。
　また、新たな取り組みとして、各議員の一般質
問の動画にリンクするQRコードの掲載のほか、
常任委員会、予算特別委員会および決算特別委
員会における付託案件の審査状況について動画
配信（YouTube)を行い、併せてホームページに
会議録と説明資料の掲載をいたしました。
　今後ともより一層、わかりやすい議会情報の発
信に向けて取り組んでいきます。
　４年間ご愛読ありがとうございました。 （T.T）

編 集 後 記

本会議および常任委員会・予算特別委員会（付託案
件審査）は、動画共有サービス（YouTube）にてライ
ブ配信を行っています。
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午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
本会議（最終日）

月　　日 会　議　内　容 時　　間曜日
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　下呂市議会　田中副武議長が在職中の１月２
日に逝去されました。
　故田中副武議員は、平成２４年に市議会議員に
初当選以来、３期１１年８カ月にわたり市政の発展の
ためにご活躍され、その間、市議会議長、副議長、総
務教育民生常任委員長、予算特別委員長、議会
改革特別委員長などの要職を歴任されました。
　ここに生前の功績をたたえ、謹んでご冥福をお祈り
いたします。

令和６年能登半島地震被災地への支援について
　令和６年1月１日に発生した能登半島地震による甚大な被害の報に接
し、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りし、ご遺族の皆さまに謹
んでお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆さまに心よりお見舞
いを申し上げます。
　下呂市議会議員は、被災者支援に役立てていただくため、日本赤十字
社を通じて15万円の義援金を送りました。また、姉妹都市である石川県
羽咋郡宝達志水町に見舞金5万円を送りました。一日でも早く復興します
ことを心よりお祈り申し上げます。　


